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警告
このオペレーターズガイド、安全講習ビデオおよび製品に貼付されている警告ラベルに
記載の安全注意事項や指示を無視すると、死亡事故や負傷の原因となる場合があります。

米国カリフォルニア州規制｢PROPOSITION 65｣に基づく警告

警告：この車両の運転、整備、および操作を行うことで、米国
カリフォルニア州政府が規制する、発がん性や先天性障害または
生殖毒性を引き起こすことが知られている化学製品にさらされる
可能性があります。そのような可能性を最小限に抑えるために、
必要時以外はエンジンのアイドリングをせず、通気性のよい場所
で整備を行い、整備時はグローブを着用するか頻繁に手を洗うよ
うにしてください。詳細は、
www.p65warnings.ca.gov/products/passenger-vehicleをご覧く
ださい。

カナダの製品代理店は、ボンバルディエレクリエーショナルプロダクツです。
米国内の製品代理店はBRP US Inc.です。

以下の商標は、ボンバルディ エレクリエーショナルプロダクツまたはその関連会社に帰
属します：

Can-Am®ACE™

Rotax®Rally™

XPS™Ryker®
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Can-Am® Ryker™ モデルをご購入いた
だき、ありがとうございます。購入い
た だ い た 製 品 の サ ポ ー ト は 、
Bombardier Recreational Products Inc.
(BRP) の保証サービス、お客様が必要
とされる部品、サービスおよびアクセ
サリを取り揃えている認定ディーラー
ネットワークが行っています。
各ディーラーとも、お客様が満足され
るように努めています。ディーラー
は、準備や点検を行うためのトレーニ
ングを受けており、お客様がこの新し
い車両を所有される前の最終調整も
行っています。
詳しいサービス情報をご希望の場合
は、最寄りのディーラーまでお問い合
わせください。
納品時には、お客様に保証範囲をお知
らせいたします。また、新しい車両が
ご満足いただけるものであることを保
証するために、お客様に納入前チェッ
クリストにご署名いただいています。
操作前に確認すべきこと
運転者、同乗者および他の人々の安全
を確保するため、この車両に乗る前に
次のセクションをお読みください。
- 一般的な注意
- 車両についての情報
- 安全にご使用いただくために
- 走行前の点検
経験豊かなモーターサイクル運転経験
者であっても、車両の特殊性に特にご
注意ください。
安全上の警告
本ガイドに記載されている安全に関す
る安全上の警告の種類、特徴および本
ガイドでどのように使用されているか
を以下に説明します。

安全警告記号 は、人が負傷する
恐れがあることを示しています。

警告
指示に従わなかった場合、重傷や死
亡事故を招く恐れがあることを示し
ます。

注意 この指示に従わない場合、
軽症またはほどほどの負傷を負う恐れ
があることを示しています。

注記 指示に従わなかった場合は、車
両の構成部品などに重大な損傷が生じ
る恐れがあることを示します。
このオペレーターズガイドに
ついて
本オペレーターズガイドは右車線走行
である米国で作成されました。本書の
説明は、居住地域の管轄および法律に
従いながらお読みください。
本オペレーターズガイドに記載されて
いる「モーターサイクル」という用語
は通常、二輪のバイクを意味します。
本オペレーターズガイドは車両内に保
管し、メンテナンス、道路脇での修
理、および同乗者に指示する際に参照
してください。
オペレーターズガイドの閲覧やコピー
を希望する場合は、次のウェブサイト
にアクセスしてください。
www.operatorsguides.brp.com
本書に記載されている情報は、発行時
点で正確なものです。ただし、BRPは、
それ以前に製造された製品に同様の改
善を施す義務を負うことなく、製品を
継続的に改善する方針を持っていま
す。
その後の変更により、製造された製品
と本ガイドに記載の説明または仕様と
の間に差異が生じる場合があります。
BRPは何らの義務を負うことなく、い
かなるときでも製品の仕様、設計、機
能、型式、装置などを変更したり、製
造を終了する権利を留保します。
車両を売却するときは、このオペレー
ターズガイドを必ず車両内に入れてお
いてください。
「その他の情報源」を参照し
てください
本オペレーターズガイドの他にも、車
両の安全カードを読み、安全講習ビデ
オを以下のサイトでご覧ください：
h t t p s : / / c a n -
am.brp.com/spyder/owners/safety/safety-
information.html or use the following
QR code.
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可能であれば、3輪トライクの特別ト
レーニングコースを受講してくださ
い。
今後提供されるトレーニングコースの
スケジュールに関しては、下記のサイ
トを参照してください。
http://www.brp.com/jp/
お住まいの地域で3輪トライクの特別
トレーニングコースが提供されていな
い場合は、バイクのトレーニングコー
スの受講を推奨します。
必要とされる技術の多くは似ており、
路上の危険管理に関して得られる情報
も3輪トライクによく当てはまるもの
です。
謝辞
このオペレーターズガイドには、
Motorcycle Safety Foundation（MSF、
二輪車安全基金）の道路上のモーター
サイクルの安全性に関する資料を引用
しています。同基金に対して感謝申し
上げます。
MSFは、あらゆるモーターサイクル
メーカーから支持されている、国際的
に認知された非営利財団です。MSF
は、地域や団体にモーターサイクルの
安全に関するトレーニングやツールを
提供したり、パートナーシップ関係を
結んでいます。詳細は下記のサイトを
参照してください。
www.msf-usa.org
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一般的な注意
一酸化炭素中毒の防止
どのエンジンの排気ガスにも、致命的
なガスである一酸化炭素が含まれてい
ます。一酸化炭素を吸うと、頭痛、め
まい、眠気、吐き気、錯乱を招き、場
合によっては死に至ることがありま
す。
一酸化炭素は、エンジンの排気ガスを
見たりその匂いを感じないとしても、
存在する恐れがある、無色、無臭、無
味のガスです。一酸化炭素は極めて早
く致死濃度に達することがあり、急速
にその影響を受けて、自身を守ること
ができなくなります。また、閉じた場
所や換気が悪い場所では、一酸化炭素
の致死濃度が数時間から数日に長引く
ことがあります。一酸化炭素中毒の徴
候を感じたら、すぐにその場所を離れ
新鮮な空気を吸い、医師にご相談くだ
さい。
一酸化炭素による重傷や死亡を防ぐに
は：
- ガレージ、カーポートや納屋など
の換気が悪い場所、または部分的
に閉じられた場所で車両を絶対に
運転しないでください。扇風機を
使ったり窓やドアを開けてエンジ
ンの排気ガスを換気しようとして
も、一酸化炭素が危険なレベルに
早く達する場合があります。

- 窓やドアなどの開口部からエンジ
ンの排気ガスが建物に入る恐れが
ある場所では、絶対に屋外で車両
を運転しないでください。

ガソリンによる火事や危険な
どの防止
ガソリンは可燃性が極めて高く、爆発
性する可能性が高いものです。燃料の
蒸気は拡散し、エンジンから遠く離れ
た火の粉や炎によって引火することも
あります。火事や爆発の危険性を減ら
すために、以下の指示に従ってくださ
い：
- 燃料の補給は、炎、火の粉、火が
ついているタバコやその他の点火
源から離れ、よく換気された屋外
で行ってください。

- 絶対に、エンジンを作動させたま
まで燃料を補給しないでください。

- 絶対に、燃料タンクから溢れさせ
ないでください。温度変化で燃料
が膨張する場合があるため、燃料
タンクに若干の余裕を残してくだ
さい。

- こぼれた燃料は必ず拭き取ってく
ださい。

- 絶対に燃料フィラードアを開けた
ままで始動したり運転したりしな
いでください。

- 燃料の保存には、承認された赤い
ガソリン容器だけを使ってくださ
い。

- ガソリン容器を車両に載せて運搬
しないでください。

ガソリンは有毒で、傷害や死亡を引き
起こす場合があります。
- 絶対に、口でガソリンを吸い上げ
ないでください。

- ガソリンを飲み込んだり、ガソリ
ンが目に入ったり、ガソリンの蒸
気を吸い込んだ場合は、すぐに医
師の診断を受けてください。

ガソリンが体にかかった場合は、石鹸
と水で洗い、衣服を着替えてくださ
い。
高温部分による火傷の防止
排気、オイルおよびクーリングシステ
ム、およびエンジンは運転中に高温に
なります。多機能ゲージガラスなどの
他の部品も、日光にさらされると高温
になることがあり、温度が60 Cを超え
る可能性もあります。火傷を防止する
ために、運転中や運転直後に触らない
でください。
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アクセサリおよび改造
承認を受けていない改造や、BRPが認
定していないアタッチメントや用品の
使用は避けてください。これらの改造
はBRPによる試験を受けていないため、
交通事故や負傷の危険性を高め、車両
の使用が違法となる場合があります。
通常のモーターサイクルとは異なり、
車両には車両安定システム（VSS）が
搭載されています。これは、通常の車
両構成に対して較正が行われていま
す。VSSは、重量配分、ホイールベー
ス、タイヤ、サスペンション、ブレー
キまたはステアリングを変更するな
ど、車両を改造した場合に正常に作動
しなくなることがあります。
車両で使用できるBRPアクセサリにつ
いては、認定Can-Am On-Roadディー
ラーにご相談ください。
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車両についての情報
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基本操作部
すべての操作部の位置と操作方法を知り、それらをスムーズかつ上手に使用でき
るように練習する必要があります。

警告
ハンドルバー、ドライバーのフットペグ、ブレーキペダルは、それぞれのドラ
イバーのニーズに合わせて簡単に調整できます。すべての操作部に完全に手が
届き、車両を運転している人が常に簡単に操作できることが重要です。時間を
取り、ドライバーに合わせて車両を調整してから運転してください。

1. ハンドルバー
2. スロットル
3. ブレーキペダル
4. パーキングポジションレバー
5. トランスミッションレバー
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1)ハンドルバー
両手でハンドルを握ります。行きたい
方向にハンドルを切ります。
2)スロットル
右側のハンドルグリップをひねってス
ロットルを操作します。これにより、
エンジンに流れる燃料量を調整して車
速を制御します。
速度を上げるには、スロットルを手前
にひねります（手首を下げる）。
速度を下げるには、スロットルを戻す
方向にひねります（手首を上げる）。
スロットルは、手を放すとスプリング
によってアイドリング位置に完全に戻
ります。

1. 速度を上げる
2. 速度を下げる
この車両にはETC（Electronic Throttle
Control: 電子スロットル制御）が搭載
されています。スロットルボディのス
ロットルプレートは電子的に制御され
ており、スロットルのツイストグリッ
プ位置に関係なく、必要な時に開けた
り閉めたりできます。
加速時は、車両の安定性を維持するた
めに車両安定システム（VSS）がエン
ジンの加速を抑える場合があります。
その後、車両が安定してからスロット
ルの位置が維持されている場合は、要
求に応じてエンジンの回転数が上がり
ます。これにより、「遅れた」加速の
ように感じられます。
VSSは車両を加速させることができま
せん。VSSが行うのは、滑りやすい路
面でのエンジンブレーキの効きを弱め
るためにスロットルを若干開けること
だけです。これにより、エンジンブ
レーキを原因とするリアタイヤのス
リップを防ぎます。

3)ブレーキペダル
ブレーキペダルは右のフットペグ前部
にあります。

1. ブレーキペダル
2. 右フットペグ
足でペダルを踏み、3輪すべてにブレー
キをかけます。
減速していることを示す周囲に対する
信号として、必ずブレーキをかけてく
ださい。
注記 走行中に足がブレーキペダルに
もたれないようにしてください。ブ
レーキペダルにもたれた場合、ブレー
キシステムを保護するためにエンジン
マネージメントシステムがLIMPHOME
モードを起動させます。
4)パーキングレバー
車両左側にあり、パーキング位置にす
ると、ギヤボックスを阻止して後輪が
回転するのを防止します。

警告
車両が動作していないときは、必ず
パーキング（P）位置にしてくださ
い。パーキングレバーが掛かってい
ないと、車両が動く場合がありま
す。

注記 絶対にパーキングレバーを使用
して車両を停止させようとしないでく
ださい。車両を停止してからパーキン
グレバーを動かさなければなりませ
ん。
レバーが地面を向いているときは、P
位置から解除されています。
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1. アンロック位置（解除された状態）
のパーキングレバー

レバーを上方向いっぱいに引いて掛
け、P位置に固定します。
車両を前後に揺すり、パーキングポジ
ションレバーがしっかり掛かっている
ことを確認します。

1. ロック位置（掛かった状態）のパー
キングレバー

パーキングポジションレバーが完全に
掛かっているときは、選択されたギヤ
の表示部にPが表示されます。

パーキングポジションレバーの
ロック
北米以外
パーキングレバーがP位置に掛かって
いるとき、パーキングポジションレ
バーをロックすることができます。
キーを時計方向に回してパーキングポ
ジションレバーをロックします。

パーキングポジションレバーのロック
を解除するには、キーを反時計方向に
回します。

5)シフトレバー

F = 前進
R =後進

車両左側の左サービスカバーの下にあ
るシフトレバーは、ギヤボックスを前
進から後進位置に変えるために使用し
ます。
注記 車両が完全に停止していない場
合は、シフトレバーを前進から後進
に、または後進から前進に絶対に動か
さないでください。

前進
通常の走行位置。この位置にすると、
車両の前進、および連続したギヤレシ
オ範囲内での加速が可能になります。
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リバース
リバース位置にすると、車両を後進さ
せることができます。
後進時はエンジン回転数が制限される
ため、車両の後進速度も制限されま
す。

警告
下り坂を後進するときは、重力によ
り、設定されている後進速度よりも
車両速度が上昇します。

オーストラリアを除くすべての国
車両後進時は、方向指示灯が点滅しま
す。
オーストラリア
車両後進時は、リアフェンダー上にあ
るリバースライトが点灯します。
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二次コントロール

1. RF D.E.S.S.ポスト
2. エンジンスタートボタン
3. エンジンストップスイッチ
4. ヘッドライトスイッチ
5. 方向指示灯ボタン
6. クラクションボタン
7. ハザード警告点滅ボタン（オーストラリアおよびロシア）

1)ラジオ周波数デジタル暗号
化セキュリティシステム（RF
D.E.S.S.）
RF D.E.S.S.ポスト
ラジオ周波数デジタル暗号化セキュリ
ティシステム（RF D.E.S.S.）のポスト
は、車両左側のシートと左側サービス
カバーの間にあります。

1. RF D.E.S.S.ポスト

RF D.E.S.S.キー
車両には2本のRFD.E.S.S.キーが付属し
ています。

各キーには、エンジンを起動させるた
めにあらかじめプログラムされ、無線
周波数を通じてイモビライザーシステ
ムによって読み取られる電子回路が含
まれています。
これらのキーには電池が含まれていま
せん。
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Learning Key
Can-Am On-Roadラーニングキーは、
車両の速度を制限して、初めて操縦す
る人や経験の浅いオペレーターが、不
安を感じたりコントロールを失ったり
せずに車両の操縦方法を学べるように
します。
認定Can-Am On-Roadディーラーは、
車両のD.E.S.S.を、最多8個の異なるキー
を受け付けるように設定できます。
2)エンジンスタートボタン
エンジンスタートボタンは、右側多機
能スイッチの下側にあります。

3)エンジンストップスイッチ
エンジンストップスイッチは、右側多
機能スイッチの上側にあります。

エンジンを始動するには、エンジンス
トップスイッチを作動位置にします。
エンジンを停止するには、エンジンス
トップスイッチを停止位置にします。
注：エンジンは、エンジンストップス
イッチを使用した場合にのみ停止させ
ることができます。RF D.E.S.S.キーを
ポストから取り外してもエンジンは停
止しません。キーはエンジンを始動さ
せるときにのみ必要です。

1. 作動位置
2. 停止位置

4)ヘッドライトスイッチ
ヘッドライトスイッチは、左側多機能
スイッチの上側にあります。

このスイッチは、ヘッドライトのロー
またはハイビームを選択するのに使用
します。
このスイッチを上下に作動させて、ハ
イビームかロービームを選択します。

1. ハイビーム位置
2. ロービーム位置

5)方向指示灯ボタン
方向指示灯ボタンは、左側多機能ス
イッチの中程にあります。
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方向指示灯は通常のカーブを曲がった
後は自動的にOFFになりますが、浅い
曲がりや車線変更の後には手動でOFF
にする必要がある場合があります。
方向指示灯をOFFにするには、ボタン
を中に押し入れます。
車両の走行中、方向指示灯は30秒後に
自動的にOFFになります。

L =左側方向指示灯
R =右側方向指示灯

6)クラクションボタン
クラクションボタンは、左側多機能ス
イッチの下側にあります。

ボタンを押してクラクションを鳴らし
ます。

7)ハザード警告点滅ボタン
オーストラリアおよびロシアモデ
ル
ハザード警告点滅ボタンは、左側多機
能スイッチの右側にあります。
ボタンを押してハザード警告点滅灯を
作動させたり停止したりします。

ハザード警告点滅灯は、エンジンが作
動していないときにも作動させること
が可能です。点滅灯を長時間使用する
と、バッテリーを消耗させることにな
ります。
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4.5インチデジタルディスプレイ
多機能ディスプレイ

警告
多機能ゲージを見ていて気が取られると、車両の運転時に気が散り、周囲を見
回すことができなくなる可能性があります。常に道路状況に注意を払い、進路
が開けており、障害物がないことを確認してください。さらに、運転時、道路
状況の確認を維持するために、多機能ケージに目をやることは一瞬のみにして
ください。

多機能ゲージには、デジタルゲージ（温度およびタコメーター）、表示灯、アイ
コンおよび重要な情報（速度、回転数など）を表示するためのデジタル画面があ
ります。

下側の表示

下記の項目を表示させることができま
す。
- 回転数
- AVG - 平均燃料消費量
- 走行可能距離
- 設定
- メッセージ

左側の表示

左側の表示には以下のものが含まれま
す：
- 燃料レベルインジケーター
注：この情報は参考用として使用して
ください。燃料タンクの構成が原因
で、レベル低下を示す前に、燃料レベ
ルインジケーターが長時間満杯である
ことを示す場合があります。目的地に
到着するのに十分なガソリンがあるか
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どうかを判断するには、「走行可能距
離」の情報の方がより正確です。

右側の表示

右側の表示には以下のものが含まれま
す：
- エンジン温度
- VSSアイコン
- 同乗者アイコン

中央の表示

車両速度をkm/hまたはmph単位で表
示します。

選択されたギヤの表示

この表示は、ギヤボックスのギヤ位置
を示します。
- F（前進）
- R（後進）
また、パーキングポジションレバーが
ロック位置になっているときはPが表
示されます。

トリップ表示

この表示はトリップ情報を示します。
- 積算距離計オドメーター
- トリップA
- トリップB
- 時計

モード表示
900 ACEエンジンを装備している
モデルだけで利用可能

モード表示では、下記の中から選択さ
れた走行モードが表示されます。
- ECO
- スポーツ
- ラリー（ラリーエディションのみ）
Ryker 900 Rally™ エディションモデル
の場合、舗装されていない道路で車両
を使用するときは、ラリーモードにす
る必要があります。
モードが選択されると、下側の表示に
メッセージが現れます。同時に、選択
したモードを確認するために、1つま
たは複数のアイコンが点灯します。
ノーマルモードのときは、情報が表示
されません。

アイコン走行モー
ド

アイコンなしノーマル

ECO

20

4.5インチデジタルディスプレイ



アイコン走行モー
ド

お
よ
び

お
よ
び

スポーツ

お
よ
び

ラリー
（ラリー
エディ
ションの
み）

警告ランプおよびインジケー
ター
下記のインジケーターランプは、深刻
な状況になる恐れのある車両の状態を
警告します。車両始動時は、機能して
いることを確認するためのランプがい
くつか点灯します。車両始動後もラン
プが点灯し続けている場合、詳細につ
いては、各システムの警告ランプのセ
クションを参照してください。
注：一部の警告インジケーターが多機
能ゲージのディスプレイに表示され
て、インジケーターランプと同じよう
に機能しますが、車両始動時には表示
されません。

表示灯 -下側のバー

説明ライト

緑色-右左折時の方向指示
灯が点灯。

ハザード警告点滅灯（装
備されている場合）-前後
のすべての方向指示灯が

点滅。

オレンジ色-車両機能異常

青色-ハイビームが選択さ
れた状態。

説明ライト

赤色-エンジン温度が高過
ぎる。

赤-パーキングポジション
レバーが掛かっている、ま
たはブレーキシステムの不

具合。

赤色-走行中に点灯する場
合は、不具合を示していま

す。
不要な電気装置の電源を切
り、電気系統と充電システ
ムを点検してください。

オレンジ色 - ABSシステム
の不具合。

RED -エンジン動作中また
は走行中に点灯する場合
は、不具合を示していま

す。
安全のためできるだけ早く
車両を停止して、エンジン
を止めてください。エンジ
ンオイルレベルを点検しま

す。
レベルが正常でも、できる
だけ早く潤滑システムを点
検してください。

オレンジ色-燃料レベルが
低いまたは燃料タンクが空
になりかけているときに点

灯します。
できるだけ早く給油してく

ださい。

オレンジ色
点灯：車両排出ガス制御シ
ステムの不具合。

点滅：エンジンの機能が制
限され、応急帰還モードに
なります。直ちに車両の整
備を行ってください。
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アイコンおよびインジケーター -
多機能ディスプレイ

アイコン

燃料インジケーター

温度インジケーター

同乗者アイコン-左側の同
乗者用フットペグが開いて
いると、このアイコンが点

灯します。

VSSアイコン
点灯：VSSが作動してい
る、または不具合がある
点滅：VSSが介入している

トラクションコントロール
が部分的に停止しているこ

とを示します。
システムによりエンジンの
出力はすべて発揮されます
が、走行安定性が低下しま

す。
そのため、十分注意しなが
ら走行する必要がありま

す。

ECOモードが選択されてい
ることを示します。

スポーツモードが選択され
ていることを示します。

設定

1. 上側ボタン
2. 下側ボタン

ディスプレイの輝度
ディスプレイの輝度は、工場の初期設
定として最高レベルに設定されていま
す。輝度は、認定Can-Am On-Road
ディーラーで変更できます。

言語の設定
ディスプレイの言語は、工場の初期設
定として英語に設定されています。利
用できる言語については認定Can-Am
On-Roadディーラーに問い合わせて、
好みの設定に変更してください。

メニューボタン
上側ボタン
上側ボタンを押すと下記の情報を表示
できます。
- オドメーター -累計走行距離
- トリップA
- トリップB
- 時計
下側ボタン
下側ボタンを押すと下記の情報を表示
できます。
- 回転数
- 燃料統計値（平均）
- 走行可能距離または時間（kmまた
はMph）

- 設定
• メンテナンスのリセット
• 故障コード
• 単位
• 統計のリセット
• 時計の設定
• 終了
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下側ボタンは、走行モードを選択する
ために使用できます。

値の選択、リセットまたは変更
上部メニュー
表示する情報が選択されるまで上側ボ
タンを押します。
トリップAまたはBをリセットする
には
トリップAまたはBを選択します。
値がリセットされるまで上側ボタンを
押し続けます。
下部メニュー
特定の情報を選択するには
希望する情報名が表示されるまで、下
側ボタンを押します。
情報を選択して表示するには2～3秒待
ちます（設定を除く）。
設定メニューにするには、下側ボタン
を2～3秒押したままにします。
注： 10秒以内に何も選択されない場
合、クラスターは設定メニューを終了
します。
値（AVG）をリセットするには
リセットする値を選択します。
値がリセットされるまで下側ボタンを
押し続けます。
値（クロック）を変更するには
下側ボタンを押して変更する情報を選
択します。
選択されたら、下側ボタンを押したま
まにして変更モードに入ります。
新しい値が表示されるまで下側ボタン
を押します。
変更を受け入れる場合は2～3秒待ちま
す。

走行モードの選択または変更方法
900 ACEを装備しているモデルだ
けで利用可能
下側の表示のメッセージが変わるまで
下側ボタンを押したままにします。
下側ボタンを押して、利用できるすべ
ての走行モードをスクロールします。
新しい情報を選択して表示するには2
～3秒待ちます。
ノーマルモードに戻すにはECOOFFを
選択します。
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装備
操作用コンポーネントの調整

警告
ハンドルバー、ドライバーのフット
ペグ、ブレーキペダルは、それぞれ
のドライバーのニーズに合わせて簡
単に調整できます。すべての操作部
に完全に手が届き、車両を運転して
いる人が常に簡単に操作できること
が重要です。時間を取り、ドライ
バーに合わせて車両を調整してから
運転してください。

たとえば、ブレーキペダルにすぐに足
が届いて使用でき、その機能の作動範
囲全体で操作ができなければなりませ
ん。

ハンドルバー

警告
操作用コンポーネントの調整を行う
前に、エンジンが停止してエンジン
ストップスイッチが停止位置になっ
ていることを確認します。

車両に座り、エンジンが停止した状態
で、ロッキングレバーを持ち上げてハ
ンドルバーのロックを解除します。

ハンドルバーを前後に動かして快適な
位置に調整します。
調整したら、ロッキングレバーを元の
位置に戻してハンドルバーを所定位置
でロックします。

警告
ロッキングレバーが完全に元の位置
に戻っていることを確認してくださ
い。ハンドルバーの固定クランプを
同じようになっていなければなりま
せん。

ロッキングレバーの固定強度の調
整
ロッキングレバースクリューを反時計
方向に回すと固定強度が上昇し、時計
方向に回すと低下します。

ドライバーのフットペグとブレー
キペダル

警告
右側のフットペグを移動させたとき
は、ブレーキペダルの位置も必ず再
調整してください。

警告
また、フットペグの位置は両側とも
同じ位置にするよう推奨します。
ロッカーパネル上にある基準マーク
を調整時の補助として使用してくだ
さい。
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BRPは、フットペグとブレーキペダル
の調整後に、車両上で走行位置に設定
されている運転席が最も適切かつ快適
な位置であるかどうかを確認するよう
推奨しています。また、ドライバー
は、ブレーキペダルが作動範囲全体で
作動することを確認しなければなりま
せん。
左側フットペグ

警告
エンジンが停止してエンジンストッ
プスイッチが停止位置になっている
ことを確認してから、操作用コン
ポーネントを調整してください。

1. エンジンが停止している状態で、
フットペグを完全に上げます。

2. フットペグを前後にずらして希
望の位置にします。

3. その走行位置でフットペグを下
ろします。

右側フットペグとブレーキペダル

警告
エンジンが停止してエンジンストッ
プスイッチが停止位置になっている
ことを確認してから、操作用コン
ポーネントを調整してください。

1. フットペグを完全に上げます。

2. フットペグとブレーキペダルを
前後にずらして希望の位置にし
ます。
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3. ブレーキペダルを引いて機能的
な位置にします。

4. フットペグを下げ、ドライバー
がブレーキペダルを作動範囲全
体にわたって踏み込めることを
確認します。

警告
ドライバーが容易にブレーキペダル
を踏み込めて作動範囲の端まで達す
ることを必ず確認してから、最終的
な位置を確定してください。

5. ブレーキペダルの調整が完全に
行われるまで、手順3と4を繰り
返します。

同乗者席
この車両は、ドライバー専用車両とし
て工場で製造されたものあり、同乗者
は乗ることができません。しかし、BRP
製のシートキットを追加することでこ
れを変更することができます。
BRPの同乗者席キットは、1人の同乗者
を確実に乗せることができるように設
計されたものであり、安全運転に必要
な一部の安全機能が含まれています。
まず最も重要な機能は、2つの折りた
たみ式フットペグです。左フットペグ
には、VSSの較正状態を変更する磁気
スイッチが内蔵されています。
- 同乗者を乗せるときの重量が重い
ほど、そしてその重量分布がばら
つくほど、車両の挙動に影響を与
えます。

- 重心が変わり、車両の挙動が変わ
ります。そのため、新しい状況を
反映するために、VSSの較正状態を
修正する必要があります。同乗者
とともに乗るためにVSSの較正機能
を作動させるには、フットペグを
下ろすだけでかまいません。

- また、同乗者が乗らないときは、
VSSが正しい較正状態となるよう
フットペグを折りたたんでおくよ
う推奨します。

VSSが同乗者モードになっている
ことを示すために、クラスター
ゲージには同乗者アイコン が表
示されます。

警告
フットペグが下がっていない場合や
取り付けられていない場合は、絶対
に同乗者を乗せないでください。状
況によっては操作不能になる場合が
あります。

もう1つの安全機能は、一体型の同乗
者用グリップです。ハンドグリップの
使用方法の詳細は、同乗者を乗せた運
転のセクションを参照してください。
ライト
カナダおよび米国モデル

水上バイク前側
1. ヘッドライト-ハイおよびロービーム
2. 方向指示灯/ポジションライト
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車両後部
1. ナンバープレートライト
2. ブレーキライト/方向指示灯/テールラ

イト

オーストラリアモデル

水上バイク前側
1. ヘッドライト -ロービーム
2. ヘッドライト -ハイビーム
3. 方向指示灯/ハザード警告灯
4. ポジションライト

車両後部
1. ナンバープレートライト
2. ブレーキライト
3. 方向指示灯/テールライト/ハザード警

告灯
4. 赤色リフレクター
5. リバースライト

日本向けモデル

水上バイク前側
1. ヘッドライト -ロービーム
2. ヘッドライト -ハイビーム
3. 方向指示灯/ポジションライト

車両後部
1. ナンバープレートライト
2. ブレーキライト
3. 方向指示灯/テールライト
4. 赤色リフレクター
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ロシアモデル

水上バイク前側
1. ヘッドライト -ロービーム
2. ヘッドライト -ハイビーム
3. 方向指示灯/ポジションライト/ハザー

ド警告灯

車両後部
1. ナンバープレートライト
2. ブレーキライト
3. 方向指示灯/テールライト/ハザード警

告灯
4. 赤色リフレクター

その他のすべての国

水上バイク前側
1. ヘッドライト -ロービーム
2. ヘッドライト -ハイビーム
3. 方向指示灯/ポジションライト

車両後部
1. ナンバープレートライト
2. ブレーキライト
3. 方向指示灯/テールライト
4. 赤色リフレクター

ミラー
どのミラーも、軽く回すことでドライ
バーの好みの位置に調整することがで
きます。
注記 ミラーアームを回そうとしない
でください。ミラーアームは垂直方向
（上向き）を維持しなければなりませ
ん。

警告
車両が動いている間にミラーを調整
しないでください。
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ミラーサポートの位置の修正
車両使用中にサポートが緩んだり下
がったりする場合があります。下記の
手順に従って位置を修正し、サポート
を正しく固定してください。
1. ミラーサポートねじを

10mm～13mm程度緩めます。
注記 部品を紛失しないよう、ねじを
完全には取り外さないでください。

A. 10 mm～ 13 mm
2. ねじを叩いて内側に押し込み、

サポートリテーナーメカニズム
を解除します。

3. サポートをハンドルバーに対し
てしっかり押します。

4. サポート上のマークが地面に対
して垂直になるようにします。

5. サポートを保持してねじを締め
付けます。

締め付けトルク

5 N·m± 0.5 N·mミラーサポー
トねじ

6. ミラーを調整します。
グローブボックス
このモデルには、小物を運んだりオペ
レーターズガイドを保管するグローブ
ボックスが装備されています。
開くには、グローブボックスカバーの
後部を押します。

グローブボックス内には、USBコネク
ターが2つ設置されています。それぞ
れのUSBコネクターは、5Vにて最大で
2.1 Aで充電を行うことができます。

1. 2つのUSBコネクター
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サービスカバー
フロントサービスカバー

下記のものにアクセスするには、フロ
ントサービスカバーを取り外す必要が
あります。
- バッテリー
- ヒューズボックス
- クーラントリザーバー
- 診断コネクター
- エンジンオイルフィルター
フロントサービスカバーの取り外
し
1. サービスカバー両側の、フロン

ト側方部にある開口部に指を入
れて固定タブを引き上げ、カバー
のロックを解除します。

1. ロッキングタブ
2. タブを持ったまま、カバーを前

方にスライドさせます。
3. サービスカバーを車両から取り

外してください。

1. 前方にずらす
2. 持ち上げる

フロントサービスカバーの取り付
け
1. フロントサービスカバーをスラ

イドさせて元に戻します。
2. サービスカバーのリヤタブを車

両サポートスロットに挿入しま
す。

1. フロントサービスカバーのリヤタブ
2. 左側車両サポート
3. サービスカバー前側を固定しま

す。
4. カバーを引き、カバーが正しく

留められていることを確認しま
す。
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右サービスカバー

右サービスカバーからは下記のものに
手が届きます。
- 安全カード
- CVTエアフィルター
- エンジンオイルゲージ
- 給油用じょうご
右サービスカバーを開ける
1. クオーターターンスクリューを

反時計方向に回します。

2. サービスカバーを傾けます。

右サービスカバーを閉じる
カバーを閉じて、クオーターターンス
クリューで固定します。

左サービスカバー

エンジンエアフィルターの整備を行う
には、左サービスカバーを取り外す必
要があります。
左サービスカバーの取り外し
1. 左サービスカバーの下にあって

同カバーを所定位置に固定して
いる、両側のクリップを解除し
ます。

2. 車両からカバーを取り外します。

左サービスカバーの取り付け
取り付けは取り外しと逆の順序で行い
ます。
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基本手順
エンジンの始動および停止
エンジンの始動
重要：始動時は、通常の回転数で作動
する前に、エンジンの回転数が若干上
がります。

警告
排気ガスには、密閉された場所また
は換気の悪いエリアで迅速に充満す
る有毒な一酸化炭素が含まれていま
す。もし吸い込むと、重傷または死
を招きかねません。
密封されていない場所、または換気
の良い場所でのみエンジンを始動し
てください。一酸化炭素中毒の回避
を参照。

1. 右サービスカバーを開け、必要
に応じて安全カードを読みドラ
イバー、同乗者および車両の準
備を行ってから、車両を始動し
ます。

2. RFD.E.S.S.キーをD.E.S.S.ポストに
取り付けます。

3. スタートボタンを軽く押して、
電気系統を起動します。

4. エンジンストップスイッチを作
動位置にします。

1. 作動位置
2. 停止位置
5. スロットルハンドルを軽く戻す

（手首を上げる）方向にひねり、
始動システムを起動します。ブ
ザー音が聞こえます。
- この操作を行ったら、スロッ
トルハンドルを放します。

- その後、この操作を再度行わ
なければ、30秒以内にエンジ
ンを始動することができま
す。

- エンジンを停止させるたび
に、この操作を行ってエンジ
ンを始動しなければなりませ
ん。

6. ブレーキペダルを踏み込んだま
まにします。

7. スタートボタンを押します。エ
ンジン始動時に押し続ける必要
はありません。

注：エンジンが始動しない場合は、ス
タートボタンを再度押します。
8. 問題がないか表示を確認し、オ

イルライトが消えているか確認
します。
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9. パーキングポジションレバーを
解除します。多機能ゲージクラ
スターのインジケーターが消え
ていることを確認します。

重要：車両を操作する前にパーキ
ングポジションレバーが解除され
ていない場合、トランスミッショ
ンの損傷を防止するためにエンジ
ン出力が制限されます。ブザーが
鳴って表示灯 が点滅し、パーキ
ングポジションレバーが解除され
たことをドライバーに知らせま
す。

エンジンの停止方法
1. 車両を停止します。
2. エンジンストップスイッチを停

止位置にします。

1. 作動位置
2. 停止位置

注：エンジンは、エンジンストップス
イッチを使用した場合にのみ停止させ
ることができます。RF D.E.S.S.キーを
ポストから取り外してもエンジンは停
止しません。キーはエンジンを始動さ
せるときにのみ必要です。
3. RFD.E.S.S.キーを取り外します。
4. パーキングポジションレバーを

掛けてロックします。

表示灯 が点灯し、ディスプレイ
にはPが表示されます。

5. 車両を前後に揺すり、パーキン
グポジションレバーがしっかり
掛かっていることを確認します。

警告
必ずパーキングポジションレバーを
掛けてください。パーキングポジ
ションレバーがロックされていない
と車両が動く場合があります。車両
が停止しているときはクラッチが常
時解除されているため、トランス
ミッションで車両を所定位置に維持
することはできません。

6. 車両から降ります。

自動エンジン停止
この車両には、エンジンが作動温度に
達してから3分後にエンジンが停止す
る機能が装備されています。
ブザー音とともに停止メッセージが
ディスプレイに表示され、間もなく停
止することが警告されます。
下記状態のいずれかが発生しないとエ
ンジンは停止します。
- ブレーキがかけられる。
- スロットルハンドルを作動させる。
傾斜地での発進
車両が傾斜地に駐車されており、パー
キングポジションレバーを解除するの
が困難な場合、FまたはR位置（傾斜地
の上側へ向かう方向）を選択し、パー
キングポジションレバーを解除しなが
ら軽くスロットルハンドルを回しま
す。
ヒルホールドコントロール
車両は、ブレーキペダルを放してから
2～3秒間は、傾斜地で静止した状態を
維持します。
スロットルを動かすとブレーキは自動
的に解除されます。
これは、（信号で止まっているときや
車道走行時、または駐車時など）傾斜
地で再発進しなければならないときの
優れた機能です。
この機能は、車両が大きく後退しそう
な傾斜地において、FまたはR位置を選
択して傾斜地を登ろうとするときに自
動的に作動します。
車両を手動で押す方法
注意 斜面で車両を手動で動かす

のは避けましょう。斜面で車両を手動
で動かさなければならない場合、車両
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が転がり始めてしまったシナリオを想
定してブレーキペダルの身近（車両の
右側）で歩いてください。
エンジンを始動せずに車両を近い距離
だけ動かす場合：
1. 車両に乗ったまま、ブレーキペ

ダルを踏み続けます。
2. パーキングポジションレバーを

解除します。
3. 車両の右側から降り、足はブレー

キペダルを踏んだままにします。
4. 必要に応じてブレーキを使いな

がら車両を前に押します。

注意 ブレーキペダルがいつでも
踏めるように、右側からしか押さない
こと。熱いエキゾーストパイプには近
づかないこと。
車両を後方に引っ張る場合、前輪で足
を轢いてしまわないように気を付けて
ください。
5. 車両に座り、上述の規定された

手順のとおりにパーキングブレー
キをかけます。

後進走行
後進時の安全運転については、安全に
ご使用いただくためにのセクションを
参照してください。

ギヤを後進にする
1. 車両を停止して、エンジンをア

イドリングさせます。
2. 足はブレーキペダルを踏んだま

まにします。
3. もう一方の足または左手で、シ

フトレバーを後方に引いてリバー
スに入れます。

リバースに入ったことを示すブザーが
二度鳴ります。

リバースでの運転
あなたの後ろのエリアに何もないこと
を確認し、後ろを向いたままリバース
します。低速で後進してください。後
進で長距離を走らないでください。

リバースからシフトアウトする方
法
1. 車両を停止して、エンジンを作

動させたままにします。
2. 足はブレーキペダルを踏んだま

まにします。

3. もう一方の足または左手で、シ
フトレバーを前方に押してリバー
スを解除します。

慣らし運転中の運転
車両には300kmの慣らし期間が必要で
す。
慣らし期間が過ぎた後は、メンテナン
ススケジュールのサブセクションのと
おりに点検を行ってください。

エンジン
慣らし期間中は：
- スロットル全開での加速は避けて
ください。

- 一定の回転数を維持しないでくだ
さい。

- 加速を維持し続けるのは避けてく
ださい。

- 巡航速度での長時間の運転は避け
てください。

- のろのろ運転の際に冷却ファンが
常に作動している場合、路肩に寄
せてエンジンをシャットオフして
エンジンを冷ますか、速度を上げ
て風でエンジンを冷ましてくださ
い。

ただし、短時間の全力加速やスピード
の変化は適切な慣らしに役立ちます。

ブレーキとタイヤ
慣らし期間中は急ブレーキをかけない
でください。

警告
新しいブレーキおよびタイヤは、慣
らし運転が完了しないと最大効率で
作動しません。ブレーキ、ステアリ
ングおよびVSSの効率が下がる場合が
あるため、十分注意してください。
ブレーキとタイヤを慣らすには、頻
繁にブレーキとステアリング操作を
行いながら約300km走行させる必要
があります。ブレーキとステアリン
グ操作をそれほど行わない場合、ブ
レーキとタイヤの慣らし時間を多め
に取ってください。
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ドライブベルト
新品のドライブベルトは、50 kmの慣
らし期間を必要とします。
この期間中：
- 激しい加速や減速は避けてくださ
い。

- 高速での巡航は避けてください。
燃料
燃料に関する要件
注記 必ず新しいガソリンを使用して
ください。ガソリンは酸化します。酸
化すると、オクタン、揮発性化合物の
喪失、およびガム質やワニスの蓄積が
起こり、燃料システムを損傷すること
があります。
アルコール燃料の混合は、国および地
域によって異なります。このエンジン
は、推奨された燃料で動作するように
設計されています。ただし、下記事項
に注意してください。
- 国の規制によって定められた割合
を超えるアルコールを含んだ燃料
の使用は、推奨されていません。
使用した場合、燃料システムコン
ポーネントに次のような問題が発
生することがあります。
• 始動および操作時の困難。
• ゴムまたはプラスチック部品の
劣化。

• 金属部品の腐食。
• エンジンの内部部品の損傷。

- ガソリンのアルコール含有量が国
の規制を超えていると疑われる場
合は、燃料漏れまたはその他の燃
料システムの異常がないか頻繁に
点検してください。

- アルコールを混ぜた燃料は水分を
引き寄せて保持するため、燃料の
相分離が生じ、エンジン性能の問
題やエンジンの損傷を引き起こす
可能性があります。

推奨燃料
AKI (RON+MON)/2でのオクタン価が
87、またはRONでのオクタン価が92以
上の通常の無鉛ガソリンを使用してく
ださい。
最 適 な 性 能 を 得 る に は 、 A K I
(RON+MON)/2でのオクタン価が91、
またはRONでのオクタン価が95以上の
プレミアム無鉛ガソリンを使用してく
ださい。

注記 他の燃料を試さないでくださ
い。不適切な燃料を使用すると、エン
ジンまたは燃料システムの損傷を引き
起こす場合があります。
注記 E85のラベルがある燃料ポンプ
からの燃料は絶対に使用しないでくだ
さい。
米国
E15のラベルの燃料の使用は、U.S.EPA
（米国環境保護庁）の規制により禁止
されています。

燃料補給の手順

警告
ガソリンは可燃性が極めて高く、爆
発性する可能性が高いものです。火
または爆発のリスクを下げるために
燃料補給の手順に従ってください。
ガソリンにより火事や他の危険の回
避を参照してください。

車両に燃料補給するには：
1. 燃料の補給は、炎、火の粉、煙

草を吸っている人やその他の発
火源から十分離れ、よく換気さ
れた屋外の水平面に停車して行っ
てください。

2. エンジンを停止します。
3. 燃料フィラードアを後方にずら

します。

4. 注意しながら、燃料フィラーノ
ズルをキャップレス燃料フィラー
ネックにしっかり差し込みます。
給油が完了するまでは、ノズル
をしっかり差し込んだままで両
方のバルブを開いておきます。

5. 給油が完了後は、5～10秒待って
から燃料フィラーノズルを取り
外します。こうすることで、残
存していた燃料が燃料タンクに
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戻り、車両上にこぼれることは
ありません。

注：燃料が燃料フィラーノズルを迂回
できるポイントを超えてタンクに給油
しようとしないでください。温度変化
で燃料が膨張する場合があるため、燃
料タンクに若干の余裕を残してくださ
い。
6. 燃料フィラードアをしっかり前

方に押して閉じます。
7. こぼれた燃料は必ず拭き取って

ください。燃料が体にかかった
場合は、石鹸と水で洗い、衣服
を着替えてください。

携帯用燃料容器を使用した給油手
順

警告
携帯用燃料容器のノズルまたは市販
のじょうごを、キャップレス燃料
フィラーネックに直接差し込まない
でください。直接差し込むと、
キャップレス燃料フィラーネックが
損傷して気密性が低下します。
キャップレス燃料フィラーネックが
損傷すると、燃料が燃料タンク上に
流れたり、燃料タンクに入らずにエ
ンジン上に流れたりして、火災の原
因になることがあります。

注記 他のものでキャップレス燃料
フィラーネックをこじって開けようと
したり、押し開けようとしないでくだ
さい。直接差し込むと、キャップレス
燃料フィラーネックが損傷して気密性
が低下します。
携帯用燃料容器から車両の燃料タンク
に充填するときは、車両に付属してい
るじょうごを必ず使用してください。
1. エンジンを停止し、パーキング

ポジションレバーをロック位置
にします。

2. 右サービスカバーを傾けてプラ
スチック製のじょうごを取り出
します。

3. 燃料フィラードアを後方にずら
します。

4. キャップレス燃料フィラーネッ
クにじょうごを慎重に差し込み
ます。

5. 車両に給油します。
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6. 完了したら、じょうごを取り外
して清掃し、サポート上に戻し
ます。

7. サービスカバーを閉じてロック
します。

8. 燃料フィラードアをしっかり前
方に押して閉じます。

サスペンションの調整
サスペンションの調整と荷重は、車両
のハンドリング性能や快適性に影響を
与えます。
サスペンション調整の選択は、運転者
の体重、好み、走行速度およびフィー
ルドの状態により変化します。

フロントサスペンション

警告
サスペンションの調整は、車両のハ
ンドリング性能に影響を与える可能
性があります。必ず時間をかけて、
サスペンションの調整をした後の車
両の挙動に慣れてください。

警告
左右のショックアブソーバーは、必
ず同じ位置に設定する必要がありま
す。絶対に一方だけを調整しないで
ください。調整が均等でないとステ
アリング制御機能や安定性が損なわ
れ、事故につながる可能性がありま
す。

スプリングプリロード調整
Ryker 600およびRyker 900
フロントショックアブソーバーに調整
機能はありません。

Ryker 900ラリーエディション
乗り心地を固めにしたり粗い条件の場
合は、スプリングを短くします。
乗り心地を柔らかめにしたりスムーズ
な条件の場合は、スプリングを長くし
ます。
調整リングを回して調整します。

1. 調整リング

リアサスペンション
スプリングプリロード調整
下記の情報を参考にして車両のリアサ
スペンションを調整してください。
Ryker 600およびRyker 900

カム位置重量

1

最大100 kg -ドラ
イバーだけが乗っ

た場合
（工場設定）

3
100 kg未満-ドラ
イバーと荷物を含

む

5同乗者が乗る場合

同乗者が頻繁に乗る場合は、同乗者を
乗せるための専用デザインのリアスプ
リングの購入が適しているかどうかを
判断するため、Can-Am On-Road
ディーラーにご相談ください。
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カム位置

Ryker 900ラリーエディション
調整リングの距離

（A）重量

6 mm
ドライバーと荷物
を載せたとき
（工場設定）

11 mm時々同乗者が乗る
場合

16 mm頻繁にまたは常に
同乗者が乗る場合

圧縮減衰の調整
Ryker 900ラリーエディション
高速圧縮減衰機能は、高サスペンショ
ン速度（速い圧縮ストローク、ほとん
どは高速で乗車しているとき）に対す
るショックアブソーバーの応答の仕方
を制御します。
リザーバー上にある調整ノブを回して
調整します。

ノブ位置*
重量

粗い路面スムーズな
路面

21
ドライバー
だけが乗る
場合（工場
設定）

42同乗者が乗
る場合

*個人の好みに合わせて±1クリック
させてください
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安全にご使用いただくために
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他の車両との違いについて
このセクションは、この車両の特徴や
動作特性をよく理解していただくため
のものです。
安定性
この3輪トライクの「Y」構造は、バイ
クよりも優れた低速安定性をもたらし
ます。
しかし、自動車などの車輪が4つある
車両ほどは安定していません。電気車
両安定システム（VSS）などの駆動支
援技術は操作中の安定性を保つ補助を
しますが、極端な運転（高速度で急
ターンなど）、車両への過積載、また
は凹凸のある路面や物に当たることが
原因で車両がコントロールを失い、転
倒したり横揺れする可能性がありま
す。さらに、急なターン、加速、ブ
レーキまたはインパクトにより、運転
手または同乗者が転げ落ちてしまう恐
れがあります。
道路状態に対する反応
この車両の路上挙動は、道路で見られ
る他の車両とは異なる場合がありま
す。下記の推奨事項に従ってくださ
い。
- オフロード、氷または雪の中で走
行しないでください。

- 水たまりや水が流れている場所で
の運転は避けてください。車両は
車より簡単にハイドロプレーンし
ます。水たまりがある道路で運転
しなければならない場合は、減速
してください。

- 砂利、泥および砂で覆われた道路
では速度を落としてください。

- 温度が 6 C未満のときに運転する
と接地性が低下します。

詳細な説明は、道路上の注意事項を参
照してください。
走行モード
ECOモード
ECO（燃料節約モード）の設定は、最
適なクルーズ設定を保つためにスロッ
トルの応答性を制限してスロットル開
度を最適にすることで、燃料消費を削
減します。

スポーツモード
スポーツモードが有効である場合、VSS
は後輪の回転を顕著に増加させ、車両
スリップ角を大きくします。その結果

カウンターステアが必要になります。
さらに、スポーツモードが有効である
場合、トラクションコントロールが低
下します。つまり、低摩擦面でも後輪
のスリップを制御できません。スポー
ツモードは、乾燥しているまたは濡れ
ているアスファルト路面上で最も効果
的です。このモードが有効である場
合、ドライバーは、通常のドライビン
グ時より慎重になる必要があります。
このモードは、VSSの故障が発生して
おらず、ドライバーだけが乗車してい
る（同乗者がいないとき）ときにの
み、作動させることができます。

警告
スポーツモードを使用する前に、車
両の基本的な操作法と車両の扱い方
に習熟する必要があります。スポー
ツモードを使用する場合、必ず車両
の周囲と車両の扱いに注意を払って
ください。

ラリーモード
ラリーモードは、緩い砂利道やその他
の未舗装の道路での走行特性を改善す
るために設計されたものです。VSSの
介入も、緩い路面に適応します。この
モードは、未舗装路を走行するときだ
け使用してください。このモードが有
効である場合、ドライバーは、通常の
ドライビング時より慎重になる必要が
あります。
このモードは、VSSの故障が発生して
おらず、ドライバーだけが乗車してい
る（同乗者がいないとき）ときにの
み、作動させることができます。

警告
ラリーモードを使用する前に、車両
の基本的な操作法とVSSを装備した車
両の扱い方をよく理解しておく必要
があります。ラリーモードを使用す
る場合、必ず車両の周囲と車両の扱
いに注意してください。

ブレーキペダル
ペダル一つで三つの車輪すべてにブ
レーキをかけることができます。手動
ブレーキがなく、前輪および後輪に
別々にブレーキをかける方法はありま
せん。
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この車両では、ブレーキ操作と操舵を
同時に行うことができます。バイクよ
りも優れており、急停車が可能です。
後続車両は急停車や急な反応ができな
い場合があるため、後続車両に注意し
てください。

アンチロックブレーキシステム
（ABS）
車両には車両安定システム（VSS)の一
環としてアンチロックブレーキシステ
ム（ABS)が搭載されています。
このシステムは、ブレーキをロックし
ないようにすることで、非常ブレーキ
時のステアリング制御機能を維持する
のに役立ちます。
パーキング位置
パーキングポジションレバーは、作動
させたときにドライブシャフトをロッ
クする機械的な装置です。
注記 絶対にパーキングポジションレ
バーを動かして車両を減速したり停止
したりしないでください。ドライブ
シャフトとギヤボックスが損傷しま
す。
また、パーキングポジションレバーが
ロック位置になっているときは、選択
されたギヤの表示部にPが表示されま
す。
ステアリング
ダイレクトステアリング
曲がるときは、ハンドルバーを曲がる
方向に切ります。
バイクの運転経験者は、バイクと同じ
ようにカウンターステアを切らないよ
う注意してください。バイクとは異な
り、この3輪トライクは曲がっている
ときに傾きません。曲がり方について
学び直す必要があります。習熟するま
でさまざまな速度で曲がる練習を行っ
てください。

ターン時の遠心力
バイクとは異なり、この車両は曲がっ
ているときに傾きません。曲がってい
るときは、遠心力によって体が車両の
外側に引っ張られていく感じを受けま
す。
バランスを保つには、運転手および同
乗者は両手でしっかりつかまり、両足

をフットレストにしっかり乗せておく
必要があります。
急ターン時は、上体を前に傾けて、重
心をカーブの内側に置こうとすると曲
がりやすくなります。
幅
この車両は通常のモーターサークルよ
りも幅が広いため、下記のことを守っ
てください。
- 必ず前輪を走行車線内に維持して
ください。カーブを曲がるときや
追い越し時は、前輪の位置に特に
注意してください。

- レーンを共用したり複数のレーン
を同時に使用したりしないこと。
モーターサイクル同士でも、グルー
プでの走行は単縦列で行ってくだ
さい。

- 障害物を避けるためにより長く脱
線する必要があることを考慮して
ください。

注：前輪が障害物をクリアしても、後
輪がその障害物をクリアするとは限り
ません。

リバース
リバース位置が選択されると、選
択されたギヤの表示部にリバース
アイコン が表示されます。

この車両は、自動車のように後進する
ことができます。しかし、次のような
大きな違いがあります。
- 必要であれば、視認性を改善する
ために同乗者に一旦降りてもらい
ます。

- 前部は後部より幅広いことを忘れ
ないでください。後進の際に障害
物に近づきすぎると、前輪が当たっ
てしまうことがあります。

- 低速で後進してください。後進で
長距離を走らないでください。

- 可能であれば、駐車スペースから
後進しなくてもよいように駐車し
てください。

注意 後進時は必ず両足をフット
ペグに置いてください。後進中は絶対
に足を地面に着けないでください。
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運転免許証および国や地域の
法律
この車両の運転に必要な運転免許書の
要件は国や地域によって異なります。
国や地域の法律によっては、普通自動
車の運転免許証、自動二輪の運転免許
証、または3輪車専用の許可証などが
必要になることがあります。
車両を公道で運転する前に、必要な免
許証について国や地域の関連機関にお
問い合わせください。
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駆動支援技術
車両スタビリティシステム
（VSS）
この車両には車両安定システム（VSS）
が搭載されています。
このシステムは車両の方向をコント
ロールし、特定の状況において転倒や
横転の危険を減らします。
VSSは下記のもので構成されています。
- アンチロックブレーキングシステ
ム（ABS）：非常ブレーキ時にブ
レーキをロックしないようにする
ことで、ステアリング制御機能を
維持するのに役立ちます。

- 電子制動力配分コントロール
（EBD）システム: 3つの車輪のす
べてのブレーキにおけるバランス
を自動的に調整します。ABSによっ
て、EBDは方向制御を補助し、そ
の時点での牽引力によってブレー
キ力を最大限に活かします。

- トラクションコントロールシステ
ム（TCS）：後輪のスリップ防止を
補助します。TCSは、ハンドルバー
を切った場合（直線から外れて走
行する）、またはトラクションコ
ントロールもしくは車両の安定性
のためにエンジントルクを下げな
ければならない場合にのみ、後輪
のスピンを制限します。スポーツ
モードまたはラリーモードが選択
されているときは、より多くのス
リップが発生します。

- スタビリティコントロールシステ
ム（SCS）は後輪の動力を制限し、
個々の車輪にブレーキをかけるよ
うに設計されており、車両のコン
トロールを失ったり、転倒を防ぎ
ます。

制限
VSSはすべての状況においてコントロー
ルを維持することはできません。
駆動伝達が悪い道路面
道路面でのタイヤのグリップは最大制
動効率を制限します。ABSおよびEBD
を利用しても、トラクションの低い路
面で運転したり、タイヤの推奨圧力を
維持していなかったり、トレッドの状
態が悪くなっていれば、停止距離は長
くなります。
道路面でタイヤが駆動伝達を失ってし
まうと、VSSを用いても車両のコント
ロールを失いかねません。

舗装路面の一部でも氷、雪または泥に
覆われている場合、VSSを用いても車
両のコントロールを維持できる駆動伝
達はありません。雪、氷または泥があ
る道路では運転しないでください。
注：5 C未満の温度では、車両のタイ
ヤのグリップが低下し始めます。
他のオンロード車両と同様に、この車
両は水上ではハイドロプレーンします
（水に覆われた道路面で駆動伝達を
失ってしまう）。道路上の大きな水た
まりや水の流れなど、水たまりに向
かって早く走行しすぎると、車両は駆
動伝達を失いスピンアウトしてしま
い、VSSを用いてもコントロールを維
持することはできません。大きな水溜
りや水流を避け、大雨の場合は速度を
落すか路肩に停車してください。水溜
りの上を走行する必要がある場合、水
溜りに到達する前にできるだけ速度を
避けます。
Ryker 600およびRyker 900
泥、砂、砂利または水に覆われている
舗装では駆動伝達が悪いため、速度を
落します。この車両はオフロード用で
はありません。車両は必ず適切な道路
で使用してください。車両をその他の
地面で使用しないでください。
Ryker 900ラリーエディション
このモデルは、転がりやすいさまざま
な面で使用できるように特別に設計さ
れたものです。トラクションの低い路
面で使用できたとしても、この車両は
オフロード車両ではありません。
滑りやすい路面を走行するときは、車
両のシステムが必ずしも危険な走行条
件を補うことができるとは限らないこ
とに注意してください。常識な運転を
心がけてください。
これらの条件で走行するときは、必ず
ラリーモードを選択してください。4.5
インチデジタルディスプレイのセク
ションの設定を参照してください。
タイヤ
車両のVSSは、特定のサイズ、材料お
よびトレッドパターンのタイヤに対し
て最適な性能を発揮するために較正さ
れています。BRPによって認定されて
いないタイヤと交換してしまうと、VSS
の効果が少なくなってしまいます。
認定Can-Am On-Roadディーラーのみ
で販売されているBRPの推奨タイヤだ
けを使用してください。
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特に緩いまたは濡れた表面では、駆動
伝達を維持するために適切なタイヤの
空気圧およびトレッドの管理が重要で
す。タイヤ圧が低すぎるとハイドロプ
レーンや過度のタイヤ熱の蓄積が起こ
ることがあり、タイヤ圧が高すぎると
VSSの効果が減少してしまいます。
急ターン
VSSはステアリング入力を制御または
制限しません ̶ 急ターンを制御する
ことはできません。ハンドルを大き
く、急速に回すと車両がコントロール
を失い、スピン、転倒または転がって
しまう可能性があります。
スピードの出しすぎ
VSSは、SCSがカーブを曲がるときに介
入する場合を除き、車両速度を制御す
ることはありません。VSSには、速す
ぎる速度でカーブに入ることを防止す
る機能はありません。特定の状況にお
いて走行速度が速すぎると、VSSを用
いてもコントロールを失うことがあり
ます。
過積載
絶対に規定値を超えて積載しないでく
ださい。
Ryker 600およびRyker 900

重量制限

204 kg

車両積載重量制限
（ドライバー、同
乗者、荷物および
追加されたアクセ
サリを含む）

2 kgグローブボックス
コンパートメント
*認められた同乗者用シートキットを取
り付けずに同乗者を乗せることはできま
せん。

Ryker 900ラリーエディション
重量制限

199 kg

車両積載重量制限
（ドライバー、同
乗者、荷物および
追加されたアクセ
サリを含む）

重量制限

2 kgグローブボックス
コンパートメント
*認められた同乗者用シートキットを取
り付けずに同乗者を乗せることはできま
せん。
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道路上のリスクの把握
この3輪トライクを運転する前に、安
全講習ビデオを見て、安全カードと製
品上のすべての警告ラベルをお読みく
ださい。
衝突による負傷や死亡事故のリスクを
考慮し、こうしたリスクを軽減する方
法を考え、リスクを選び取ろうとして
いないかどうかを確認してください。
リスクにはいくつかの要因がありま
す。特定の要因はある程度コントロー
ルすることは可能ですが、他の車両の
運転の仕方などの要因は自分の力では
どうすることもできません。
以下はリスクに影響を及ぼすいくつか
の要因の一覧です。
車両の種類
車両には様々な種類があり、大きさ、
視認性、操縦性、および保護機能が異
なります。
この車両は小型で操作しやすいもので
す。その高い操作性は、交通事故防止
に役立ちます。しかし、小型車両は他
のドライバーからは見づらく、他のド
ライバーから衝突される可能性が増加
します。ある状況では、Rykerはバイ
クよりも衝突に巻き込まれる可能性が
低くなっています。例えば、低速度の
走行中に転倒する可能性はより低く
なっています。しかし、他の状況にお
いては、衝突する可能性が高くなりま
す。例えば、車両の幅が広いため、バ
イクとは異なり幅の狭い道を通ること
はできません。
乗用車やトラックでは、車両の構造に
よって衝突事故やその他の道路上の危
険から身が守られます。さらに、同乗
者はシートベルトを着用することでさ
らに身を守ることができます。この車
両は乗用車の運転よりもリスクが高
く、負傷するリスクはバイクを運転す
るときのリスクと同じであることを念
頭に置いてください。
バイクの走行と同じく、ヘルメットや
保護具を着用することで負傷するリス
クを減らすことができます。

ドライバーの技術および判断
力
各ドライバーは道路上のリスクに対応
するように気を配ることが重要です。
良い技術を取得したドライバーは車両
をより効率よくコントロールすること
ができます。この車両を運転するとき
は、バイク、乗用車、ATV、スノーモ
ビルなどの車両の運転経験に頼らない
でください。この車両の特殊性につい
て理解してください。このオペレー
ターズガイドを読み、安全講習ビデオ
を以下のサイトでご覧ください：
h t t p s : / / c a n -
am.brp.com/spyder/owners/safety/safety-
information.html
可能であれば、トレーニングコースを
受講してください。コントロールに慣
れ、実践練習を正確にこなせるように
なってから実際の道路で運転してくだ
さい。

公共の場で運転し始めたばかりのドラ
イバーは、より簡単な道路状況（交通
量が少ない、低速度、好天、同乗者が
乗っていない状態）に始めは挑戦し、
技術が磨かれていく毎に徐々により難
しいチャレンジに挑戦してください。
自分の運転レベルでは難しすぎる状
態、または乗り越えられないようなリ
スクがある状態を避けるように先読み
して運転してください。
熟練したドライバーでさえ衝突するこ
とはあります。例えば、極端な操縦や
技を披露したりすると衝突のリスクが
上がります。賢いドライバーは安全性
を高めてリスクを最小限に抑えるため
に適切な判断を下します。道路上の注
意事項に記載の安全運転に関する記述
を参照してください。
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ライダーの状態
ドライバーは酔っていなく、警戒態勢
であり、体が運転できる状態である必
要があります。薬物やアルコールを摂
取した場合は、絶対にこの車両を使用
しないでください。酔っている、疲れ
ている、または正常に機能できない場
合、衝突のリスクが高まります。
薬物、疲労、投薬、体調不良、眠気お
よび感情的になることはすべて安全運
転の阻害要因です。バイクの運転と同
じく、この車両の運転は簡単ではあり
ません。乗用車を操縦するよりも、体
調や精神の状態が重要になります。一
番安全な心構えは、集中力を保ち、完
全に酔いがさめた状態でしか絶対に運
転しないことです。血中アルコール濃
度が法定上限を超えなくても、アル
コール摂取により判断力と運転力が低
下します。
車両を運転するには、すべてのコント
ロールが操作でき、ハンドルを完全に
切ったり、乗り降りしたり、周囲を注
意深く監視できる体調であることが必
要です。
同乗者も高い集中力を持ち、酔いが完
全に醒め、姿勢を維持し、カーブ、で
こぼこの道路、加速および停止の際に
しっかり摑まったり対応できる体調で
あることが必要です。
車両の状態
車両をよい状態に保ってください。
使用前の点検および定期的メンテナン
スを行ってください。車両を始動した
時に多機能ゲージクラスターに表示さ
れるメッセージに注目し、運転する前
に問題に対処してください。
多機能ケージを使用する際は常に最大
の注意を払ってください。走行中に
ディスプレイを長く見つづけることは
衝突の危険性をかなり高めます。
道路状況および天候
渋滞、視認性が悪い、または駆動伝達
の悪い道路面ではリスクが高まりま
す。ご自身の運転レベル、および挑戦
したいリスク程度に見合った経路をお
選びください。
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走行時の衣類・装備類
この車両を運転するときは、バイクと
同じ保護具が必要になります。低速度
ではモーターサイクルより安定感のあ
るこの車両でも、車両から転がり落ち
てしまう場合があります。
このセクションの内容は、Motorcycle
Safety Foundation（MSF）によって提
供されているバイク運転者のための手
引き書に基づいています。
衝突の際にオートバイに乗るためのふ
さわしい服装をしていると怪我を防い
だり、または軽減することができま
す。さらに状況に合った服装をしてい
ると快適になり、気象要素から身が守
られます。
ライダーおよび同乗者に推奨される基
本装備には、ブーツ、長いパンツ、
ジャケット、およびグローブが含ま
れ、何よりも適切に目を保護する適切
なヘルメットが推奨されます。

走行時の衣類・装備類
1. 使用が認められたヘルメット
2. 保護めがねおよび顔用保護具
3. 長袖のジャケット
4. グローブ
5. 長いパンツ
6. ブーツ
ドライバーおよび同乗者ともに、適切
な保護具を着用することで衝突時の負
傷の程度を軽減することができます。

ヘルメット
ヘルメットは頭および脳をけがから守
ります。ヘルメットはさらに同乗者の
顔をドライバーのヘルメットの後部へ
の衝撃から守ります。最高のヘルメッ
トを使ってもけがを100%防止できる
わけではありませんが、統計による
と、ヘルメットの使用は脳損傷のリス
クを大幅に減少します。そのため、走
行中は必ず安全運転を心がけて、ヘル
メットを着用してください。

ヘルメットの選び方
使用されるヘルメットはお住まいの
州、行政区または国の標準を満たす必
要があります。
顔を完全に覆ったヘルメットは顔と頭
全体を守るため、衝撃に対する最大の
保護を提供します。さらに異物、石、
虫などから身を守ってくれます。
スリークォーター型ヘルメットまたは
オープンフェイスヘルメットもかなり
の保護力があります。同じ基本的な材
料から製造されていますが、顔を完全
に覆ったヘルメットの顔および顎の保
護は損なわれます。オープンフェイス
ヘルメットを着用する場合、取り付け
可能なフェイスシールドまたはゴーグ
ルの使用を推奨します。
注：普通の眼鏡またはサングラスは、
モーターサイクル運転者には十分な目
の保護具ではありません。それらは、
割れたり外れたりするため、目を風や
空気中の異物から保護しません。
色付きのフェイスシールド、ゴーグル
または眼鏡は昼間中にしか使用しない
でください。夜や照明が十分ではない
場所で使用しないでください。色を見
分ける能力が損なわれる場合は、使用
しないでください。
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走行時のその他の衣類・装備
類
靴
必ずつま先が保護された靴を履いてく
ださい。上部な丈の長いブーツは道路
から舞い上がる石や熱いエキゾースト
パイプによる火傷などの運転中の様々
な危険から身を守ってくれます。
ギヤシフトレバー、ブレーキペダルま
たはその他の部品に絡まってしまう長
い靴紐は避けてください。ゴム製の靴
底およびローヒールの靴は足をフット
レストに固定するのに適しています。

グローブ
頑丈なグローブは手を風、太陽、熱、
寒さおよび飛んでくる異物から守りま
す。手にぴったり合うグローブはハン
ドルのグリップ感を向上させ、手を疲
れにくくさせます。ハードプロテク
ションなモーターサイクル用グローブ
は転倒の際に手を保護します。モー
ターサイクル用グローブの外部の縫い
目は手への刺激を抑え、曲がった形状
はハンドグリップでの自然なグリップ
を実現します。グローブが分厚すぎる
場合、コントロールしづらくなりま
す。ガントレットは冷たい空気が袖に
浸入するのを防ぎ、手首を保護しま
す。

1. グローブ用ガントレット

ジャケット、パンツおよびライ
ディングスーツ
ジャケット、長いパンツまたはカバー
オールのライディングスーツを着用し
てください。防風、防水、保温などの
機能を備えた保護具は快適さを提供
し、疎ましい環境からの影響を低減し
ます。衝突事故の場合、頑丈な素材で
できた高質の保護具は損傷を防いだ
り、軽減します。いくつかのギヤに
は、衝突における損傷のリスクをさら

に軽減させるパディングやハードアー
マーが仕込まれています。パンツの着
用も熱い部品による火傷から身を守り
ます。
一般にモーターサイクル用の保護具は
最適なフィットと保護の組合せを提供
します。これらの衣服は運転中の座っ
た姿勢に合ったデザインがされていま
す。袖などの丈が長く、肩の部分の幅
がより広くなっています。ライディン
グスーツはワンピースまたはツーピー
スのものを選ぶことができます。
革は防風性など耐久性が強く、傷害に
対して保護効果を発揮するため、よい
選択肢です。合成繊維のその他の耐摩
耗性保護具もよい選択肢です。動く部
品に絡まってしまいかねないスカーフ
やゆったりとした、長い衣服は着用し
ないでください。
フラップやファスナーは風をシャット
アウトします。チャック式のジャケッ
トはボタンやスナップ付きのジャケッ
トより防風性が強くなります。ジャ
ケットのジッパーを覆うフラップは防
風性を更に強めます。袖口およびウエ
スト部分がぴったり合うジャケット
は、風の浸入を防ぐために推奨されま
す。より大きい、緩い襟は走行中には
ためくため、肌を刺激したり目障りに
なる可能性があります。
涼しい天候では、低体温にならないよ
うに気をつけてください。低体温で
は、体の温度が低くなりすぎると集中
力の低下、体の遅い反応、そしてス
ムーズで適格な筋肉の動きの損失を招
きかねません。涼しい天候では、防風
ジャケットおよび絶縁的衣服などの適
切な保護具が不可欠です。適度な温度
でも、走行中に発生する風によってと
ても寒くなります。
涼しい天候に適切な保護具は停止中だ
と暑く感じるはずです。後で脱げるよ
うに重ね着してください。防風のアウ
ターを保護具の上に重ね着することで
冷たい空気が皮膚に届くのを防ぐこと
ができます。
装備はライダーをより目立たせる効力
もあります。明るい色を着るのは賢い
選択です。薄暗いジャケットの場合、
安価な反射ベストを上から着ることも
可能です。常に余分な反射テープの付
いた衣服を着るのは良い事故予防策で
す。
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雨具
雨天時に運転する必要がある場合、レ
インスーツまたは防水ライディング
スーツの使用を推奨します。長時間の
走行では、雨具を持参するよう推奨し
ます。雨から守られたライダーは、濡
れて寒いドライバーより心地よく、よ
り集中して運転することができます。
ワンピースやツーピースから選ぶこと
ができ、特にモーターサイクル用の衣
服が最適です。目につきやすいオレン
ジ色や黄色のものを選ぶのは良いこと
です。ウエスト部分、パンツおよび丈
がゴム製である物を探してください。
丈の高い襟にジッパーが付いていて幅
広いフラップがその部分を覆い隠す
ジャケットが最適です。レインスーツ
をお選びになる場合、防水グローブお
よびフットウェアも考慮してくださ
い。
雨天の場合、運転しないことが最良の
選択肢です。雨天の際に運転する場
合、道路上に水が溜まり始めた時は停
車する必要があることがあります。

聴覚保護具
走行中に長い間、風およびモーター音
に晒されていると永久的な難聴を引き
起こす可能性があります。耳栓など、
正しく着用された聴覚保護具は難聴の
防止に役立ちます。聴覚保護具を使用
する場合は、使用する前に地域の法令
をお確かめください。
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必要とされる運転技術および実践演習
路上でこの車両を運転する前に、運転
技術を高め、路上でのリスク管理につ
いて計画を立てておく必要がありま
す。
バイクやその他の自動車の運転経験が
ある場合は、他の車両と比べてこの車
両の操作性やパフォーマンスがどのよ
うに異なるのかについて特に注目して
ください。
以下は車両の基本操作を学ぶための実
践演習です。次の実践演習に進む前に
各練習を上手にこなせるまで行ってく
ださい。
このセクションには次の練習が含まれ
ています。
1. エンジンの回転数を上げたり、エ
ンジンストップウォッチの使用

2. 始動、停止および基本的な取り扱
い

3. 作動中のエンジンストップ
4. 基本ターン
5. 急停止
6. スラローム
7. 急カーブ
8. リバースでの運転。
練習場の選択
これらの練習は、交通がない、長さ
76 m - 30 m 以上の舗装面で行ってく
ださい。障害物（電柱、カーブなど）
がない、閉鎖されていて地面にマーキ
ングがされている駐車場は練習に最適
です。駐車されていた車によって残さ
れたオイルに注意してください学校、
教会、コミュニティーセンターや
ショッピングセンターなど、営業時間
外の駐車場を探してください。私有地
の不法侵入は避けてください。
適切な場所を見つけた後、その土地の
所有者から使用許可を得てください。
電柱や安全地帯などの障害物がある場
合、以下の図に示されている道筋が障
害物によって干渉されないように注意
してください。
練習を設定する際、駐車場レイアウト
を把握してから始めてください。3m
の幅を持つ駐車場スペースがレイアウ
トに示されていますが、スペースの大
きさは場合に応じて異なることがあり
ます。選定した駐車場に線が引かれて
いない場合、または図の寸法よりはる
かに大きいまたは小さい駐車場である
場合は、以下の寸法を参照してくださ
い。巻き尺、チョーク、または水や砂

が含まれている容器またはパイロンな
どを使ってマーキングしてください。

通常の駐車場
1. 30 m以上
2. 75 m以上
3. 12 m
4. 6 m
5. 空地
閉鎖された場所でも、万が一、他の車
が入ってこないか注意してください。
練習を行う前に前方、左右および後方
を確認してください。また、子供や動
物に注意してください。
運転の準備
車両のすべての操縦系統の位置および
操作方法を把握してください。車両の
メンテナンスセクションを参照してく
ださい。
ドライバーのニーズに合わせてハンド
ルバー、フットペグ、ブレーキペダル
を調整します。機器のセクションの操
作用コンポーネントの調整を参照して
ください。
走行前点検を行ってください。走行前
の点検セクションを参照してくださ
い。
エンジンを始動および停止させるに
は、基本手順のエンジンの始動および
停止に記載されている指示に必ず従っ
てください。
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運転の姿勢
よい姿勢を取るとよりスムーズに運転
ができます。操縦系統をスムーズに操
作するには、両手と両足を必ず適切に
配置してください。通常、手首は腕に
対して真直ぐにします（これにより、
お望みのスロットルの位置をより簡単
に適用できます）。腕はリラックスし
て曲がった状態であるべきです。姿勢
を伸ばし、頭と目を上に向けます。両
足を操縦系統の近くのペグに配置しま
す。
運転の適切な姿勢を取っていない場
合、近距離でも車両を運転しないでく
ださい。

運転の姿勢

練習の実施
1)エンジンのふかし、エンジンス
トップスイッチの使用について
練習の目的
- ねじれスロットルの操作に慣れる
こと。

- エンジンストップスイッチの使用
に慣れること。

指示
- 右足をブレーキペダル上に載せ、
パーキングポジションレバーがロッ
クされている状態から始めます。

- エンジンストップスイッチを使っ
て車両のすべての電源を止めます。
手をハンドグリップに乗せたまま
右手の親指でスイッチを押します。

練習のヒント
- エンジンストップスイッチを見な
いまま押す練習をしましょう。

2)始動、停止および基本的な取り
扱い
練習の目的
- スロットルのコントロールおよび
車両の動かし方を学ぶこと。

- 低速での減速およびブレーキに慣
れること。

指示
これらの練習を行う際にコントロール
を失っていると感じた場合、加速を止
めるためにスロットルを閉じ、必要に
応じてブレーキをかけて減速してくだ
さい。さらにエンジンストップスイッ
チを使って電源を完全に切ることもで
きます。
2a)スロットルを開けた直前に放す
指示
最初は、スロットルを少しの間使用
し、放して惰行運転します。
- エンジンを始動し、パーキングポ
ジションレバーブレーキを解除し
ます。

- ブレーキペダルを踏んだ状態で、
シフトレバーを押して前進位置が
選択されていることを確認します。

- ブレーキを放します。
- 車両が少しずつ前進し始めるまで
スロットルをゆっくり開けます。
動き始めた直後、スロットルを話
して惰行運転し、ブレーキを踏ん
で停車します。直線コースの終点
にたどり着くまで繰り返します。

- 直線コースの終点でUターンするに
は、停車し、ハンドルを右に完全
に切り、スロットルを多少開けて
放して、惰行運転でターンします。
完全にターンするにはスロットル
を一回以上開ける必要がある場合
があります。反対方向の直線コー
スに並んだ時に停止します。

- スロットルを開けて放すのに慣れ
るまで、この部分を練習し続けて
ください。

2b) スロットルを回しホールド
し、12mごとに放して停車する
次はスロットルをもう少し長くホール
ドし、12mごとに（2個目のパイロン
ごとに、または4本目のラインごとに）
停車します。
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- この場合も、車両が少しずつ前進
し始めるまでスロットルをゆっく
り開けます。今回はこの時点まで
スロットルをホールドします。

- 停止地点が近づいてきたら、スロッ
トルを放してブレーキをかけ停車
します。

- 以前と同様に直線コースの終点で
Uターンしますが、今回はターン時
にスロットルを放す必要はありま
せん。ターンする際に安定したス
ロットルの位置を維持することに
焦点を当ててください。反対方向
の直線コースに並んだ時に停止し
ます。

2c)スロットルをホールドし、放し
て終点で停車
次に、直線コース全体を走行し、終了
地点でしか停止しないでください。ス
ロットルは適度に開けておきます。

3)作動中のエンジンストップ
練習の目的
- 走行中にエンジンストップスイッ
チを使うことを練習し、後に使う
場合に車両がどのように反応する
か知っておきましょう。

指示
- 8 km/hの速度で直線コースを途中
まで走行したとき、エンジンストッ
プスイッチをOFFにして、惰走して
停止します。

- エンジンを再起動させ、この練習
を繰り返します。加速して（最
高20 km/h から、エンジンストッ
プスイッチを使用してください。

1. 開始時点
2. エンジンストップスイッチを押す
3. 直線コースの終わりまで行って停止

し、以前と同じようにUターンします
4. 停止
5. エンジンストップスイッチを押す
エンジンを再起動させ、次の練習に移
ります。

4)基本ターン
練習の目的
- 制御性のあるターンを行うことに
慣れましょう。

指示
この練習は前述のものと似ています
が、今回はターン毎に停車するのでは
なく、低速度でターンをします。
- 直線を運転します。直線コースの
終わりに幅広くターンするために、
パイロンから少し離れて運転しま
す。

- カーブに近づいたら、スロットル
を放し、必要に応じてブレーキを
かけて、速度を8km/h以下に落と
します。

- 低速度を維持するためにスロット
ルをホールドします。

- カーブの方向に注目します。
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- カーブの方向にハンドルを切り、
ハンドグリップの内側を引っ張り、
外側を押し出します。この間、ス
ロットルを空けないように気をつ
けます。

- より簡単にハンドルを切るには、
カーブおよび正面に対して体を寄
せます。

- ターン後はハンドルを元通りにし、
直線コースを進みます。

ターン時の姿勢

1. 開始時点
2. 半クラッチ
3. 頂点

注：バイク運転経験者への注意-この
車両でのターンやカーブの走行は、バ

イクの場合のそれとは異なります。車
両はターン時に傾かないため、姿勢を
保つにはターンの内側に重心を移行さ
せる必要がある可能性があります。
モーターサイクルよりもハンドルをよ
り強く切る必要があります。ターン中
の停車については、モーターサイクル
よりも簡単です。
練習のヒント
- 一つの方向へのターンに慣れたら、
今度は逆コースを走ります。左に
曲がる時は、意図したよりもスロッ
トルを開けないよう注意します。

- ターンの途中で停止してみて、カー
ブやターン時にブレーキをかける
感覚を体験しましょう。

5)急停止
練習の目的
- 車両のブレーキ能力に慣れること。
- ブレーキの最大力を発揮させる方
法を学ぶこと。

指示
この練習は前述のものと似ています
が、今回はブレーキをより強く踏み、
最終的にはできるだけ強くブレーキを
踏める段階に達するまで練習します。
アンチロックブレーキシステム
（ABS）は最大制動力がかかっている
場合に車輪がロックされるのを防ぎ、
ステアリングコントロールを維持する
のに役立ちます。素早く停車するに
は、必ずスロットルを完全に放してく
ださい。スロットルを開けたまま同時
にブレーキをかけた場合、停止距離は
長くなります。
- 直線コースの一方の端からスター
トし、8 km/h まで加速します。
直線コースを走行している途中で
スロットルを完全に放し、ブレー
キを素早くかけます。ABSによって
車輪ロックが防止されるため、絶
対にポンピングブレーキを行わな
いでください。

- 頭と目を上に向け、ハンドルを真
直ぐの状態に維持し、完全に停車
するまでブレーキを放さないでく
ださい。

- これを繰り返します。次はより早
く走行し、ブレーキをより強く踏
みます。
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1. 開始時点
2. 停止

練習のヒント
- ブレーキを強く踏む前にミラーを
確認する練習をしましょう。

6)スラローム
練習の目的
- 車両の扱いおよび姿勢に関する体
験をすること。

指示
6 mスラローム
1. 他のすべての駐車位置の各パイロ
ンまたは交差点の間をスラローム
します。方向変更に慣れるまで、
最初は低速で練習します。

2. ターンをする度に体をターンの方
向に傾け、グリップを引っ張った
り押したりしながら進みたい方向
にハンドルを切ります。

1. 開始時点
12 mスラローム
慣れてきたら、2個目のパイロンまた
は4つ目のパーキングスペースを通っ
て12 m のスラロームに挑戦してくだ
さい。
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1. 開始時点

練習のヒント
- 16 km/h - 19 km/hのスラロームに
慣れてきたら、徐々に速度を高め
るのもよいでしょう。ただし、終
了地点でUターンするときは速度を
落としてください。

7)急ターン
練習の目的
- 極端な操作での車両の扱いに慣れ
ること。

- ブレーキおよび急ターンの様々な
バリエーションを試すこと。

指示
この練習を行うには、コースを再配置
する必要があります。以下の図に示さ
れている通りにパイロンを配置しま
す。この練習には、固定された、また
は固い、重い物を使用しないでくださ
い。
- 約 8 km/h の速度で2個のパイロン
間を走行し、最後までその速度を
維持します。

- 一連のパイロンの周りを走行して
みます。

- 二重パイロンの2つ目のセットから
コースを出ます。

- この練習は数回行い、両方向での
急ターンに挑戦してください。

1. 6 m
2. 3 m
3. 2.5 m

練習のヒント
- 初速を徐々に上げてもよいでしょ
う（ただし13 km/h ～ 19 km/h 以
下の速度に抑え、いくつかのバリ
エーションを試します）。例えば、
コース直前の速度を調整したり、
急ターン時にブレーキをかけたり
など。

- 助手に手伝ってもらうことで、ど
の方向にターンするか、またはど
こで停車させるかなど指示しても
らい、よりダイナミックな練習と
なります。助手には安全な距離を
取ってもらいます（練習場より多
少離れた位置など）。パイロンの
第一セットの直前で助手はどの方
向にターンするか、または停車す
べきかなど、手信号で指示しても
らいます。

- 急ターンをする前にミラーや死角
を確認する練習をしましょう。

8)リバースでの運転
練習の目的
- リバースでの旋回半径および車両
の取り扱いに慣れること。
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指示
- リバースにシフトします。基本手
順のリバースでの運転を参照。

- 背後に障害物がないか確認します。
後退中も背後を見続けます。後退
させながら前輪で物に当たらない
ように注意します。通常の動作と
同様に、スロットルを放してブレー
キをかけて減速し、停車します。

- 数フィートずつ後退し、間に停止
させます。

- 低速で後進してください。後進で
長距離を走らないでください。

- 後退に慣れたら、以下の図のよう
にパーキングスペースに後退させ
てください。

1. 開始時点
2. リバース
3. 停止
4. 前進

高度運転技術の取得
基本運転技術をマスターした後は、よ
り高度な技術の取得を開始することが
できます。まず、次のセクションに記
載の道路上の注意事項を確認してくだ
さい。次に、リスクが比較的に低い場
所を見つけて練習を開始します。
以下のようなよりリスクが低い条件で
運転し始めます。
- 短距離
- 好天
- 交通が少ない場所
- 昼間
- 低速度
- 同乗者なし。
上達してきたら徐々によりリスクの高
い状況で練習してください。
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道路上の注意事項
このセクションは道路上のリスクを軽
減するための方法について説明しま
す。これらの多くの方法はバイクのも
のと似ています。
このセクションの内容は、Motorcycle
Safety Foundation（MSF）によって提
供されているバイク運転者のための手
引き書に基づいています。しかし、3
輪トライクの場合は方法が異なること
があるため、熟練したバイク運転経験
者でもこのセクションをお読みくださ
い。
練習の下準備
練習に出かける前に必ず天候を確認し
ます。いかなる天候に備えるために適
切なギヤを持ってきます。
自分の技術に見合った経路および運転
状況を選択します。
車両には容量20 Lの燃料タンクが装備
されています。燃料低下インジケー
ターライトが点滅し始めたら、燃料タ
ンクの供給をできるだけ早く行ってく
ださい。特に人けの少ない場所では、
ガソリンスタンドなどの場所を事前に
確認します。
安全運転
モーターサイクルと同じく、安全運転
は衝突事故を防ぎます。常次警戒する
必要があります。背後も含めて、周囲
への注意を怠らないでください。必ず
潜在的な危険性がないか確認し、先読
みし、問題を回避するために必要な距
離と時間を計算します。他の運転者が
常に交通規則を守るだろうと決め付け
ないでください。

車間距離
最適な運転状況では、前の車両とは2
秒間の車間距離を必ず取ってくださ
い。これは、道路上の固定物と比較し
て前の車両の位置に最低でも2秒後に
通過することを意味します。
制動距離が長くなる状況、または視認
性が悪い場合、より安全な対策を取る
ためにより長い車間距離を取ってくだ
さい。例えば、滑りやすい路面、下
丘、または車両の重量がより重たい場
合は、制動距離がそれだけ長くなりま
すし、霧、カーブまたは夜間では視認
性が制限されます。

前方を見渡す
隣の車両と適切な車間距離を保つこと
に加えて、前方を見渡して通り道を事
前に考慮しておきます。
最低でも4秒後の通り道を計算してお
きます。道路上にある物体や他の車両
など、自分の通り道に危険性がないか
気を配ります。
予想した通り道で潜在的に危険な状況
が起こる前にそれを見越すために、12
秒先の距離も見通しておきます。例え
ば、他の車両が現れる可能性のある交
差点や、歩行者が横断する可能性のあ
る箇所などを識別します。もし危険な
状況に遭遇した場合、瞬時に回避でき
る準備をしておきます。

背後および両側の確認
すべての方向から他の車両や危険が
迫ってきます。周囲を常に見渡しま
す。背後になにがあるか常にミラーを
確認します。さらに死角を監視するた
めに常にヘッドチェック（振り返って
確認する）を行います。

A. ドライバーの死角
ブレーキをかける際は後続車両に注意
してください。後続車両は、この車両
のように素早く停止できない場合があ
ります。

視線を動かす
周囲を把握するには、視線を一つの方
向に集中してはいけません。常に視線
を動かし、道路、道路標示、機器およ
び他の車両に注意します。すべての方
向において、近くと遠くを見ます。
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トラブルを予想する
潜在的な危険性に気が付いた時は、回
避方法を検討します。これには速度や
車線での位置を調整したり、車線変更
する必要がる場合があります。なにか
が通り道に侵入してきた場合は、急
ターンやブレーキなどの回避行動を瞬
時に取る準備をしておきます。問題に
対応できるように、十分な距離をと
り、十分に反応できる時間を常に確保
しておきます。
視認性を高める
ドライバーにはモーターサイクルなど
小さい車両をあまり注目しない性質が
あります。そのため、他のドライバー
に気付かれやすくすることも視認性を
高める方法の1つです。

他のドライバーに気付かれやすく
する方法
照明およびリフレクター
車両のヘッドライト、走行用ライトお
よびテールライトが適切に作動するこ
とを確認してください。使用されてい
る車両のフェンダー、両側および後部
にはリフレクターが付いています。す
べてのリフレクターが清浄であり、壊
れていたり欠損していないことを確認
します。
昼と夜の両方で使用可能なときはハイ
ビームを使います。夜に他のドライ
バーの目をくらますのを避けるため
に、または霧で光が反射しすぎている
場合にロービームを使います。
方向指示灯
方向指示灯を使って他のドライバーに
自らの意図を知らせます。車両には自
動キャンセル式の方向指示灯が付いて
いますが、短いカーブではキャンセル
しないことがあります。操作完了後に
方向指示灯がオフになっていることを
確認します。操作完了後に作動してい
ると他のドライバーを混乱させます。
できれば、減速する前や交差点にたど
り着く前にブレーキライトを点滅さ
せ、後方のドライバーに警告します。
さらにクラクションの使用を試みて、
他のドライバーに自らの居場所を伝え
ることもできます。
他のドライバーがあなたのライト、方
向指示灯またはクラクションの音に気
づいたと決め付けないでください。

オーストラリアおよびロシアモデ
ル
必要に応じてハザード警告灯を使用し
て、他のドライバーから見えやすくし
ます。
死角
他の車両の死角に運転するのは避けま
しょう。前方に走っているドライバー
がミラーからあなたを見えやすいよう
に自分の位置を設定します。トラック
またはバスを追跡している状況などの
特定の場合は、前方の車両との間の車
間距離を多めにとりましょう。

A. 他の車両の死角

時刻と天気
夜、夜明けや夕暮れなどの照明が薄い
場合、および雨または霧などの悪い天
候の場合は、他のドライバーから見え
にくい場合があります。夜明け、夕暮
れまたは非常に明るい日光からのまぶ
しい光によって、他のドライバーから
見えにくくなります。
衣服
明るい色または蛍光衣類は視認性を高
めます。

他のドライバーから見えていても
気をつけましょう
他のドライバーがあなたの存在に気づ
いていても、衝突のリスクを作るよう
な運転の仕方をする可能性がありま
す。防衛運転をし、他のドライバーが
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安全運転をすると決め付けないことで
す。
車線の位置
通常は、車両を車線の中央に位置付け
ます。このポジションは前輪を車線内
に留めます。これは他の車線にいる車
両との車間距離をとり、大型車両から
の風の影響を低減し、車線変更した車
両から衝突されるリスクも軽減しま
す。このポジションは車線の中央の滑
りやすい箇所から前輪を遠ざけ、ブ
レーキおよびステアリング能力を維持
します。自動車の運転に慣れている場
合、この車両では車両の中心に座って
おり、見え方が異なっていることを忘
れないでください。
危険を避けるために車線の左側または
右側に移動したり、他の車両やカーブ
から距離を置きます。さらにより良い
眺めを得るため、または他のドライ
バーの視線を得るために車線の左側ま
たは右側に移動することもできます。
車両の中央にある席と幅が原因で、車
線の端にいても周りの交通が見えづら
い場合があります。幅が広い、または
背が高い車に対してより多く車間距離
をとる必要があることがあります。周
りの交通を把握するために車輪を車線
の外にはみ出すのは避けましょう。前
方のドライバーから見える車間距離を
とるには、あなたが相手のミラーを見
える距離でなければなりません。大型
車両によって追跡されている場合は、
車線の左側にいないと通行車両があな
たを識別できない可能性があります。

1. 車線の左側にある車両

この車両はバイクよりも幅が広いた
め、車線内では限られた位置にしか動
けません。車線の左または右側で走行
する場合は、前輪が車線内に維持され
ていることを確認してください。
多車線の道路では、車の流れにのった
あなたの速度に見合った車線を選び、
視認性を重視し、回避行動用（他の車
線または路肩に急ターン）の通り道を
考えておきます。
一般的な運転状況
交差点
路地や私道をつなげる小さい交差点な
ど、交差点には横断歩道があるため、
更なるリスクがあります。常に全方向
の交通に注意してください。背後、前
方および左右を監視します。
交差点で停止する場合は、次の角を曲
がる場合でも、車線の真ん中で停車し
ます。これにより他のドライバーから
見えやすくなり、あなたの周りを運転
しようとする行為を妨げます。背後か
ら迫る車両に気を付けてください。
迫ってくる車両に対してブレーキライ
トを点滅させます。必要であれば、衝
突を避けるための回避準備をしておき
ます。

車線変更および追い越し
この車両はバイクよりも幅が広いた
め、他の車両を追い越すには車線の幅
をより必要とすることを考慮してくだ
さい。この車両は乗用車より見えにく
いため、十分余裕を持って方向指示灯
を作動させ、ミラーおよび死角を確認
することが特に重要です。車線変更後
に方向指示灯をオフにするのを忘れな
いようにします。車線変更だけではハ
ンドルが十分に切られず、方向指示灯
が自動的にキャンセルされません。
2車線（スプリットレーン）の間の線
の上を絶対に走行しないでください。
車両の幅が広すぎます。
路肩に沿って他の車両を絶対に追い越
そうとしないでください。車輪が一つ
でも道路からはみ出た場合、コント
ロールを失いかねません。

ターン
ターンの時は減速し、周りをよく見て
きちんとステアリングを制御すること
を忘れないでください。
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- 減速：ターンする前に、必要に応
じてスロットルを放したりブレー
キをかけたりして速度を落します。
維持できる範囲の速度でターンを
開始します。
この車両は、バイクよりもターン
時のブレーキ効率が優れています。
しかし、ターンしたりカーブを曲
がっているときにブレーキをかけ
るのではなく、その前に減速する
ことが重要です。ブレーキとター
ンの両方には駆動伝達が必要です。
ブレーキに駆動伝達を使えば使う
ほど、同時にターンするだけの駆
動伝達が無くなります。
ターンやカーブの曲がり方が早す
ぎると、前輪の内側が舗装から浮
き上がり、VSSがエンジンの出力を
制御し始める音が聞こえる場合が
あります。VSSはコントロールの維
持に役立ちますが、ターンが早す
ぎるとスピンしたり転がり落ちて
しまう可能性があります。

- 周りをよく見る：ターンの全過程
において周囲に注目し、視線を動
かし続けます。ターン全体をでき
るだけ早く評価します-表面特性、
ターンの切れ味および全体の交通
状況こうすることで、速度および
位置に対して決定を下す時間が確
保できます。時には、ターンの方
向に頭を傾けることで全体の把握
がより可能となります。

- ステアリング：ハンドルを切って
ターンの方向に車両を操縦します。
この車両はバイクとは異なるため、
カウンターステアができず、車両
を傾けさせることはできません。
ターンによる横力を経験するため、
この間に姿勢を保つにはターンの
内側に重心を移行させる必要があ
る可能性があります。モーターサ
イクルよりもハンドルをより強く
切る必要があります。

カーブ
この車両は乗用車より幅が小さいた
め、カーブでの通り道を正すために車
線内を左右に動き回ることもできま
す。ただ、この車両はモーターサイク
ルより幅が大きいため、左右の動きは
限られます。前輪が車線からはみ出な
いことが重要です。
通常のカーブでは、アウト、イン、ア
ウトの通り道がベストです。

通常のカーブの通り道
1. ショルダー
2. イン（内側）

坂
停車は、どのギヤに入っているかに関
係なく動き出す可能性があります。車
両が停車しているときはクラッチが常
時解除されているため、トランスミッ
ションだけで車両を所定位置に留めて
おくことはできません。傾斜地で停車
しているときは、ブレーキペダルを踏
み込んだままにします。傾斜地で始動
するには、ブレーキペダルを踏んだ状
態でスロットルを開きます。クラッチ
がつながったと感じたところでブレー
キペダルを放してください。

夜間の運転
他のドライバーからの注目を引くため
にライトや方向指示灯を使う他にも、
夜間の視認性も考慮してください。適
切な時にハイビームを使用します。
ヘッドライトを切らないでください
（そのような状態で高速で走行する
と、停止距離が確認できなくなりま
す）。他の車両のヘッドライトを利用
して前方を見渡すこともできます。
夜間には着色のバイザーまたはレンズ
を使用せず、バイザーに傷や汚れがな
いように特に気をつけます。

グループでの走行
グループでの走行は単縦列でのみ行っ
てください。モーターサイクルとも車
線を絶対に共用しないこと。
モーターサイクルと走っている際は、
前方のモーターサイクルが同じ車線の
隅にいる場合でも、適切な車間距離を
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とります。カーブでは、モーターサイ
クルの通り道を辿らないでください。
モーターサイクルはカーブで車線の端
により近づくことができます - それを
この車両で辿ってしまうと、前輪が車
線から出てしまいます。モーターサイ
クルはこの車両よりも速くカーブを曲
がることができます。モーターサイク
ルの速度に合わせないでください。

グループ走行のポジション
1. 車線の中央
2. 2秒後の距離
特にカーブが多い場合は、ライダーは
モーターサイクル運転者よりも早く疲
れる場合があります。モーターサイク
ルに追いつこうとして体力の限界を超
えようとしないでください。疲れたら
停車して休んでください。
道路状況および危険性
氷、雪および泥
凍結した道路、雪道、または泥の上で
は走らないでください。VSSを用いて
でも、これらの滑りやすい表面ではコ
ントロールを維持する駆動伝達があり
ません。この車両は、滑りやすい路面
では自動車よりもスピンしやすく、制
御不能になる場合があります。

砂利、土および砂
砂利、土または砂で覆われた道路で
は、余分に注意し、特にカーブでは速
度を落します。これらの表面は舗装道
路のような駆動伝達がないため、VSS
を用いてもコントロールを失ってしま
います。

湿潤路面および水溜り
通常は、舗装上に水溜りがない限り
（水が流れているなど）、湿ったり濡
れた舗装ではコントロールを維持でき
るだけの駆動伝達がありません。他の
車両と同じように、この車両で道路上
の水溜りの上を高速で通過するとハイ
ドロプレーニング現象が発生します
が、他の乗用車やモーターサイクルと
比べても、より低速でこの現象が発生

します。ハイドロプレーンはより深い
水溜りの上で起こりやすいです。深さ
を確認するには、他の車両が通った時
の水の動きに注意してください。
ハイドロプレーンが起きた場合は、一
つ以上の車両が水上に浮き上がり、道
路との接触を失います。これが後輪に
起きた場合は、後輪が横にずれている
ように感じるかもしれません。ハイド
ロプレーンした車輪は車両をコント
ロールするために必要な駆動伝達を提
供しません。コントロールを失ってス
ピンアウトしてしまい、VSSでもコン
トロールを維持することはできませ
ん。
大きな水溜りや水流を避け、大雨の場
合は速度を落すか路肩に停車してくだ
さい。水溜りの上を走行する必要があ
る場合、水溜りに到達する前にできる
だけ速度を避けます。
水の上を通った後は、ブレーキの動作
を確認します。必要であればブレーキ
を数回かけ、摩擦によりブレーキパッ
ドを乾燥させます。
適切にメンテナンスされたタイヤはハ
イドロプレーンのリスクを抑えます。
必ず以下の推奨されるタイヤの空気圧
を維持してください。
メンテナンス手順のセクションのタイ
ヤ空気圧を参照してください。
注：左右のタイヤの圧力差が3.4 kPa
を超えないようにしてください。
ハイドロプレーンのリスクを最小限に
抑えるために、最後のトレッドウェア
インジケーターが見える場合は、タイ
ヤをすぐに交換してください。
雨が降り出した最初の数分間は油や汚
れが水と結合するため、車線の中央は
特に滑りやすくなります。雨水が多い
場合は、摩耗した舗装に蓄積されるこ
とがあります。これらの駆動伝達が少
ない箇所は避けます。できれば前輪を
駆動伝達が一番良い箇所に留めておき
ます。

オフロードでの使用
オフロードではこの車両を使用しない
でください。車両はオフロードの駆動
伝達が少ない、でこぼこの粗面には耐
えられません。簡単に動けなくなった
り、コントロールを失ったり、あるい
は転倒してしまいます。さらに、特定
の地域ではオフロードで使用すること
は違法である場合があります。
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Ryker 900ラリーエディション
車両があらゆる道路に対応したとして
も、この車両はオフロード車両ではあ
りません。この車両は、押し固められ
た未舗装路（砂利道、土道、砂道）で
運転できるように設計されています。
走行特性を高めるためにラリーモード
を作動させることができます。この
モードは、未舗装路を走行するときだ
け使用してください。

障害物、穴やでこぼこ面
できれば障害物、穴やでこぼこ面の上
を走らないでください。もし避けられ
ない場合は、そこに到達するまえにで
きるだけ減速し、ブレーキを放しなが
ら進みます。
より幅広い障害物やでこぼこ面に対し
ては、できればストレートにアプロー
チし、両方の前輪が同時に直面するよ
うにします。両方の前輪で障害物、で
こぼこ面や穴の上を走行する場合は、
ライダーはペグの上に少し立ち上が
り、足を使って衝撃を和らげるような
姿勢をとります。車輪が障害物にぶつ
かるかもしれないことを想定して準備
しておきます。

注意 車両の設計上、ある状況下
ではかかとが地面に着く場合がありま
す。障害物や穴、起伏している場所を
通過するときは、かかとを上げるよう
に考慮してください。
より幅が狭い障害物、でこぼこ面や穴
に対しては、後輪で乗り上げる方がよ
いです。前輪で乗り上げる場合は、ハ
ンドルをしっかり握り、スロットルを
誤って開けてしまわないようにし、必
要であれば軌跡を調整する準備を整え
ておきます。
かなり大規模の障害物、でこぼこ面ま
たは穴に直面してしまった場合、衝撃
によって車両が跳ね上がって乗り手に
車両部分があたってしまい、ライダー
が車両から放り出されたり、コント
ロールを失ったり、スピンや転倒して
しまう場合があります。
車両を回避するために完全に停止でき
ない場合は、急ターンして回避してく
ださい。必要であれば急ターンとブ
レーキを同時に行うこともできます。
鹿などの大型動物が道路上にいる場合
は、その箇所に到達する前に停車し、
動物がいなくなるまで待ちます。

犬が追いかけてきた場合は、犬が近づ
くにつれて減速し、犬と直面する直前
に加速して回避することが推奨されま
す。
道路上での緊急事態
走行中に車両の異常や予期しない出来
事が起こりえます。よくメンテされた
車両は異常のリスクを軽減させます
が、その緊急事態に備えておくことが
推奨されます。
- オペレーターズガイドを必ず車両
の中に入れておいてください。

- 道路の上で停車する場合は、次の
注意事項に従ってください。
• 道路に舗装された路肩がある場
合は、高速から降りるシグナル
を出し、交通速度に近い速度で
車線からでて、完全に停車する
まで減速します。

• 路肩が舗装されていない場合
は、方向指示灯を出して走行車
線を離れる意図を示し、安全速
度まで減速してから舗装路を離
れ、車両を停止します。

• 視認性を高めるため、方向指示
灯は作動させたままにします。

• ハザード警告灯を装備している
モデルでは、視認性を高めるた
めにハザード警告灯を作動させ
ます。

- 携帯やその他の通信機器を持って
いる場合、長距離の旅にでる前に
完全に充電させてください。

- 事故に巻き込まれた場合、BRPは、
運転を再開する前に車両を最寄り
のCan-Am On-Roadディーラーま
で移動させて（車両の移送を参
照）、安全点検を依頼するよう強
く推奨します。

タイヤの故障
タイヤが故障したり急にパンクした場
合は、ハンドルをしっかり握り、徐々
に低速し、安全な場所に慎重に進み、
停車します。急ブレーキをかけたり、
シフトダウンや急なハンドルの扱いは
避けてください。前輪が故障した場
合、車両は故障したタイヤの方向に
引っ張られる可能性が高いため、車両
のコントロールを維持するにはハンド
ルをしっかり握る必要があります。タ
イヤ修理の指示については、道路脇で
の修理のセクションを参照してくださ
い。
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同乗者または積荷を乗せた運転
重量制限
ライダーおよび積荷の重量制限を超え
ないでください。
Ryker 600およびRyker 900

重量制限

204 kg

車両積載重量制限
（ドライバー、同
乗者、荷物および
追加されたアクセ
サリを含む）

2 kgグローブボックス
コンパートメント
*認められた同乗者用シートキットを取
り付けずに同乗者を乗せることはできま
せん。

Ryker 900ラリーエディション
重量制限

199 kg

車両積載重量制限
（ドライバー、同
乗者、荷物および
追加されたアクセ
サリを含む）

2 kgグローブボックス
コンパートメント
*認められた同乗者用シートキットを取
り付けずに同乗者を乗せることはできま
せん。

超過重量は：
- 加速、ブレーキおよびターンの効
率を妨げます。

- VSSの効率を妨げます。
- 重すぎたり、重量が後部に集中し
ている場合、反転のリスクが高ま
ります。

- 地上高を減少させ、高さが低い障
害物やでこぼこ面に直撃するリス
クが高まります。

- タイヤの故障のリスクを高めます。
超過重量で運転する場合
同乗者や重い荷物を乗せることは、車
両がより重くなってしまい、重量配分

が不均一になってしまうため、車両の
動きが左右されてしまいます。
1. より素早く加速できなくなってし
まいます。他の車両を追い越す場
合はより時間と車間距離を必要と
します。

2. より素早く停止できなくなってし
まいます。前方車両との間の車間
距離を最低でも3秒間まで引き伸ば
します。理想的な運転状況でない
場合は（視界不良、コンディショ
ンの悪い路面など）、より長い車
間距離をとります。

3. よりシャープなターンや、高速で
のターンを行うことはできなくな
ります。ターンの前は通常異常に
低速し、急ターンを避けます。

4. 車両はより不安定になる場合があ
ります。後部に片寄った重量配分
（同乗者の乗せた場合など）で極
端な操縦をした場合は、転倒や転
がり落ちるリスクが高まります。

注：最大許容荷重を超えた状態で運転
すると、VSSの効果が低下します。

同乗者を乗せた運転
この車両は、認められた同乗者用シー
トキットを取り付けたときに、ドライ
バーの後ろに同乗者を1人乗せること
ができるように設計されています。絶
対に複数名の同乗者を乗せようとしな
いでください。

警告
認められた同乗者用シートキットが
車両に取り付けられていない場合
は、絶対に同乗者を乗せないでくだ
さい。

同乗者を乗せるときは、両方にフット
ペグを完全に下ろしてください。

VSSが同乗者モードになっている
ことを示すために、クラスター
ゲージには同乗者アイコン が表
示されます。

あらゆる場面で一人で走行し、車両を
適切に操縦できるまで、同乗者を乗せ
ないでください。
同乗者は酔いが完全に醒め、集中でき
る状態にあり、適切にフットレストや
グリップを使い、バランスを保ち、極
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端な操縦時にしっかりつかまり、ドラ
イバーの気をそらさないことが必要で
す。
同乗者も適切な保護具を着用している
必要があります。同乗者は特にヘル
メットなど、ドライバーに推奨される
すべての保護具を着用する必要があり
ます。フルフェイスヘルメットの使用
を推奨します。これは、急停車時に、
同乗者の顔がドライバーのヘルメット
の後部に当たる恐れがあるためです。
同乗者が走行時の着座位置に座るま
で、ブレーキをかけたままにします。
運転し始める前に同乗者に乗り方を教
えます。同乗者に次のルールに従って
もらいます。
1. 適切な姿勢を保つこと。

- アクセサリのバックレストが
あったとしても、常に同乗者
用グリップにつかまり、足を
同乗者用のフットレストに置
いてください。

- 横方向の過度の力にドライ
バーが耐えられない場合があ
るため、同乗者はドライバー
につかまらないようにしてく
ださい。

- 特定の操作に対して同乗者用
グリップの握り方を変えてみ
ると、効果的な場合がありま
す。（ターンでは片手をグ
リップの正面に、もう一方の
片手を反対側のグリップの裏
面を握ったり、その他の状況
においては両手をさらに前方
または後方に位置付けるな
ど）

注記 同乗者用ハンドルは、絶対に車
両を縛ったり吊り上げたり輸送したり
するのに使用しないでください。
2. エキゾーストパイプと後輪に近

づかないでください。
3. ターンの時にバランスを保つ時

以外は、後ろに振り向いたり傾
いたりしないでください。予期
しない操作の時は、通常の姿勢
をとっていない同乗者は転がり
落ちてしまう確率がより高くな
ります。

4. 先方をしっかり把握し、今後の
道路状況に対応します。遠心力
に抵抗するために必要に応じて
カーブの方向に体を傾けます。
障害物、穴またはでこぼこ面の
上を走る場合は、肘をロックし
ないまま席から多少立ち上がり
ます。

特に経験のない同乗者を乗せている場
合、急な加速、ブレーキおよびターン
は避けてください。予期しない急な操
作は同乗者が転がり落ちてしまう要因
となります。
荷物を乗せる場所
グローブボックスに小物を入れて運ぶ
ことができます。車両にBRPの承認さ
れたアクセサリが搭載されている場合
を除いて、他の箇所に荷物を乗せない
でください。
トレーラーの牽引
牽引用に設計されていないため、この
車両ではいかなるものも牽引しないで
ください。
また、VSSが効果を発揮せず、操作不
能になる恐れがあります。
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自己テスト
以下の質問は、本ガイドで習った情報の復習です。これにはすべての情報は含ま
れませんが、車両および操作に関する一般的な理解を得ているか知ることができ
ます。
質問ページの次のページの答えを参照してください。
質問

急停止する場合は、ブレーキ
とパーキングレブレーキを作
動させる。

1.

x○

走行前の点検は一週間に一回
は行うべきだ。

2.

x○

VSSはどの天候でも車両を使
用できるようにする。

3.

x○

タイヤを交換する場合は、認
定Can-Am On-Roadディー
ラーから入手したBRP認定の
タイヤのみ使用するべきだ。

4.

x○

同乗者が集中でき、完全に酔
いが醒めている状態であるこ
とが重要だ。

5.

x○

傷害の危険を低減させる保護
具を六つ挙げてください。

6.

1)
_________________________
2)
_________________________
3)
_________________________
4)
_________________________
5)
_________________________
6)
_________________________

保護具は、傷害を防ぎ軽減さ
せ、快適さを保ち、気象要素
からみを守るために欠かせま
せん。

7.

x○

以下のなかで車両をコント
ロールしないものを挙げてく
ださい。

8.

a. ハンドル
b. ねじれスロットル
c. フロントブレーキレバー

視認性を高めるために昼間で
もロービームのライトをON
にし続けるべきだ。

9.

x○
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通常は、車両を車線の中央に
位置付けるべきだ。

10.

x○

通常のモーターサイクルとは
異なり、ブレーキをかけなが
らターンすることを習慣にす
るべきだ。

11.

x○

通常の状況では、車間距離は
最低____________であるべ
きだ。

12.

a. 1秒
b. 2秒
c. 3秒

承認された容器に入っていて
も、ガソリンなどの引火性液
体を車両上に載せたりスト
レージコンパートメントに入
れたりして運んではならな
い。

13.

x○

他のドライバーから注目を得
る5つの方法を挙げてくださ
い。

14.

1)
_________________________
2)
_________________________
3)
_________________________
4)
_________________________
5)
_________________________

駆動伝達が良好ではない道路
面でブレーキをかける場合
は、車両のコントロールを維
持するためにポンピングブ
レーキを行うべきだ。

15.

x○

車両の最大積載量には、ドラ
イバー、同乗者、荷物および
すべてのアクセサリが含まれ
る。

16.

x○

この車両はトレーラーを安全
に牽引できる。

17.

x○

車両構成によって可能な場
合、同乗者はドライバーに
しっかりつかまった方が良
い。

18.

x○
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3輪トライクの運転は乗用車
の運転と同じくらい安全だ。

19.

x○

ABSは車輪をロックさせない
でブレーキペダルを強く踏
めるようにさせる。

20.

x○
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解答
x1.
急停止するには、ブレーキペ
ダルのみ踏みます。車両が動
いている間は決してパーキン
グブレーキを使用しないでく
ださい。

x2.
乗る前に必ず走行前の点検を
行うべきです。

x3.
ハイドロプレーニング現象を
起こすほど氷、雪、泥または
水が道路を覆っている場合、
VSSを用いても操作を維持す
ることができません。低温が
原因でタイヤの接地性が低下
していたり、未舗装路を走行
するときは、VSSの性能も低
下する場合があります。

○4.

○5.

ヘルメット1)6.
保護めがねおよび顔用保護
具2)

長袖のジャケット3)
グローブ4)
長いパンツ5)
できれば丈が長い、つま先
を覆っているフットウェア

6)

○7.

c. フロントブレーキレバー8.
車両にはフロントブレーキレ
バーはありません。

x9.
昼間中はハイビームを使用す
るべきです。

○10.

x11.
必要であればブレーキとター
ンを同時に行うこともできま
すが、通常はターンの前にブ
レーキをかけることが推奨さ
れます。

b. 2秒12.
通常の状況では、車間距離は
2秒以上とるべきです。

○13.
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ライトおよびリフレクター
が掃除されてあることを確
認します。

1)14.

可能な限りハイビームを使
います。

2)

方向指示灯を使います。3)
減速する前にブレーキライ
トを点滅させます。

4)

必要に応じてハザードラン
プを使います。

5)

クラクションを鳴らして他
のドライバーに自らの存在
を知らせます。

6)

死角の中で運転するのは避
けます。

7)

明るい色および蛍光衣類を
着用します。

8)

x15.
ポンピングブレーキではな
く、ブレーキペダルを踏み続
けるべきです。車両には、車
輪のロックを防ぐABSが搭載
されています。

○16.

x17.

x18.
同乗者は必ず同乗者用グ
リップにつかまるべきで
す。

x19.
乗用車およびトラックで
は、車の構造が身を守りま
す。さらに、同乗者はシー
トベルトを着用することで
さらに身を守ることができ
ます。3輪トライクの運転
は、乗用車の運転よりもは
るかに危険であると考える
べきです。負傷するリスク
はバイクの場合と同じで
す。

○20.
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車両の安全情報
この車両には、重要な安全情報が記載されているハングタグおよびラベルが付属
しています。
この車両に乗る人は必ずこの情報をよく読み理解した上で乗ってください。
このオペレーターズガイドに使用されている以下の図は参考までです。使用され
ているモデルは異なる場合があります。
ハングタグ

一般的な安全警告
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米国カリフォルニア州規制
｢PROPOSITION 65｣に基づく警告

安全カード
安全カードは、右側サービスカバーの
内側にあります。
重要情報を確認するために、そして新
しいドライバーや同乗者に車両の乗り
方を教えるときに安全カードを参照し
てください。これには頻繁に参照され
る情報も記載されています。

1. 右側サービスカバー内側の安全カー
ド
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警告ラベル
これらのラベルは、ドライバー、同乗者またはその場に居合わせる人の安全のた
めに、車両に貼ってあります。
以下のラベルは車両に付いているため、車両の一部として扱ってください。ラベ
ルが剥がれたり読めなくなったりした場合は、新しいラベルに無料で交換できま
す。認定Can-Am On-Roadディーラーまでお問い合わせください。
注：このガイドおよび製品に何らかの矛盾がある場合、製品の警告ラベルがこ
のガイドのラベルよりも優先されます。

タイヤ圧力と最大荷重

RYKER 600およびRYKER 900

RYKER 900ラリーエディション
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1. 右側サービスカバーの内側にあるタ
イヤ圧力ラベル

給油の手順

警告
- 注意しながら、燃料フィラーノズ
ルをキャップレス燃料フィラー
ネックにしっかり差し込みます。

- 給油が完了後は、5～10秒待って
から燃料フィラーノズルを取り外
します。

- 携帯用燃料容器から車両の燃料タ
ンクに充填するときは、車両に付
属しているじょうごを必ず使用し
てください。

1. 燃料フィラードアの下にあるラベル

エンジンストップスイッチを停止
位置に設定する

警告
- 必ずエンジンストップスイッチを
停止位置に設定してから、フット
ペグとブレーキペダルを調整しま
す。

1. 右側フットペグの下側にあるラベル

エンジンオイルレベルの点検
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代表例
1. 右側サービスカバーの内側にあるラ

ベル

クーラント高温 -開けないでくだ
さい

クーラントリザーバキャップ

ブレーキオイル -清掃と充填

ブレーキオイルリザーバーキャップ

右側ロッカーパネルの裏

同乗者および荷物

RYKER 900ラリーエディション
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アッパーリアフェンダー上

車両クリーニング グローブボックスカバー内側

グローブボックス積載量

グローブボックス内側

76

車両の安全情報



安全面での欠陥の報告
あなたの安全はBombardier Recreational Products Inc. (BRP)にとって非常に重要
です。質問がありましたら、即時にBRPの顧客サービスまでお問い合わせくださ
い。
米国では、衝突、傷害または死亡を招きかねない車両の欠陥を発見した場合は、
直ちに高速道路交通安全事業団（NHTSA、「National Highway Traffic Safety
Administration」）およびBombardier Recreational Products Inc.にご連絡くださ
い。
NHTSAは他のドライバーから似たような苦情を受け取った場合、調査を開始す
る場合があり、特定の車両に安全面における欠陥を見つけた場合は、製品回収と
救済キャンペーンを実施する場合があります。ただ、NHTSAはあなたと、あな
たのディーラーまたはBombardierRecreational Products Inc.の間に生じた個別の
問題に関わることはできません。
NHTSAの連絡先:

888-327-4236

1 800-424-9153

米国運輸省道路交通安全局
1200 New Jersey Avenue, SE
Washington, DC 20590

www.safercar.gov
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走行前の点検
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走行前のチェックリスト
車両の「12ヶ月安全点検」を受けていただくことをお勧めします。詳細について
は、認定Can-Am On-Roadディーラーに相談してください。可能な限り、認定
Can-AmOn-Roadディーラーでシーズン前点検を受けていただくようお勧めしま
す。ディーラー定期的に保守を受けていただければ、安全に関するサービスキャ
ンペーンなどをいち早くお伝えすることができます。安全に関するサービスキャ
ンペーンのお知らせが届いた場合は、できるだけ早く認定Can-AmOn-Roadディー
ラーにお問い合わせいただくようお勧めします。

警告
毎回乗車前に、操作中に発生する可能性がある問題を検出するために日常点検
を実施します。日常点検により、問題になる前に摩耗や劣化を監視できます。
発見した問題に対処して、故障や事故のリスクを低減します。必要に応じて認
定Can-Am On-Roadディーラーまでお問い合わせください。

車両始動前の点検内容

手順品目

車両総重量（ドライバー、荷物および付属のアク
セサリを含む）が技術仕様のセクションに示され
ている推奨荷重を超えていないことを確認しま
す。

重量

引っ張って、掛け金がしっかりかかっているか確
認します。

グローブボッ
クスおよびす
べてのサービ
スカバー

パーキングポジションレバーが掛けられ、ロック
されていることを確認します。

パーキングポ
ジションレ
バー

ドライバーに合わせて車両が設定されていること
を確認します。必要に応じて調整します。

ハンドル
バー、フット
ペグおよびブ
レーキペダル

押してしっかり抵抗力があるか確認します。リ
リースするとペダルが完全に戻らなければなりま
せん。ドライバーがブレーキペダルを完全に踏み
込むことができるか確認します。

ブレーキペダ
ル

数回ひねります。自由に動き、リリース後にアイ
ドリングポジションに戻ることを確認。

スロットルハ
ンドル

車両の下に漏れがないか確認。漏れ
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手順品目

すべてのロッキングクリップが正しく取り付けら
れているか確認します。正しく取り付けられてい
ない場合は、車両を使用せず、認定BRPディー
ラーに車両を搬入してください。

センターロッ
クホイールの
ロッキングク
リップ

損傷がないか点検します。ホイール

損傷がないか点検します。トレッドの摩耗を確認
してください。タイヤの空気圧を点検します。メ
ンテナンスの手順を参照してください。

タイヤ

清掃および調整：（機器のサブセクションのミ
ラーを参照してください。）ミラー

車両始動後の点検内容

手順品目

インジケーター、メッセージおよび燃料レベルを
確認します。多機能ゲージ

ヘッドライト、テールライト、ブレーキライト、
方向指示灯およびハザード警告ライト（装備され
ている場合）の操作を確認します。

ライト

作動を点検クラクション

ステアリングが自由に動くことを確認します。ステアリング

エンジンストップスイッチが正常であるか確認し
ます。

エンジンス
トップスイッ
チ

ブレーキペダルを踏み、パーキングポジションレ
バーを解除します。多機能ゲージ内のブレーキイ
ンジケーターランプが消えていることを確認しま
す。

パーキングポ
ジションレ
バー

ゆっくり近距離を運転し、ブレーキをかけてテス
トします。ブレーキ
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認められた同乗者用シートキットが取り付けられている場合
同乗者用シートキットが車両に取り付けられている場合は、走行前に下記事項を
点検しなければなりません。

手順品目

車両総重量（ドライバー、同乗者、荷物および付
属のアクセサリを含む）が技術仕様のセクション
に示されている推奨荷重を超えていないことを確
認します。

重量

同乗者用フットペグが完全に下ろされ、同乗者ア
イコンがクラスターゲージ内に表示されているこ
とを確認します。

フットペグ

同乗者用グリップが強固な状態であることを確認
します。

同乗者用グ
リップ
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メンテナンス
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メンテナンスのスケジュール
メンテナンスは、車両を安全な運転状態に保つために非常に重要です。
適切なメンテナンスを行うことは、オーナーの責任です。オーナーによる不適切
なメンテナンスや使用が原因で問題が起こった場合などは、保証請求が拒否され
ることもあります。
定期的な点検を実施し、メンテナンスのスケジュールを守ってください。スケ
ジュールどおりにメンテナンスを行っていても、始業点検は必要です。
最初のメンテナンスの手順として故障コードを確認することは良い習慣であり、
強く推奨します。

警告
メンテナンスのスケジュールや手順に従って適切に車両を維持しないと、安全
な作動を損ねます。

EPA規制 -カナダおよび米国向け車両
修理工場、または所有者任意の個人が、排出ガス制御装置およびシステムのメン
テナンス、交換、または修理を実施できます。これらの手順には、BRPまたは認
定Can-AmOn-Roadディーラーによるサービスやコンポーネントは必要ありませ
ん。
認定Can-AmOn-Roadディーラーは、車両のサービスに関する高度な知識とツー
ルを有していますが、排出ガス関連保証は、認定Can-AmOn-Roadディーラーま
たはBRPと取引のある工場の使用を条件としていません。
適切なメンテナンスを行うことは、オーナーの責任です。オーナーによる不適切
なメンテナンスや使用が原因で問題が起こった場合などは、保証請求が拒否され
ることもあります。
排出ガス関連保証の請求では、BRPは排出ガス関連部品の診断と修理を認定Can-
AmOn-Roadディーラーに制限しています。詳細は、保証のセクションに記載さ
れた米国EPA排出ガス性能保証を参照してください。
本書の給油セクションに記載されている燃料に関する要件の指示に従ってくださ
い。エタノールの含有率が10体積%を超えるガソリンが広く販売されている場合
でも、米国 EPA はエタノールの含有率が10体積%を超えるガソリンの使用を禁
止しています。これは、この車両にも適用されています。このエンジンに、エタ
ノールの含有率が10体積%を超えるガソリンを使用すると、排出ガス制御シス
テムを損傷する恐れがあります。
過酷な粉塵環境
Ryker 900ラリーエディション
エンジンのエアフィルターおよびCVTのエアフィルターのメンテナンスは、走行
条件に応じて調整する必要があります。
次のような極端にほこりの多い環境では、フィルターをより頻繁に整備します。
- 乾燥した砂の上での走行
- 乾燥した土で覆われた路面での走行
- 乾燥した砂利道または類似環境での走行
これらの環境でグループ走行を行う場合は、フィルターをより頻繁に整備する必
要があります。
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メンテナンスのスケジュール
毎年または10,000 km走行ごと（いずれか早い方）

走行前の点検に記載されているすべての項目を実施してください。

故障コードの確認

エンジンオイルおよびオイルフィルターを交換する

エンジンクーラントレベルを点検する

フロントフェイシアを取り外し、ラジエーターのエアダクトから異物を除去す
る

ラジエーター、クーリングホースおよびウォーターポンプを目視点検する

クーリングシステムの圧力テストを行う

バッテリー接続の締め具合を点検する

ステアリングに異常がないか点検する

ボールジョイント状態を点検する

タイロッドの状態を点検する

CVTエアフィルターを交換する

ブレーキオイルレベルを点検します。

ブレーキホースを目視点検する

ブレーキパッドおよびディスクの状態を点検する

エキゾーストパイプ、締め付けリング、つなぎ目およびガスケットの状態を確
認し、締め付ける

燃料ホース、燃料気化線およびキャニスターの状態を目視点検する

フロントホイールおよびリアホイールのベアリング状態を点検する

パーキングポジションレバーの動作を確認し、必要に応じてケーブルを調整す
る

車体パネルの緩みを点検する

以下の項目は、 10,000 km
走行ごとに行う必要があります（粉塵や砂埃が多い環境で使用される場合は、
経過時間に関わらず行う）

燃料フィルターを交換する

エンジンのエアフィルターを交換し、ハウジングを清掃する
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2年ごとまたは20,000 km
走行ごと（いずれか早い方）

ギヤボックスオイルを交換する。

ファイナルドライブオイルを交換する

以下の項目は2年ごとに行う必要があります
（実走行距離に関わらず行う）

ブレーキ液の交換

以下の項目は 20,000 km走行ごとに行う必要があります
（年数に関係なく行う）：

スパークプラグの交換

エンジンのエアフィルターを交換し、ハウジングを清掃する

燃料フィルターを交換する

以下の項目は 20,000 km走行ごとまたは「TRANSMISSION MAINTENANCE
REQUIRED（トランスミッションのメンテナンス要）」のメッセージが表示さ
れたときに行う必要があります
（年数に関係なく行う）

CVTドライブベルトを交換する

ドライブベルトシーブを清掃する

5年ごとまたは50,000 km走行ごと
（いずれか早い方）

エンジンクーラントを交換する。

フロントサスペンションアームのラバーブッシュを点検する
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メンテナンスの手順
このセクションでは、基本的なメンテ
ナンスの手順を説明します。
メンテナンス手順には複雑なものもあ
るため、優れた機械技術が必要になり
ます。
いくつかの手順は、認定Can-Am On-
Roadディーラー、修理店または担当整
備士が実施しなければなりません。
機械技術に自信がない場合は、認定
Can-Am On-Roadディーラー、修理店
または担当整備士に遠慮なくご相談く
ださい。

警告
メンテナンスを行う場合は、まずエ
ンジンを止めて、以下のメンテナン
ス手順に従ってください。適切なメ
ンテナンス手順を守らないと、高温
の部品、稼動部分、電気的、化学的
あるいはその他の危険により負傷す
る恐れがあります。

タイヤ

警告
推奨されていない種類のタイヤ、損
傷したり磨り減っているタイヤ、最
低トレッドウエアインジケーターよ
り幅が低いタイヤ、または適切に膨
らまされていないタイヤの使用は、
コントロールを失う恐れがありま
す。
新しいタイヤは慣らし運転が完了す
るまで最大効率に達しません。ブ
レーキ、ステアリングおよびVSSの効
率が低減される場合があるため、注
意を余分に払ってください。タイヤ
を慣らすには、約300km走行し、頻
繁にブレーキを使用してください。
ブレーキをそれほど使わない場合、
タイヤの慣らし運転時間を多めに見
積もってください。

タイヤはこの車両のために特別に設計
されています。認定Can-Am On-Road
ディーラーのみで販売されているBRP
の推奨ラジアルタイヤだけを使用して
ください。

タイヤ空気圧
タイヤの最適な性能や摩耗特性を得る
ために、推奨されている冷間時の膨張
圧を用いてください。過小または過剰

な膨張は、トレッドの不均一な摩耗パ
ターンを生じさせます。
推奨タイヤ圧は、右側サービスカバー
の内側にあるタイヤラベルにありま
す。
天候による温度変化が生じると、膨張
圧も変化します。6 Cの気温低下は、
7kPaの膨張圧低下に相当します。タイ
ヤ圧は頻繁に確認し、適切な圧力にな
るよう調整してください。
注：左右のタイヤの圧力差が3.4 kPa
を超えないようにしてください。

タイヤの損傷
次の損傷がないかすべてのタイヤを点
検します。
- タイヤの切り傷、切り込みおよび
亀裂。

- タイヤの側面またはトレッドので
こぼこまたは膨らみ。

- タイヤの側面またはトレッドに釘
やその他の異物が刺さっている。

- 合わないリム、または不良タイヤ
バルブによる空気漏れ（シーッと
いう音）。

上記のいずれかが発生した場合は、認
定Can-Am On-Roadディーラーによっ
てできるだけ早くタイヤを修理または
交換してもらってください。

タイヤのトレッドの摩耗
トレッド摩耗インジケーター（以下の
図の1に示されている通り、トレッド
のベースに成形されている硬いゴム
バー）を使ってタイヤ溝の最小深さを
確認します。タイヤトレッドの次の3
つの位置で点検します。
- 外縁
- 中央
- 内側エッジ
トレッド摩耗インジケーターは最小タ
イヤ溝深さに達したトレッドに現れま
す。トレッドにトレッド摩耗インジ
ケーターが最低でも1つ現れている場
合、タイヤをできる限り早く認定Can-
Am On-Roadディーラーに交換しても
らってください。
リアタイヤには2種類の摩耗インジケー
ターがあります。1つは通常使用に関
するもので、もう1つは濡れた路面で
の使用に関するものです。通常のト
レッド摩耗限度インジケーターは、三
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角形のマークによって示されていま
す。濡れた路面での使用に関するイン
ジケーターは、水滴のマークによって
示されています。

警告
濡れた路面での使用に関するトレッ
ド摩耗限度インジケーターに達して
いる、またはもうすぐ達する場合、
濡れた道路での車両の使用は推奨し
ません。安全のため、タイヤを交換
してください。

リアタイヤを示す
1. 濡れた路面での使用に関するトレッ

ド摩耗限度インジケーター
2. 濡れた路面での使用に関するトレッ

ド摩耗限度インジケーターのマーク
3. 通常のトレッド摩耗限度インジケー

ター
4. 通常のトレッド摩耗限度インジケー

ターのマーク
車両の運転の仕方および道路状況に
よって、タイヤは一様でない摩耗をし
ていることは一般的にあります。車両
がスムーズまたは積極的に運転された
かによって、フロントホイールの外縁
および内縁、そしてリアホイールの中
央スレッドは不規則に摩耗します。

タイヤのローテーション
トレッドの深さが4mmに達したとき、
フロントタイヤのローテーションを
行ってください。これはタイヤの寿命
を最大限に引き伸ばします。

注意 車輪およびブレーキキャリ
パーの間に指が挟まれる恐れがあるた
め、車輪のスピン中は前輪スポークを
手で持たないでください。

タイヤ登録用紙
タイヤがリコールされた場合は、氏名
と住所を登録されたお客様にしかご連
絡をさしあげることはできません。車

両メーカーとして、BRPは車両識別番
号（VIN）（車両の識別を参照）に関
連するタイヤ識別番号（TIN）、およ
び現在の所有者の情報の記録を保管し
ています。
車両のタイヤを交換する場合は、「タ
イヤ登録用紙」にご記入いただき、タ
イヤメーカーのお客様サービスグルー
プに提出する必要があります。「タイ
ヤ登録用紙」は認定Can-Am On-Road
ディーラーでお求めいただけます。
ホイール
フロントホイール
フロントホイールの取り外し
1. 車両を平面に停車します。
2. 車両前部を持ち上げて支えます。

車両前側を持ち上げたり支えたりするに
は、これらのパイプを使用する
3. ロック用部品（長い六角レンチ

やテーパー付きのスチールロッ
ドなど）を使用して、ハンドル
バーを回し、ホイールハブをロッ
クします。

4. 赤色のロッキングクリップを取
り付けます。
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5. センターロックホイールナット
とコニカルワッシャーを取り外
します。

6. 車両からホイールを取り外しま
す。

1. 赤色ロッキングクリップ
2. センターロックホイールナット
3. コニカルワッシャー
4. ホイール

フロントホイールの取り付け
注記 取り付け説明と締め付けトルク
値を順守してください。順守しないと
リムが損傷する場合があります。
取り付けは取り外しと逆の順序で行い
ます。しかし、次の点に注意を払って
ください。
リムの3本のダウエルピンをブレーキ
ディスクの穴に合わせます。
注記 ホイール、ホイールハブ、ブ
レーキディスク、およびホイールハブ
のねじ部のすべてにおいて、摩耗粉、
砂、粉塵または切りくずが付着してい
ないことを確認してください。液体類
を使用して表面を洗浄しないでくださ
い。柔らかい乾燥した布だけを使用し
てください。

コニカルワッシャーとセンターロック
ホイールナットを取り付けます。
センターロックホイールナットを規定
のトルクで締め付けます。
注記 絶対にインパクトツールを使用
してホイールナットを締め付けないで
ください。

締め付けトルク

300 N·m± 15 N·m
センターロッ
クホイール
ナット

警告
赤色のロッキングクリップを取り付
けないと、センターロックホイール
ナットが緩んだ場合にホイールを失
う場合があります。

赤色のロッキングクリップを取り付け
ます。折れ曲がった端がドライブアク
スルの内側を向いていなければなりま
せん。
注記 赤色のロッキングクリップ穴の
位置を合わせようとしてナットを緩め
ないでください。ナットを公称値で締
め付けてから、増し締めして穴の位置
を合わせてください。
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1. 折れ曲がった端がドライブアクスル
の内側を向いた状態

ホイールハブからロック用部品を取り
外します。

後輪
後輪の取り外し
1. 車両を平面に停車します。
2. パーキングポジションレバーを

ロック位置に動かします。
3. 赤色のロッキングクリップを取

り付けます。

4. センターロックホイールナット
を緩めます。

1. 赤色ロッキングクリップ
2. センターロックホイールナット

必要なツール

65MMソケット
(P/N 529 036 457)

5. 車両後部をリフトアップして支
えます。
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車両後部を持ち上げたり支えたりするに
は、これらの位置を利用する
6. キャリパー固定ボルトを左側か

ら外し、キャリパーを脇へよけ
ます。

7. センターロックホイールナット
とコニカルワッシャーを取り外
します。

8. 車両からホイールを取り外しま
す。

1. センターロックホイールナット
2. コニカルワッシャー

後輪の取り付け
注記 取り付け説明と締め付けトルク
値を順守してください。順守しないと
リムが損傷する場合があります。
取り付けは取り外しと逆の順序で行い
ます。しかし、次の点に注意を払って
ください。
後輪を取り外すたびに、合成グリース
をブレーキディスクスプラインに塗布
します。

推奨XPS用整備用品

XPS合成グリース

注記 ホイール、ホイールハブ、ブ
レーキディスク、およびホイールハブ
のねじ部のすべてにおいて、摩耗粉、
砂、粉塵または切りくずが付着してい
ないことを確認してください。液体類
を使用して表面を洗浄しないでくださ
い。柔らかい乾燥した布だけを使用し
てください。
コニカルワッシャーとセンターロック
ホイールナットを取り付けます。
センターロックホイールナットを規定
のトルクで締め付けます。
注記 絶対にインパクトツールを使用
してホイールナットを締め付けないで
ください。

締め付けトルク

300 N·m± 15 N·m
センターロッ
クホイール
ナット

警告
赤色のロッキングクリップを取り付
けないと、センターロックホイール
ナットが緩んだ場合にホイールを失
う場合があります。

赤色のロッキングクリップを取り付け
ます。折れ曲がった端がドライブアク
スルの内側を向いていなければなりま
せん。
注記 赤色のロッキングクリップ穴の
位置を合わせようとしてナットを緩め
ないでください。ナットを公称値で締
め付けてから、増し締めして穴の位置
を合わせてください。
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1. 折れ曲がった端がドライブアクスル
の内側を向いた状態

エンジンオイル
推奨エンジンオイル
Rotax®エンジンは、XPS™オイルを使用
して開発と検証が行われました。BRP
では、XPSエンジンオイルまたは同等
の使用を常に推奨しています。推奨エ
ンジンオイルには何も添加しないでく
ださい。エンジンに適していないオイ
ルの使用や添加剤を加えたことを原因
とする損傷については、BRPの限定保
証の対象にならない場合があります。

XPS推奨エンジンオイル

4T 5W40合成ブレンドオ
イル（EUR） (P/N

779290)
北欧諸国

4T 5W40合成ブレンドオ
イル (P/N 779133)

その他の
市場

XPS推奨エンジンオイル

推奨されるXPSエンジンオイルが
入手できない場合

下記の潤滑油仕様を満足するかそれ
を超える5W40の4ストロークSAE合
成エンジンオイルを使用してくださ
い。
オイルの容器に貼付されているAPI
サービスラベルの分類を必ず確認
し、表示されている規格のいずれか
が含まれていることを確認してくだ
さい。
- APIサービス分類SJ、SL、SMまた
はSN

エンジンオイルレベルの確認
注記 オイルレベルが不適切なままエ
ンジンを作動し続けると、エンジンに
重大な損傷を与える可能性がありま
す。この手順に従って、エンジンオイ
ルレベルを正確に読み取ってくださ
い。
1. エンジンを通常の動作温度（エ

ンジンオイル90 C）まで暖機し
てから60秒以上アイドリングさ
せます。車両を水平面に置き、
パーキングロックレバーをロッ
ク位置に動かします。

注：ディスプレイ右横にある温度イン
ジケーターが5barを示しているとき、
エンジンは通常の動作温度になってい
ます。

2. エンジンをアイドリングさせて
いるときに右側サービスカバー
を開きます。

3. エンジンを停止して、直ちに下
記の手順を行います。
注記 エンジンを停止してから
10分以内にエンジンオイルレベ
ルの確認を行ってください。
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3.1 オイルレベルゲージを緩
めて取り外し、オイルを
拭き取ります。

3.2 オイルレベルゲージをオ
イル注入パイプに差し込
んで締め付けます。

手順 1：オイルレベルゲージを差し
込む
手順 2：オイルレベルゲージを締め
付ける
3.3 オイルレベルゲージを再

び取り外して、オイルレ
ベルを点検します。オイ
ルレベルがMAXとMINの
マークの間になければな
りません。

代表例
1.MIN
2.MAX
3.変動範囲

オイルレベルがMAXとMINのマー
クの間の場合
1. オイルレベルゲージを取り付け

て正しく締め付けます。
2. こぼれたオイルは必ずふき取っ

てください。
3. 右側サービスカバーを閉じます。
注記 MAXマーク以上にオイルが入っ
ているとエンジンを損傷することがあ
ります。
オイルレベルがMINのマークより
低い場合
1. じょうごをフィラーチューブに

差し込んで、400 mlの推奨オイ
ルを追加します。

注：MINマークとMAXマークの間のオ
イルの量は、400 mlです。
2. エンジンを再始動して通常の動

作温度まで暖機してから60秒以
上アイドリングさせます。

注記 エンジンが動作温度に達してい
ない状態でオイルレベルを調整する
と、過剰に補給することになります。
3. エンジンを停止して、直ちに下

記の手順を行います。
注記 エンジンを停止してから
10分以内にエンジンオイルレベ
ルの確認を行ってください。
3.1 オイルレベルゲージを緩

めて取り外し、オイルを
拭き取ります。

3.2 オイルレベルゲージをオ
イル注入パイプに差し込
んで締め付けます。

3.3 オイルレベルゲージを再
び取り外して、オイルレ
ベルを点検します。オイ
ルレベルがMAXとMINの
マークの間になければな
りません。

4. オイルレベルがMAXとMINのマー
クの間になるまで上記ステップ
を繰り返します。

注記 入れ過ぎないでください。
5. オイルレベルゲージを取り付け

て正しく締め付けます。
6. こぼれたオイルは必ずふき取っ

てください。
7. 右側サービスカバーを閉じます。

エンジンオイルとフィルターの交
換

注意 エンジンオイルは非常に熱
くなっている可能性があります。エン
ジンオイルが若干冷めるまで待ちま
す。
注記 エンジンオイルとオイルフィル
ターは同時に交換する必要がありま
す。
1. エンジンを通常動作温度（オイ

ルタンク面で90 C）にします。
注：ディスプレイ右横にある温度イン
ジケーターが5barを示しているとき、
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エンジンは通常の動作温度になってい
ます。

2. 水平面に車両を置いてください。
3. 右サービスカバーを開きます。
4. オイルレベルゲージを取り外し

ます。

5. ドレンプラグ周辺を清掃します。
6. エンジンの下にドレンパンを置

きます。
7. 下記の順序でエンジンドレンプ

ラグを取り外します。
1. マグネットドレンプラグ
2. セカンダリドレンプラグ

600 ACEエンジン
1. マグネットドレンプラグ
2. セカンダリドレンプラグ

900 ACEエンジン
1. マグネットドレンプラグ
2. セカンダリドレンプラグ
8. オイルを完全に排出します。
この間に、エンジンオイルフィルター
を交換します。
9. フロントサービスカバーを取り

外します。サービスカバーを参
照してください。

10. エンジンオイルフィルターエリ
アを清掃します。

11. オイルフィルターカバーを取り
外します。

1. オイルフィルターカバーのスクリュー
2. オイルフィルターカバー
3. Oリング（捨てる）
4. オイルフィルター
12. （マグネトカバーの組み込み部

品である）オイルフィルターキャ
ビティ内のオイルフィルターイ
ンレットおよびアウトレットオ
リフィスに泥や汚染物質がない
か点検します。
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1. 油圧ポンプからのオイルインレット
開口部

2. エンジン潤滑システムへのオイルア
ウトレット開口部

3. オイルフィルターソケット
13. カバーOリングを新品に交換しま

す。
14. オイルフィルターを取り外しま

す。
15. 新品のオイルフィルターをカバー

に取り付けます。
16. Oリングおよびフィルター端部に

エンジンオイルを塗布します。
17. オイルフィルターを所定位置に

差し込みます。
注記 フィルターおよびカバーを取り
付ける際にOリングを挟み潰さないよ
うに注意してください。
18. オイルフィルターカバーを推奨

トルクで締め付けます。

締め付けトルク

9 N·m± 1 N·m
オイルフィル
ターカバーの
スクリュー

19. エンジンに零れたオイルはふき
取ってください。

20. 新品のシーリングワッシャーを
オイルドレンプラグに取り付け
ます。

注記 シーリングワッシャーは絶対に
再使用しないでください。必ず新品と
交換してください。
21. ドレンプラグを取り付け、指定

トルクで締め付けます。

締め付けトルク

30 N·m± 3 N·mマグネットド
レンプラグ

15 N·m± 2 N·mセカンダリド
レンプラグ

900 ACEエンジンを示す
1. マグネットドレンプラグ
2. 新品のシーリングワッシャー
3. セカンダリドレンプラグ
4. 新品のシーリングワッシャー
22. オイルタンクに推奨オイルを正

しいレベルまで補充します。

エンジンオイル容量概数（フィル
ター付き）

2.5 L600 ACE

2.8 L900 ACE

23. オイルレベルゲージを取り付け
て正しく締め付けます。

24. エンジンを始動し、数分間アイ
ドリングします。

25. 漏れがないことを確認します。
26. エンジンを停止してオイルレベ

ルを確認します。必要があれば
補充します。

27. オイルおよびフィルターは、地
域の環境規制に従って廃棄して
ください。
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エンジンエアフィルター
エンジンエアフィルターの取り外
し
1. 左サービスカバーを取り外しま

す。サービスカバーのセクショ
ンを参照してください。

2. カバーからエアフィルターを取
り外します。

エンジンエアフィルターの点検
エアフィルターの清潔さおよび損傷を
確認します。
注記 ペーパーフィルターに圧縮エア
を吹きつけることは推奨されていませ
ん。これは紙繊維を傷つけ、ほこりの
多い環境ではろ過能力が低下してしま
います。
注記 ペーパーフィルターを洗浄液で
洗浄しないでください。
注記 エアインテークサイレンサーを
点検し、エンジンエアインレット（エ
アフィルターの奥）のきれいな側に吹
き込まれたり落ちたりしないように気
をつけながら、埃や異物を取り除きま
す。
注記 エアインテークサイレンサーの
きれいな側の内側に落ちた、または移
動した埃や異物を取り除いてくださ
い。埃を中に押し入れるのではなく引
き出すように、清掃します。
メンテナンススケジュールと個々の使
用状況（特に埃っぽい環境など）によ
り、必要な場合はエアフィルターを交
換します。

エンジンエアフィルターの取り付
け
取り付けは取り外しと逆の順序で行い
ます。しかし、次の点に注意を払って
ください。

エアフィルターを取り付ける前に、エ
アフィルターを取り付けるリングの位
置が正しいことを確認してください。
CVTエアフィルター
CVTエアフィルターの取外し

1. CVTエアフィルターハウジングの
下側を固定しているねじを取り
外します。

2. 右サービスカバーを開きます。
サービスカバーのセクションを
参照してください。

3. CVTエアフィルターハウジングを
固定しているねじを取り外しま
す。
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4. エアフィルターをそのハウジン
グから取り外します。

CVTエアフィルターの点検
エアフィルターの清潔さおよび損傷を
確認します。
注記 ペーパーフィルターに圧縮エア
を吹きつけることは推奨されていませ
ん。これは紙繊維を傷つけ、ほこりの
多い環境ではろ過能力が低下してしま
います。
注記 ペーパーフィルターを洗浄液で
洗浄しないでください。
注記 エアフィルターハウジングを点
検し、埃や異物を除去します。エアを
吹き付けたり、CVTの内側のものを動
かしたりしないでください。
注記 エアインテークサイレンサーの
きれいな側の内側に落ちた、または移
動した埃や異物を取り除いてくださ
い。埃を中に押し入れるのではなく引
き出すように、清掃します。
メンテナンススケジュールと個々の使
用状況（特に埃っぽい環境など）によ
り、必要な場合はエアフィルターを交
換します。

CVTエアフィルターの取り付け
取り付けは取り外しと逆の順序で行い
ます。しかし、次の点に注意を払って
ください。
エアフィルターを取り付ける前に、エ
アフィルターを取り付けるリングの位
置が正しいことを確認してください。
CVTドライブベルト
CVTドライブベルトの交換
CVTドライブベルトの交換は、認定
Can-Am On-Roadディーラー、修理店

または担当整備士に依頼してくださ
い。

CVTプーリーシーブの清掃
CVTプーリーシーブの清掃は、認定
Can-Am On-Roadディーラー、修理店
または担当整備士に依頼してくださ
い。
エンジンクーラント
推奨エンジンクーラント
注記 内燃機関であるアルミニウムエ
ンジン専用の腐食防止剤入りエチレン
グリコール不凍液を必ず使用してくだ
さい。
不凍液の劣化を防ぐため、いつも同じ
ブランドおよびグレードの不凍液を
使ってください。クーリングシステム
を完全に洗浄して入れ替える場合を除
いて、ブランドまたはグレードの異な
る不凍液を混ぜないでください。

XPS™の推奨クーラント

ロングライフプレミッククーラント

推奨のXPS用クーラントが入手で
きない場合

内燃アルミニウムエンジン専用の低
ケイ酸塩タイプのロングライフエチ
レングリコールプリミックスクーラ
ント（50%-50%）を使用してくださ

い。

エンジン冷却液レベルの検証

警告
リザーバーを開ける時は、クーラン
トが非常に熱く、エンジンが熱いと
噴出すことがあります。火傷を防ぐ
には、エンジンの温度が低い時に
クーラントのレベルを確認します。

エンジンが冷たい状態で、次のように
クーラントのレベルを確認します。
1. 車両をしっかりした平面上に停

車します。
2. フロントサービスカバーを取り

外します。サービスカバーのセ
クションを参照してください。
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3. 右側のクーラントレベルを確認
します。クーラントはMINレベル
のマーキングより多少上にある
必要があります。

注：エンジンが熱い場合は、クーラン
トはMAXレベルのマーキングより下に
ある必要があります。

1. クーラントのMIN.レベルのマーキン
グ

2. クーラントのMAXレベルのマーキン
グ

4. 必要であれば、リザーバー内の
MINレベルのマーキングより少し
上になるまでクーラントを継ぎ
足します。こぼさないように、
じょうごを使ってください。
入れすぎないでください。

5. サービスカバーを再度取り付け
ます。

注：頻繁にクーラントの補充が必要の
場合は、クーラントシステムが漏れて
いるか、エンジンに問題があることを
示しています。認定Can-Am On-Road
ディーラーまでお問い合わせくださ
い。

エンジンクーラントの交換
エンジンクーラントの交換は、認定
Can-Am On-Roadディーラー、修理店
または担当整備士に依頼してくださ
い。

クーリングシステムの圧力テスト
の実施
クーリングシステムの圧力テストは、
認定Can-Am On-Roadディーラー、修
理店または担当整備士に依頼してくだ
さい。

ファイナルドライブ
推奨ファイナルドライブオイル
XPS™推奨ファイナルドライブオイル

75W90合成ギヤオイル

推奨のXPS用ファイナルドライブ
オイルが入手できない場合

API GL-5の仕様を満足する75W90ギ
ヤオイルを使用してください。

ファイナルドライブオイルレベル
の確認
1. 車両を平面に停車します。
2. エンジンを停止し、パーキング

ポジションレバーをロック位置
にします。

3. ファイナルドライブハウジング
の内側にあるファイナルドライ
ブ充填プラグを取り外します。
3.1 ディスクブレーキ開口部

からフィルプラグに手が
届くまで後輪を回しま
す。

3.2 長さ8mmの六角レンチを
使用して充填プラグを取
り外します。

4. オイルレベルを点検します。オ
イルは、オイルレベル穴の下側
と同じ高さである必要がありま
す。

注記 オイルレベルが不適切な状態で
ファイナルドライブを使用すると、
ファイナルドライブに重大な損傷を与
える可能性があります。
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5. 必要な場合は、推奨ファイナル
ドライブオイルを追加します。

6. 充填プラグを取り付けてから締
め付けます。

締め付けトルク

16 N·m± 3 N·m充填プラグ

ファイナルドライブオイルの交換
1. 車両を水平面に置いてください。
2. ファイナルドライブハウジング

の下から、マグネットドレンプ
ラグ部を清掃します。

3. マグネットドレンプラグ部の下
にドレンパンを置きます。

4. ファイナルドライブオイルのド
レンプラグとOリングを取り外し
ます。Oリングを処分します。

注意 ファイナルドライブオイル
が高温になっている場合があります。

5. 充填プラグを取り外します。

6. オイルをファイナルドライブか
ら完全に流れ出るようにします。

7. マグネットドレンプラグをきれ
いにして、ドレンプラグに異物
が付かないように注意します。

注：異物が多すぎる場合は、ファイナ
ルドライブの問題を示しています。
8. マグネットドレンプラグを新品

のOリングとともに取り付け、規
定トルクで締め付けます。

締め付けトルク

16 N·m± 3 N·m
マグネット
ドレンプラ
グ

9. オイルがオイルレベル穴の下側
に達するまで、充填穴からファ
イナルドライブにオイルを充填
します。

10. 充填プラグを取り付けてから締
め付けます。

締め付けトルク

16 N·m± 3 N·m充填プラグ

11. 現地の環境規制に基づいてファ
イナルドライブオイルを処分し
てください。

ギヤボックス
推奨ギヤボックスオイル
XPS™推奨ギヤボックスオイル

4T5W40合成ブレンドオ
イル一般用

4T 10W50合成オイル
または

75W140合成ギヤオイル
高温用
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XPS™推奨ギヤボックスオイル

推奨のXPSギヤボックスオイルが
入手できない場合

次の潤滑油業界仕様を
満足するかそれを超え
る4ストローク用SAEエ
ンジンオイルを使用し

ます。
APIサービス分類SJ、
SL、SM、またはSN
オイルの容器に貼付さ
れているAPIサービスラ
ベルの分類を必ず確認
し、上記のいずれかの
分類が含まれているこ
とを確認します。

一般用

APIGL-5の仕様を満足す
る75W140ギヤオイルを
使用してください。

高温用

ギヤボックスオイル量
ギアボックスオイル最大容量

500 ml
（オイルレベルがオイルレベルプラ
グ穴の底面と同じ高さであること）

ギヤボックスのオイルレベルの確
認
1. 車両を平面に停車します。
2. エンジンを停止し、パーキング

ポジションレバーをロック位置
にします。

3. ギヤボックスオイルレベルプラ
グを取り外し、シーリングワッ
シャーを廃棄します。

1. オイルレベルプラグ
2. シーリングワッシャー

注：オイルレベルプラグは、左側エン
ジンサポートの後方、CVTドライブベ
ルトハウジングの下側にあります。

ギアボックスオイルレベルプラグの位置
1. オイルレベルプラグ
2. 左側エンジンサポート
3. CVTドライブベルトハウジング
4. オイルレベルを点検します。オ

イルレベルがオイルレベル穴と
同じ高さでなければなりません。

注記 オイルレベルが不適切な状態で
使用を続けると、ギヤボックスに重大
な損傷を与える可能性があります。
5. 必要に応じて、ギヤボックスオ

イルを追加します。
5.1 オイル充填プラグを取り

外して、Oリングを廃棄
します。
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1. オイル充填プラグ
2. Oリング
注：オイルフィラープラグは、
ギヤボックスハウジングの前方、
左側エンジンサポートとシフト
レバーの間にあります。

ギヤボックスオイルフィラープラグ
の位置
1. オイル充填プラグ
2. 左側エンジンサポート
3. シフトレバー
5.2 オイルがオイルレベルプ

ラグ穴から出るまで、推
奨ギヤボックスオイルを
若干追加します。

6. オイルレベルプラグとオイル充
填プラグを、新品のシーリング
ワッシャーおよび新品のOリング
とともに取り付けます。規定の
トルクで締め付けてください。

締め付けトルク

15 N·m± 2 N·mオイルレベル
プラグ

4.5 N·m± 0.5 N·mオイル充填プ
ラグ

ギヤボックスオイルの交換
1. エンジンを始動して車両を運転

し、ギヤボックスオイルを暖気
します。

注：エンジンのアイドリングでは不十
分であるため、車両のギヤボックスを
作動させる必要があります。
2. 車両を水平面に置いてください。
3. 車両の下側からマグネットドレ

ンプラグ部を清掃します。

注意 排気システムは非常に熱く
なっている可能性があります。

4. ギヤボックスのマグネットドレ
ンプラグの下にドレンパンを置
きます。

5. マグネットドレンプラグとシー
リングワッシャーを取り外しま
す。シーリングワッシャーを廃
棄します。

注意 ギヤボックスオイルは非常
に熱くなっている可能性があります。
6. ギヤボックスオイルレベルプラ

グを取り外します。シーリング
ワッシャーを廃棄します。

注：オイルレベルプラグは、左側エン
ジンサポートの後方、CVTドライブベ
ルトハウジングの下側にあります。
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ギアボックスオイルレベルプラグの位置
1. オイルレベルプラグ
2. 左側エンジンサポート
3. CVTドライブベルトハウジング
7. オイルをギヤボックスから完全

に流れ出るようにします。
8. マグネットドレンプラグをきれ

いにして、ドレンプラグに異物
が付かないように注意します。

注：異物が多すぎる場合は、ギヤボッ
クスの問題を示しています。
9. マグネットドレンプラグを新品

のシーリングワッシャーととも
に取り付け、規定トルクで締め
付けます。

締め付けトルク

30 N·m± 3 N·mマグネットド
レンプラグ

10. オイル充填プラグを取り外して、
Oリングを廃棄します。

注：オイルフィラープラグは、ギヤ
ボックスハウジングの前方、左側エン
ジンサポートとシフトレバーの間にあ
ります。

ギヤボックスオイルフィラープラグの位置
1. オイル充填プラグ
2. 左側エンジンサポート
3. シフトレバー
11. オイルがオイルレベルプラグ穴

から出てくるまで、ギヤボック
スオイルをオイル充填穴から充
填します。

12. オイルレベルプラグとオイル充
填プラグを、新品のシーリング
ワッシャーおよび新品のOリング
とともに取り付けます。規定の
トルクで締め付けてください。

締め付けトルク

15 N·m± 2 N·mオイルレベル
プラグ

4.5 N·m± 0.5 N·mオイル充填プ
ラグ

13. ギヤボックスオイルは現地の環
境規制に従って廃棄してくださ
い。

ブレーキ

警告
新しいブレーキは、慣らし運転が完
了しないと最大効率で作動しませ
ん。ブレーキの効率が最適でない場
合があるため、十分注意してくださ
い。タイヤを慣らすには、約300km
走行し、頻繁にブレーキを使用して
ください。ブレーキをそれほど使わ
ない場合、タイヤの慣らし運転時間
を多めに見積もってください。

ブレーキオイルレベルの確認
密閉容器に入っているDOT 4ブレーキ
オイルのみを使用してください。
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次のようにブレーキオイルのレベルを
点検します。
1. 車両をしっかりした平面上に停

車します。
2. マスターシリンダーリザーバー

後部のレベルマークを確認でき
るように、右側フットペグをず
らします。ドライバーのフット
ペグとブレーキペダルのセクショ
ンを参照してください。

3. リザーバーのブレーキオイルレ
ベルを点検します。両方のチャ
ンバーにおいて、オイルがMINの
マークより上になければなりま
せん。

1. ブレーキオイルMIN.レベルのマーク
2. ブレーキオイルMAX.レベルのマーク
4. 必要に応じて、液を追加してく

ださい。ブレーキオイルの供給
を参照してください。

注：ブレーキオイルのレベルが低いこ
とは、漏れやブレーキパッドの摩耗を
意味します。認定Can-Am On-Road
ディーラーまでお問い合わせくださ
い。
ブレーキオイルの継ぎ足し
1. 右側フットペグを後方いっぱい

までずらします。
2. フィラーキャップとリザーバー

上側を清掃します。

警告
ブレーキオイルシステムの汚れを防
止するため、フィラーキャップとそ
の周辺部を清掃してからフィラー
キャップを取り外します。

3. フィラーキャップ、耐摩耗ワッ
シャーおよびダイヤフラムを取
り外します。

1. フィラーキャップ
2. 耐摩耗ワッシャー
3. ダイヤフラム
4. 液をMAXレベルまで継ぎ足しま

す。
注：ブレーキパッドを取り替えるとブ
レーキオイルレベルが上昇します。
MAXレベルの時に取り替えると、ブ
レーキオイルがこぼれる恐れがありま
す。
注記 ブレーキオイルは塗面またはプ
ラスチックの部品を損傷させます。こ
ぼれた液は直ちに拭き取ります。
5. フィラーキャップ、耐摩耗ワッ

シャーおよびダイヤフラムを取
り付けます。

6. ドライバーのフットペグとブレー
キペダルのセクションで説明さ
れているように、フットペグと
ブレーキペダルの位置を修正し
ます。
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ブレーキシステムの確認
前輪および後輪は油圧式ディスクタイ
プです。これらのブレーキは自己調整
式であるため、調整が不要です。

警告
ブレーキペダルは、右側フットペグ
を移動させるたびに調整が必要にな
ります。

ブレーキの状態を良好に保つには、メ
ンテナンススケジュールにおける次の
事項を点検します。
- 液漏れがないかブレーキシステム
の全体を点検

- ブレーキペダルのスポンジ感触
- ブレーキディスクの過度の摩耗お
よび表面の状態

- ブレーキパッドの摩耗、損傷また
は緩み。

ブレーキシステムに問題がないかの確
認または整備については、認定Can-Am
On-Roadディーラーにご相談くださ
い。
ブレーキシステムの整備は、認定Can-
Am On-Roadディーラー、修理店また
は担当整備士に依頼してください。
バッテリー
バッテリーの位置
バッテリーは、車両の前側部分のフロ
ントサービスカバーの下にあります。

バッテリーの充電
車両には完全に密封されている、メン
テナンスフリーのバッテリーが搭載さ
れています。電解液のレベルを調整す
るために水を足す必要はありません。
車両が一ヶ月以上乗られていない場合

は、バッテリーを充電する必要がある
可能性があります。

警告
従来の鉛蓄電池型電池は使用しない
でください。従来の鉛蓄電池型電池
では、バッテリー出口から酸が漏れ
出す可能性があります。バッテリー
のケースが割れたり損傷していたり
すると、重傷の火傷を起こしかねな
い酸が漏れ出すことがあります。

バッテリーは車両に取り付けられたま
ま充電することもできます。
注記 バッテリーチャージャーに付随
された指示に従ってください。不適切
な充電はバッテリーを損傷してしまう
恐れがあります。
バッテリーを充電するには、以下の手
順を踏んでください。
1. フロントサービスカバーを取り

外します。
2. バッテリーのプラス端子からラ

バーインシュレーターを取り外
します。

3. まず、赤色（+）ケーブルを該当
する端子に接続します。

4. 黒色（-）ケーブルを該当する端
子に接続します。

注記 車両の電気系統の損傷を防ぐた
めに、必ず赤色（+）ケーブルを最初
に接続します。

1. 黒色（+）端子
2. 赤色（+）端子
5. バッテリーチャージャーを始動

させます。充電時間は充電率に
よります。

バッテリーが充電されたら：
1. 最初に黒色（-）ケーブルを外し

ます。
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2. そして赤色（+）ケーブルを外し
ます。

注記 車両の電気系統の損傷を防ぐた
めに、必ず黒色（-）ケーブルを最初に
外します。
3. ラバーインシュレーターをバッ

テリーのプラス端子上に戻しま
す。

4. フロントサービスカバーを取り
付けます。

標準のバッテリーチャージャーを使用
することもできます。推奨される充電
率は2 Aです。バッテリーが上がって
しまった場合は、車のバッテリーで
ジャンプスタートさせることができま
す（道路わきでの修理セクションを参
照してください）。
自宅での充電においては、「細流」充
電器を使ってバッテリーをより遅く充
電させることも可能です。この種類の
チャージャーはバッテリーを損傷させ
ないで長時間接続させることができま
す。チャージャーの説明書に推奨され
ている充電時間に必ず従ってくださ
い。
排気システム
排気システムの確認または整備につい
ては、認定Can-Am On-Roadディー
ラーにご相談ください。
ヘッドライト
ヘッドライトの光軸の確認
ヘッドライトの光軸の確認は、車両に
積載物がない状態で実施しなければな
りません。
カナダおよび米国
1. タイヤに正しく空気が入ってい

ることを検証してください。右
側サービスカバーの内側にある
タイヤレベルを参照してくださ
い。

2. 試験面から10m離れた位置に車
両を駐車します。

車両が水平で、試験面に対して垂直に
なっていることを確認します。

代表例
A. 10 m

代表例
3. 次の表に従い、地面に平行な2本

の線を試験面上に描きます。

試験面に描いた線（地面上の位置）

486 mmA線Ryker
600 449 mmB線

481 mmA線Ryker
900 443 mmB線

466 mmA線Ryker
900
ラリー
エディ
ション

429 mmB線

4. ハイビームを選択します。
5. ヘッドライトの反射焦点（一番

明るいポイント）がマーク内に
ある場合、ビームの光軸は正し
く設定されています。
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代表例 -試験面上のヘッドライトの反射
A. A線
B. B線

その他のすべての国
1. タイヤに正しく空気が入ってい

ることを検証してください。右
側サービスカバーの内側にある
タイヤレベルを参照してくださ
い。

2. 試験面から10m離れた位置に車
両を駐車します。

車両が水平で、試験面に対して垂直に
なっていることを確認します。

代表例
A. 10 m

代表例
3. 次の表に従い、地面に平行な4本

の線を試験面上に描きます。

試験面に描いた線（地面上の位置）

486 mmA線

Ryker
600

449 mmB線

517 mmC線

466 mmD線

481 mmA線

Ryker
900

443 mmB線

511 mmC線

461 mmD線

466 mmA線Ryker
900
ラリー
エディ
ション

429 mmB線

497 mmC線

446 mmD線

4. ハイビームを選択します。
5. ヘッドライトの反射焦点（一番

明るいポイント）がA線とB線の
間にある場合、ビームの光軸は
正しく設定されています。

代表例 -試験面上のヘッドライトの反射
A線
B線

6. ロービームを選択します。
7. ヘッドライトの反射焦点（一番

明るいポイント）がC線とD線の
間にある場合、ビームの光軸は
正しく設定されています。
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代表例 -試験面上のヘッドライトの反射
C線
D線

ヘッドライト光軸の調整
ヘッドライトの光軸の調整は、車両に
積載物がない状態で実施しなければな
りません。
カナダおよび米国
1. サイドフェアリングを取り外し

ます。
1.1 グローブボックスを開

き、燃料フィラードアを
後方にずらします。

代表例
1.2 サイドフェアリングを固

定しているプラスチック
リベットを取り外して保
管しておきます。

代表例
1.3 前下側のコーナー部を引

き、固定タブを外しま
す。

1.4 サイドフェアリングを取
り外します。

2. 右サービスカバーを開きます。
サービスカバーのセクションを
参照してください。

3. 車両に付属しているドライバー
を使って、ヘッドライトハウジ
ングにあるヘッドライトアジャ
スターを軽く回して各ヘッドラ
イトを調節します。

警告
両方のヘッドライトを均等に調整し
ます。

1. 水平（左右）方向調整用ヘッドライ
トアジャスター

2. 垂直（上下）方向調整用ヘッドライ
トアジャスター

4. 完了したら、取り外した部品を
すべて取り付けます。

その他のすべての国
ハイビーム
1. サイドフェアリングを取り外し

ます。
1.1 グローブボックスを開

き、燃料フィラードアを
後方にずらします。
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代表例
1.2 サイドフェアリングを固

定しているプラスチック
リベットを取り外して保
管しておきます。

代表例
1.3 前下側のコーナー部を引

き、固定タブを外しま
す。

1.4 サイドフェアリングを取
り外します。

2. 右サービスカバーを開きます。
サービスカバーのセクションを
参照してください。

3. 車両に付属しているドライバー
を使って、ヘッドライトハウジ
ングにあるアジャスターを軽く
回して各ヘッドライトを調節し
ます。

警告
両方のヘッドライトを均等に調整し
ます。

1. 水平（左右）方向調整用アジャスター
2. 垂直（上下）方向調整用アジャスター
4. 完了したら、取り外した部品を

すべて取り付けます。
ロービーム
1. 車両に付属しているドライバー

を使って、プロジェクターハウ
ジングにあるアジャスターを軽
く回して各プロジェクターを調
節します。

警告
両方のヘッドライトを均等に調整し
ます。

1. 水平（左右）方向調整用アジャスター
2. 垂直（上下）方向調整用アジャスター

ラジエータ
ラジエーターフィンの清掃
注記 （洗車場などで使用されてい
る）高圧洗浄機を使用しないでくださ
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い。ラジエーターフィンを損傷する恐
れがあります。
ラジエーターにアクセスするには、フ
ロントフェイシアを取り外します。
1. フロントサービスカバーを取り

外します。サービスカバーのセ
クションを参照してください。

2. フロントフェイシアの下にある
ねじを取り外します。

3. フロントフェイシアエクステン
ションの端を持ち上げて、リア
固定タブを解除します。

4. フロントフェイシアを前方に引
き、車両から取り外します。

5. 異物や埃を除去します。
注記 （洗車場などで使用されてい
る）高圧洗浄機を使用しないでくださ
い。ラジエーターフィンを損傷する恐
れがあります。

6. フロントフェイシアを取り付け
ます。

フロントフェイシアの取り付け
1. フロントフェイシアの下側スト

リップをラジエーターサポート
に掛けます。

1. フロントフェイシアの下側ストリッ
プ

2. ラジエーターサポート
2. フロントフェイシアの上側部分

を車両の方に傾けます。

3. フロントフェイシアエクステン
ションの両端を上げます。

4. フロントフェイシアの下のねじ
を取り付けて、手だけで締め付
けます。
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5. フロントフェイシアの下のねじ
を規定のトルクで締め付けます。

締め付けトルク

3.5 N·m± 0.5 N·m
フロント
フェイシア
のねじ

6. フロントポストがラバーグロメッ
トに正しく挿入されていること
を確認します。

1. フロントポスト
2. ラバーグロメット
7. フロントフェイシアを所定位置

に押し込みます。

8. 上側アライメントポストを上側
フレームスロットに差し込みま
す。

1

2

左側の図
1. 上側アライメントポスト
2. 上側フレームスロット
9. フロントポストがラバーグロメッ

トに正しく挿入されていること
を確認します。

10. フロントフェイシアエクステン
ションの両端を放します。固定
タブが上側フレームの下になけ
ればなりません。

ステアリングシステム
1. ハンドルバー調整機構部がしっ

かり固定されているか確認しま
す。必要な場合は、固定強さを
調整してください。装備のセク
ションのロッキングレバーの固
定強度の調整を参照してくださ
い。

2. ハンドルバーを動かして、異常
な遊びがないか確認します。

3. タイロッドが曲がっていないか
確認します。

4. タイロッドが緩んでいないか確
認します。
4.1 タイロッドの端付近をつ

かんでください。
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1. タイロッドのこの部分をつか
む
4.2 タイロッドを軸方向に動

かしてみます。

4.3 若干の遊びやタイロッド
のボールから聞こえる音
に注意してください。

5. 前輪および後輪に遊びがないか
確認します。

ステアリングシステムのコンポーネン
トの問題が見つかった場合は、認定
Can-Am On-Roadディーラー、修理店
または担当整備士に修理を依頼してく
ださい。
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車両のお手入れ
洗車
注記 （洗車場などで使用されてい
る）高圧洗浄機を使用しないでくださ
い。車両の一部を損傷する恐れがあり
ます。
車両を清掃するには：
1. 汚れを落とすために水でよく洗

車してください。
2. 柔らかいきれいな布と、モーター

サイクルや自動車に特別に配合
された洗剤などの中性洗剤に水
を混ぜた溶液で洗車してくださ
い。

注：ウィンドシールドやフロントパネ
ルに付着した虫を取り除くには、温か
い水が効果的です。
3. 洗車中にグリースやオイルが付

着していないか点検します。XPS
ROADSTER WASH (P/N 219 701
703)または中性の自動車用脱脂
洗剤を使用します。必ずメーカー
の使用上の注意に従ってくださ
い。

4. セーム皮や柔らかいタオルで車
両から水を拭き取ります。

マット仕上げのある車両
注記 一般的な塗料用に使用される
ワックス、ディーテルスプレーなどの
製品を使用しないでください。研磨剤
で洗浄しないでください。機械クリー
ナーまたはポリッシャーを使用せず、
表面をあまり強く擦らないでくださ
い。
マット仕上げの場合、艶消し塗料に
とって安全で刺激のない洗剤と柔らか
いウォッシュミットを使って手洗いし
ます。虫などの異物を取り除くには、
柔らかい塗布器およびマイルドの溶剤
を使用します。溶剤をかけておき、少
し経ったら拭き取ります。軽く擦りま
す。
この塗装仕上げでは、より頻繁な洗車
が必要になる場合があります。
車両の保護
プラスチックの部品には非研磨ワック
スを塗布します。
注記 マット仕上げの表面（マット塗
装仕上げを含む）はワックスしたり、
研磨しないでください。

推奨表面

クリアコート塗料にも
安全な研磨剤の入って
いないワックスのみを
使用してください

艶出し塗装
仕上げ

ワックスがけをしない
でください。

マット塗装
仕上げ

マット仕上
げ

警告
シートにビニールまたはプラスチッ
ク用の保護剤を塗布しないでくださ
い。これらの製品はシートを滑りや
すくするため、運転中にドライバー
がシート上で安定しないという問題
が生じる恐れがあります。
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保管、シーズン前の準備
保管
冬の時など、車両が最低でも4ヶ月間
運転されていない場合は、車両を良い
状態に保つには適切に保管する必要が
あります。
BRPは、車両を保管する前に、認定
Can-Am On-Roadディーラー、修理
店、または担当整備士に保管準備を依
頼するよう推奨しています。または、
ご都合の良い時に、次の基本手順を
行ってください。
1. 車両を点検し、必要に応じて認定
Can-Am On-Roadディーラー、修
理店、担当整備士に整備、修理、
または交換を依頼してください。
• 米国およびカナダのお客様の場
合、保証請求の詳細は、保証の
セクションにある米国EPA排出
ガス性能保証を参照してくださ
い。

2. エンジンオイルとフィルターを交
換します。認定Can-Am On-Road
ディーラー、修理店、担当整備士
に整備、修理、または交換を依頼
してください。

3. エンジンクーラントおよびブレー
キオイルのレベルを確認します。

4. 燃料タンクに充填し、燃料安定剤
を添加してエンジンを作動させま
す。燃料安定化剤の容器の指示に
厳密に従ってください。

5. すべてのタイヤを推奨される圧力
まで空気を入れます。

6. 車両を掃除します。
7. 車両に透過性カバーをします（防
水シートなど）。プラスチックや
同等の浸透性のない、コーティン
グされた物質は、空気の流れを遮
断し、熱と水分が中に蓄積されて
しまうため、使用を避けてくださ
い。

8. 車両は直射日光のない、毎日の温
度変化があまりない乾いた場所に
保管してください。

9. 1カ月に一度はバッテリーを充電し
ます。2Aの推奨充電速度で、低速
充電を行います。バッテリーの取
り外しは不要です。

シーズン前の準備
保管期間後、運転前に車両を整えて点
検する必要があります。以下の設定や
入力を行います。
1. 車両を覆っているシートを外し、
掃除します。

2. 必要であればバッテリーを充電し
ます。

3. 走行前の点検を行い、低速度で車
両を試乗します。
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道路脇での修理
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診断ガイドライン
注記 車両を移動させる必要がある場
合は、牽引しないでください ̶ 牽引
により車両は深刻な損傷を受けます。
詳細については、このセクションの車
両の移送をご参照ください。
エンジンを停止してRF D.E.S.S.キーを
取り外した後に車両のブザーが鳴り続
ける
1. パーキングポジションレバーが掛
かっていません。
- 同レバーをロック位置に動かし
ます。

2. シフトレバーがFまたはR位置に
なっていません。
- シフトレバーをFまたはR位置に
します。

エンジンがまったく回らない
1. 多機能ゲージクラスターにスクロー
ルされている安全性メッセージが
確認されていない。（安全性メッ
セージが現れない場合であって
も）。
- 右側サービスカバーを開き、安
全カードを読みます。

- スロットルを奥の方へひねり
（手首を上げて）安全メッセー
ジを確認します。

2. エンジンストップスイッチがOFFの
位置にある。
- エンジンストップスイッチが
ONの位置にあることを確認し
てください。

3. バッテリーが上がっているか、バッ
テリーの接触不良。
- 充電されているか確認してくだ
さい。必要であれば充電してく
ださい（メンテナンス手順を参
照してください）。

- バッテリーの接続を確認します
（メンテナンスの手順を参照し
てください）。

4. ヒューズ切れ。
- ヒューズの状態を確認します
（ヒューズの交換を参照してく
ださい）。

5. RF D.E.S.S.キーが読み取れない。

- D.E.S.S.キーを正しく取り付け直
します。

- この車両に対して既にプログラ
ムされている別のD.E.S.S.キーで
試してみます。

エンジンは低回転で回るが、始動しな
い
1. 燃料残量が低い。
- 燃料タンクを満タンにしてくだ
さい（基本手順を参照してくだ
さい）。

2. バッテリーが弱い。
- 充電されているか確認してくだ
さい。必要であれば充電してく
ださい（メンテナンス手順を参
照してください）。

- フロントストレージコンパート
メントのバッテリーの接続を確
認してください。

3. エンジンマネージメントの問題。
- エンジンの始動中にエンジンイ
ンジケーターランプがONであ
るか確認します。点検と修理に
ついて、認定Can-AmOn-Road
ディーラー、修理店、担当整備
士にお問い合わせください。

エンジンが加速しないまたは出力が低
い
1. エンジンの慣らし期間が完了して
いません。
- 慣らし期間を完了させてくださ
い。

2. エンジンエアフィルターが詰まっ
ているか汚れている。
- エアフィルターを確認し、必要
に応じて交換してください。

- エンジンエアフィルターハウジ
ングに堆積物がないか確認す
る。

3. ドライブプーリーとドリブンプー
リーが整備を必要としています。
- 認定Can-Am On-Roadディー
ラーにお問い合わせください。

4. エンジンがオーバーヒートする。
- 下記のエンジンのオーバーヒー
トのセクションを参照してくだ
さい。
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5. ドライブベルトが摩耗して薄すぎ
る。
- ドライブベルトを交換します。
̶ ドライブベルトの幅が、本
来の幅よりも3 mm以上狭く
なった場合、車両の性能に影響
を与えます。

6. 燃料不足
- 燃料ポンププレフィルターが汚
れているか、詰まっています。
点検と修理について、認定Can-
AmOn-Roadディーラー、修理
店、担当整備士にお問い合わせ
ください。

7. 同乗者センサーコネクターを切り
離します。
- センサーを正しく接続し直しま
す。

8. 同乗者シートキットが取り付けら
れた状態で同乗者がいない場合、
左側フットペグが下がっている場
合があります。
- 左側の同乗者フットペグを上げ
て閉じます。

エンジンのオーバーヒート
1. クーリングシステムのクーラント
レベルが低い。
- クーラントレベルを点検し、充
填します。「メンテナンス手
順」を参照してください。認定
Can-AmOn-Roadディーラー、
修理店、担当整備士に整備、修
理、または交換を依頼してくだ
さい。米国およびカナダのお客
様の場合、保証請求の詳細は、
保証のセクションにある米国
EPA排出ガス性能保証を参照し
てください。

2. 冷却ファンが作動していない。
- 冷却ファンが固着していないこ
と、および正常に動作している
ことを確認します。

- ファンのヒューズを確認してく
ださい。道路脇での修理のセク
ションのヒューズの位置を参照
してください。

3. ラジエーターフィンが汚れている。
- ラジエーターフィンを確認し、
清掃します。メンテナンス手順
のセクションのラジエーター
フィンの清掃を参照してくださ
い。
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多機能ゲージのメッセージ
車両状態の重要な情報は多機能ゲージに表示されます。エンジンを始動させる時
は必ずインジケーターランプや特別なメッセージがゲージに現れているか必ず確
認します。
注：二つの異なる警告の組み合わせが発生可能です。
BRPはLIMPHOME（応急帰還）の警告が現れた場合は、車両を移送することを推
奨します。応急帰還モードの状態で車両を運転する場合は、極端な操作は避け、
運転を再会する前に直ちに最寄りの認定Can-AmOn-Roadディーラーに搬入し、
整備を依頼してください。応急帰還モードの状態では、エンジン回転数が制限さ
れるため、車両速度も制限されます。

インジケーターランプ（異常）

対策原因デジタル警告インジケー
ターランプ

車両に合ったキーを使用するか、
または認定Can-Am On-Road
ディーラーにお問い合わせくだ
さい。

-
不正または
不良なキー

BAD KEY（不正
なキー）なし

エンジンを停止し、冷めるまで
待ちます。-

エンジンが
オーバー
ヒートして
いる

HIGH ENGINE
TEMPERATURE
（エンジン温度
上昇）

漏れがないか点検します。-

クーラントのレベルを確認し、
調整します（メンテナンスの手
順を参照）。

-
ON

バッテリーを充電してください
（メンテナンスの手順を参照）。
-

バッテリー
の電圧が低
い/高い

LO BATT VOLT
または

HI BATT VOLT

バッテリー接続部を確認します。-

最寄りの認定Can-Am On-Road
ディーラーに車両を搬入してく
ださい。

-
ON

最寄りの認定Can-Am On-Road
ディーラーに車両を搬入してく
ださい。

-ABS故障。
ABSが機能し
ない

ABS FAULT
ON

最寄りの認定Can-Am On-Road
ディーラーに車両を搬入してく
ださい。

-

VSSの異常VSS FAULT
（VSS異常）

ON
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インジケーターランプ（異常）

対策原因デジタル警告インジケー
ターランプ

最寄りの認定Can-Am On-Road
ディーラーに車両を搬入してく
ださい。

-
EBDの故障EBD FAULT

ブレーキオイルの漏れがないか
確認してください。
-

低ブレーキ
オイルレベ
ル、または
センサーが
故障

BRAKE FAILURE
（ブレーキ故
障）

ブレーキオイルのレベルを確認
し、
調整します（メンテナンスの手
順を参照)。

-

ON

パーキングポジションレバーを
ロック位置に動かします。
-キーがオフ

のときに
パーキング
ポジション
レバーが
ロックされ
ていませ
ん。

なし点滅
+

ブザー音
（キーオフ
時）

エンジンを停止します。クラス
ターを完全に遮断しなければな
りません。

-エンジンマ
ネージメン
トコンポー
ネントの異
常

CHECK ENGINE
（エンジン点検
の必要あり）

ON

最寄りの認定Can-Am On-Road
ディーラーに車両を搬入してく
ださい。

-主要エンジ
ンマネージ
メントコン
ポーネント
またはVSSの
異常

LIMP HOME
MODE（応急帰
還モード）

点滅

オイル漏れがないか確認します。-

油圧の低下なし オイルのレベルを確認し、
調整します（メンテナンスの手
順を参照）。

-
ON

各種メッセージ -不具合のコンポーネントに応じてメッセージが
変わります。

ON
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以下の状況に対する解決策
RF D.E.S.S.キーの紛失
車両を始動するにはRFD.E.S.Sが必要で
す。
走行中にキーを紛失した場合、エンジ
ンは停止したり失火せずに動作し続
け、「CHECKKEY（キーの確認）」の
メッセージが表示されます。エンジン
を停止することはできますが、車両を
再始動するにはスペアキーが必要で
す。
ディーラーに問い合わせて新しいキー
を購入し、プログラムを依頼してくだ
さい。
タイヤのパンク
タイヤのトレッドに深刻な刺し傷や切
り傷があり、完全にパンクしている場
合は、車両を最寄りのCan-Am On-
Roadディーラーに搬入してください。
移送の指示については、このセクショ
ンの車両の移送を参照してください。
釘や石によりタイヤが軽いパンクを起
こしており、完全にパンクしていない
場合は、タイヤは一時的に修理するこ
とができます。一時的にタイヤを修理
するには、自己膨張型タイヤシーラー
またはタイヤプラグ修理キットを使用
します。タイヤシーラーや修理キット
に付属のメーカーの説明書に従い、で
きるだけ早くCan-AmOn-Roadディー
ラーに修理または交換を依頼してくだ
さい。
タイヤが一時的に修理された後は、低
速度で慎重に運転し、交換または完全
に修理されるまでタイヤの空気圧を常
に確認してください。
バッテリー上がり
バッテリーが上がっていたり、エンジ
ンをかけるには電圧が低い場合は、
ジャンプスタートを行います。

警告
ジャンプスタートの手順に従って
ジャンパーケーブルを接続します。
ジャンパーケーブルが適切に接続さ
れていないと、バッテリーから発火
する恐れのある爆発性ガスが漏れる
ことがあります。

注記 上がったバッテリーを切り離さ
ないでください。

1. 救援車を、バッテリーが上がっ
た車両の前側付近に駐車します。

2. フロントサービスカバーを取り
外します。サービスカバーのセ
クションを参照してください。

3. プラス端子カバーを取り外し、
バッテリーポストから腐食物を
除去してから、ジャンパーケー
ブルを接続します。

1. 黒色（+）端子
2. 赤色（+）端子
4. 最初に、赤色ジャンパーケーブ

ルの端を、上がったバッテリー
のプラス（+）端子に接続しま
す。

5. 赤色ジャンパーケーブルのもう
一方の端を、救援車のバッテリー
のプラス（+）端子に接続しま
す。

6. 黒色ジャンパーケーブルの端を、
上がったバッテリーのマイナス
（-）端子に接続します。

7. 黒色ジャンパーケーブルのもう
一方の端を、救援車のバッテリー
のマイナス（-）端子に接続しま
す。

8. 通常の方法で車両を始動します。
エンジンが始動しない場合は、
始動モーターと救援車のバッテ
リーを保護するために、数分待っ
てから再試行します。

注：それでも始動しない場合は、始動
システムに問題がある可能性がありま
す。この車両を認定Can-Am On-Road
ディーラーに移送し（このセクション
の車両の移送を参照）、修理を依頼し
てください。
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9. 車両が始動したら、両車両のエ
ンジンをアイドリングで数分間
作動させたままにしてから、ジャ
ンパーケーブルを切り離します。

10. 接続時とは逆の順序でジャンパー
ケーブルを切り離してください。

注：ジャンプスタートの直後、または
ジャンパーケーブルを取り外した後に
エンジンが停止してしまう場合は、充
電システムに問題がある可能性があり
ます。この車両を認定Can-Am On-
Roadディーラーに移送し（車両の移送
のセクションを参照）、修理を依頼し
てください。
11. できるだけ早くバッテリーチャー

ジャーを使用するか、（メンテ
ナンスの手順を参照）または資
格のある修理屋によって完全に
充電してもらってください。
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ヒューズの交換
車両の電気用品が作動しなくなった場合は、飛んだヒューズを確認し、必要であ
れば交換します。
電気系統の故障が発生した場合は、認定Can-AmOn-Roadディーラーに整備を依
頼してください。
ヒューズの位置
ヒューズボックスは、車両の前側部分
のバッテリーの隣にあります。
ヒューズボックスにアクセスするに
は、前部サービスカバーを取り外しま
す。サービスカバーのセクションを参
照してください。

ヒューズボックス項目詳細

定格説明

7.5 Aクラクション/ハ
ザードF1

15 AヘッドランプF2

5 AUSB/ACCF3

15 A冷却ファンF4

20 A燃料ポンプ/エン
ジンF5

-空きF6

定格説明

10 A電子モジュールF7

15 Aスタートボタン/
クラスターF8

40 AVCMポンプJ1

25 AVCMバルブJ2

-空きJ3

30 AメインJ4

50 AバッテリーJ5

メインリレーRY1

冷却ファンリレーRY2

ヘッドランプリレーRY3

ヒューズの交換
1. エンジンを停止します。
2. ヒューズを取り出します。
3. フィラメントが溶けていないか

確認します。

1. 良好なヒューズ
2. 飛んでいるヒューズ
3. 溶融フィラメント
4. ヒューズを同じ定格のものと交

換します。スペアヒューズは
ヒューズボックスカバーにあり
ます。

122



警告
より高定格のヒューズを使用する
と、深刻な損傷を招き、火災の原因
になります。

5. ヒューズボックスのカバーを閉
じるには、カバーをヒューズに
かぶせるように位置付け、カチッ
と音がするまで慎重に押し下げ
ます。

6. ヒューズのサービスカバーを閉
じるには、カバーをヒューズボッ
クスにかぶせるように位置付け、
ヒューズのサービスカバーが閉
まるまで慎重に押し下げます。

7. バスケットを取り付け、フロン
トストレージコンパートメント
を閉めます。
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バルブの交換
下記のライトはLED（発光ダイオー
ド）で構成されています。LEDは信頼
性の高い技術です。万が一作動しない
場合は、認定Can-Am On-Roadディー
ラーに点検を依頼してください。
- 方向指示灯
- ブレーキライト
- ポジションライト
- ナンバープレートライト
- リバースライト（オーストラリア
モデルのみ）

- ハザード警告点滅灯（オーストラ
リアおよびロシアモデル）

ハイ/ロービームヘッドライ
トバルブ（北米内）

1. サイドフェアリングを取り外し
ます。
1.1 グローブボックスを開

き、燃料フィラードアを
後方にずらします。

代表例
1.2 サイドフェアリングを固

定しているプラスチック
リベットを取り外して保
管しておきます。

代表例
1.3 前下側のコーナー部を引

き、固定タブを外しま
す。

1.4 サイドフェアリングを取
り外します。

2. ヘッドライトコネクターを外し
ます。

3. ヘッドライトバルブカバーを取
り外します。

4. バルブストッパーを反時計方向
に回してロックを解除します。
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5. 不具合のバルブを取り外します。
6. 新品のバルブを取り付けます。

バルブのタブをハウジングの凹
みに揃えます。

注記 寿命が短くなるので、ハロゲン
電球のガラス部分を絶対に素手で触ら
ないでください。ガラス部分を触って
しまった場合、イソプロピルアルコー
ルおよび清潔なウエスで清掃します。
7. バルブストッパーを時計方向に

回して、バルブを所定位置に固
定します。

8. 取り外しとは逆の順序で、すべ
ての部品を正しく取り付けます。

ハイビームヘッドライトバル
ブ（北米外）

1. サイドフェアリングを取り外し
ます。
1.1 グローブボックスを開

き、燃料フィラードアを
後方にずらします。

代表例
1.2 サイドフェアリングを固

定しているプラスチック
リベットを取り外して保
管しておきます。

代表例
1.3 前下側のコーナー部を引

き、固定タブを外しま
す。

1.4 サイドフェアリングを取
り外します。

2. ヘッドライトコネクターを外し
ます。

3. ヘッドライトバルブカバーを取
り外します。
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4. バルブストッパーを反時計方向
に回してロックを解除します。

5. 不具合のバルブを取り外します。
6. 新品のバルブを取り付けます。

バルブのタブをハウジングの凹
みに揃えます。

注記 寿命が短くなるので、ハロゲン
電球のガラス部分を絶対に素手で触ら
ないでください。ガラス部分を触って
しまった場合、イソプロピルアルコー
ルおよび清潔なウエスで清掃します。
7. バルブストッパーを時計方向に

回して、バルブを所定位置に固
定します。

8. 取り外しとは逆の順序で、すべ
ての部品を正しく取り付けます。

ロービームヘッドライトプロ
ジェクター（北米外）
ロービームプロジェクター内のバルブ
は交換できません。万が一作動しない
場合は、認定Can-Am On-Roadディー
ラーに点検を依頼してください。
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車両の移送
車両を移送する必要がある場合は、適
切なサイズと容量の平台トレーラーで
移送してください。

注意 車両を押す必要がある場合
は、ブレーキペダルをいつでも踏める
ように右側から押します。
車両を後方に引っ張る場合は、足元が
前輪によってひかれないように注意し
ます。
注記 この車両は牽引しないでくださ
い。牽引すると車両の駆動システムに
深刻な損傷を与える恐れがあります。
注記 車両を縛り付けるのにチェーン
の使用は避けてください ̶ 表面の仕
上げやプラスチックのコンポーネント
を損傷させる恐れがあります。
注記 フロントフェイシアを必ず輸送
車両の方に向けた状態で、車両を輸送
してください。
牽引または移送サービスにお問い合わ
せする場合は、車両を安全に持ち上
げ、ストラップを縛り付けるために長
物トレーラー、導板またはパワーラン
プがあるか尋ねてください。本セク
ションで記載の通りに車両を適切に移
送してください。
車両を手作業で載せるには
1. トランスミッションレバーが前

進位置になっていることを確認
します。

F =前進
R =後進

2. パーキングポジションレバーを
解除します。

3. 車両をトレーラーまたはランプ
の上まで押して移動します。

4. パーキングポジションレバーを
掛けます。

5. それぞれのホイールのリムにス
トラップを通し、これをトレー
ラーまたはランプにしっかり固
定します。

注記 車両の損傷を防止するため、車
両を固定しようとして他の取り付けポ
イントを使用しないでください。

前輪

後輪

ウィンチを使用して車両を載
せるには
1. トランスミッションレバーが前

進位置になっていることを確認
します。

F =前進
R =後進

2. ストラップを各ロアサスペンショ
ンアームに取り付けます。
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3. ストラップをウィンチケーブル
に取り付けます。

注記 車両正面の損傷を防止するた
め、十分長いストラップを使用してく
ださい。

4. パーキングポジションレバーを
解除します。

5. ウィンチを作動させて、車両を
トレーラーまたはランプの上ま
で引きます。

6. パーキングポジションレバーを
掛けます。

7. ウィンチを外して、ロアサスペ
ンションアームからストラップ
を取り外します。

警告
絶対にウィンチを使用して車両を固
定しないでください。

8. それぞれのホイールのリムにス
トラップを通し、これをトレー
ラーまたはランプにしっかり固
定します。

注記 車両の損傷を防止するため、車
両を固定しようとして他の取り付けポ
イントを使用しないでください。

前輪

後輪
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技術情報
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車両の識別
車両の主な構成要素（エンジンやフ
レーム）は、それぞれ異なる製造番号
で識別されます。保証を受けるとき
や、無くなった車両を探すときなど
に、これらの番号を確認しなければな
らない場合があります。これらの番号
は、ディーラーが保証請求を正しく行
う際に必要となります。車両のすべて
のシリアル番号を記録し、保険会社に
提出すること強く推奨します。
車両識別番号
カナダおよび米国モデル

車台番号ラベル
1. VIN（車両識別番号）
2. モデル番号
その他の全モデル

代表例 -車両シリアル番号ラベル
1. VIN（車両識別番号）
2. モデル番号

代表例 -シート下の左下リアチューブに貼
り付け

エンジン識別番号

600 ACEエンジン
1. EIN（エンジン識別番号）の位置

900 ACEエンジン
1. EIN（エンジン識別番号）の位置
シリンダーヘッドの前には2つ目のEIN
もあります。
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車両コンプライアンスラベル
EPAコンプライアンスラベル
（北米向けモデル）
このラベルはエアフィルターの上方に
あります。

代表例 -カナダおよび米国モデル

コンプライアンスラベル
（オーストラリアモデル）
このラベルは、右下のリアチューブに
貼られています。

代表例 -オーストラリアADRラベル
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騒音エミッションコントロールシステム規制
騒音制御システムを改ざんすることは禁止されています。
米国連邦法およびカナダ州法によって、以下の行動またはそれに起因するものが
禁止される場合があります。
1. 新しい車両に騒音コントロールを目的として最終購入者への販売または納入
以前または使用中に組み込まれた、機器またはデザイン要素を、いかなる人
物によっても整備、修理、交換以外を目的として取り外す、または作動不能
にすること、または

2. これらの機器またはデザイン要素を、いかなる人物によっても取り外し、ま
たは作動不能にした後に、車両を使用すること。

これらの行動の中で、改ざんとみなされるものは、以下のリストに掲載されてい
る行動です。
1. マフラーまたはエンジン排気ガスの排出を処理するいかなるエンジン部品の
取り外し、改造または穴あけ。

2. 吸気システムのいかなる部分の取り外し、改造または穴あけ。
3. 車両の稼動部品、または排気または吸気システムの部品を、不適合部品と交
換すること。

4. 適切な整備をしないこと。
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無線周波数デジタルコード化されたセキュリティシ
ステム（無線周波数D.E.S.S.キー）
この装置は、FCC（米国連邦通信委員会）第15部およびIndustryCanada（カナダ
産業省）ライセンス免除RSS基準に準拠しています。操作は、下記の2つが前提
条件となります。(1)この装置は干渉を発生させません。また、(2)この装置は、
装置に望ましくない動作を発生させる恐れのある干渉を含めて、あらゆる干渉に
順応する必要があります。
Le présent appareil est conforme aux CNR d'Industrie Canada applicables aux
appareils radio exempts de licence.L'exploitation est autorisée aux deux conditions
suivantes:(1) l'appareil ne doit pas produire de brouillage, et (2) l'utilisateur de
l'appareil doit accepter tout brouillage radioélectrique subi, même si le brouillage
est susceptible d'en compromettre le fonctionnement.
コンプライアンス責任者によって明白に承認されていない変更や改良がされた場
合、ユーザーが機器を操縦する権限が無効になる場合があります。
IC:11538A-246416
FCC ID:2ABBF-246416
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EAC適合宣言書

ユーラシア経済連合のマークのための
空白ページ（該当の場合）
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仕様
製品の品質と技術革新への継続的なコミットメントを果すために、BRPは以前に
製造された製品に同様の改良を加える義務を負うことなく、その製品の設計や仕
様の変更、追加、または改良をいつでも行う権利を留保します。

エンジン - 600 ACE

ROTAX® 600 ACE、水冷4
ストローク、ダブルオー
バーヘッドカムシャフト
（DOHC）、ドライサン

プ

エンジンタイプ

2気筒数

8バルブ（自己調整型油圧
バルブリフター）バルブ数

74 mmボア

69.7 mmストローク

599 cm³排気量

12:1圧縮比

6,750 RPM最大馬力/回転数

「2-in-1」タイプのマニ
ホールド、触媒コンバー
ター付きマフラー

排気システム

ペーパーエレメントエアフィルター

エンジン - 900 ACE

ROTAX900ACE、水冷4ス
トローク、ダブルオー
バーヘッドカムシャフト
（DOHC）、ドライサン

プ

エンジンタイプ

3気筒数

12バルブ（自己調整型油
圧バルブリフター）バルブ数

74 mmボア

69.7 mmストローク

899 cm³排気量

11:1圧縮比

7,750 RPM最大馬力/回転数
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エンジン - 900 ACE

「3-in-1」タイプのマニ
ホールド、触媒コンバー
ター付きマフラー

排気システム

ペーパーエレメントエアフィルター

潤滑システム

ドライサンプタイプ

交換式カートリッジオイ
ルフィルターオイルフィルター

2.5 LRyker 600エンジンオイルタンク容量（エンジンオ
イルおよびフィルター交換時） 2.8 LRyker 900

メンテナンス手順のセク
ションの推奨エンジンオ

イルを参照
エンジンオイル

クーリングシステム

メンテナンス手順のセク
ションの推奨エンジン
クーラントを参照

冷却液タイプ

2.2 LRyker 600
容量

2.45 LRyker 900

燃料システム

多点式燃料噴射、46 mm
スロットルボディ燃料供給

電動（燃料タンク内）燃料ポンプ

無鉛レギュラーガソリン
基本手順のセクションの

燃料要件を参照
タイプ

燃料 87 (R+M)/2北米最低オクタン
価 92 RON北米以外

91 (R+M)/2北米推奨オクタン
価 95 RON北米以外

20 L燃料タンク容量
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燃料システム

± 3.8 L燃料低下インジケーターが点灯したときの燃料残量

1,100 rpm± 50（調整不
可）Ryker 600

アイドリング回転数
850 rpm± 50（調整不

可）Ryker 900

電装システム

400 W（7,000 rpm時）発電機出力

NGK CR8EBまたは同等品タイプ
スパークプラグ

0.7 mm～ 0.8 mmギャップ

YTX14L、メンテナンスフ
リーSLAタイプ

バッテリー 12ボルト電圧

12 A•h公称定格

H4、12 V 55/60 WCA/US
ヘッドライト 低：プロジェクターLED

ハイ：H4、12 V 55/60 W
その他の
国

LEDライト（方向指示灯、ブレーキ、ポジション、ナン
バープレート）

LEDオースト
ラリアリバースライト

ヒューズの交換のセク
ションのヒューズボック
ス項目詳細を参照

ヒューズおよびリレー

駆動システム

無段変速機（CVT）トランスミッション

1,800 RPM締結回転数

ベベルギヤ付きシャフト
ドライブファイナル・ドライブ

335 ml容量

ファイナルドライブオイル メンテナンス手順のセク
ションの推奨ファイナル
ドライブオイルを参照

推奨
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駆動システム

3.15 : 1リアギヤレシオ

前進および後進位置ギヤボックス

500 ml容量

ギヤボックスオイル メンテナンス手順のセク
ションの推奨ギヤボック
スオイルを参照

推奨

ステアリング

ピットマンアームタイプ

調整式ステアリングステアリングホイール

4,435 mm回転半径

フロントサスペンション

スタビライザーバー付き
のダブルサスペンション

アーム
サスペンションタイプ

137 mmRyker 600
Ryker 900

サスペンショントラベル
162 mm

Ryker 900
ラリーエ
ディショ
ン

2数量

ショックアブソーバ
オイルタイプRyker 600

Ryker 900

タイプ
HPGショック

Ryker 900
ラリーエ
ディショ
ン

調節不可Ryker 600
Ryker 900

プリロード調整タイプ
ネジ山付きリング

Ryker 900
ラリーエ
ディショ
ン
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リアサスペンション

シングルスイングアームサスペンションタイプ

150 mmRyker 600
Ryker 900

サスペンショントラベル
175 mm

Ryker 900
ラリーエ
ディショ
ン

1数量

ショックアブソーバ
HPGショックRyker 600

Ryker 900

タイプ
ピギーバックリザーバー
付きHPGショック。

Ryker 900
ラリーエ
ディショ
ン

カム、5ポジションRyker 600
Ryker 900

プリロード調整タイプ

ネジ山付きリング
Ryker 900
ラリーエ
ディショ
ン

ブレーキ

ABSおよびEBD付きの、足
踏式完全統合油圧3輪ブ
レーキシステム

タイプ

デュアル 270 mm
ディスク、

2 x 27 mmピストン付き
ニッシン製フローティン

グキャリパー

フロントブレーキ

シングル 220 mm
ディスク、

1ピストンフローティング
キャリパー付き

リアブレーキ

DOT 4タイプ
ブレーキオイル

200 ml容量
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ブレーキ

フローティングキャリパー

オーガニックブレーキパッド材質

0.5 mm最小ブレーキディスク厚

5mm最小ブレーキディスク厚

0.2 mmブレーキディスクの最大歪み

タイヤ

Kenda KR390 145/60R16
M/C 66T

Ryker
600
Ryker
900

フロント

タイプ（BRPが推奨するラジア
ルタイヤのみ使用してくださ
い）

Kenda KR392 145/60R16
M/C 66T

Ryker
900ラ
リーエ
ディショ
ン

Kenda KR391 205/45R16
M/C 77T

Ryker
600
Ryker
900

リア

Kenda KR393 205/55R15
M/C 81T

Ryker
900ラ
リーエ
ディショ
ン

推奨タイヤ圧はタイヤラ
ベルに記載圧力

1.6 mmフロント
タイヤ溝の最小深さ

1.6 mmリア
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ホイール

アルミダイカストホイー
ル

Ryker 600
Ryker 900

タイプ
鍛造アルミホイール

Ryker 900
ラリーエ
ディショ
ン

406 mm x 114 mmフロント

リムサイズ
406 mm x 165 mmRyker 600

Ryker 900

リア
381 mm x 165 mm

Ryker 900
ラリーエ
ディショ
ン

300 N·m± 15 N·mセンターロックホイールナット

寸法

2,352 mm全長

1,509 mm全幅

1,062 mm全高

599 mmRyker 600

シート高さ
597 mmRyker 900

615 mm
Ryker 900
ラリーエ
ディショ
ン

1,709 mmホイールベース

104 mmRyker 600

最低地上高（エンジンの前部および下
部）

102 mmRyker 900

112 mm
Ryker 900
ラリーエ
ディショ
ン
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重量および積載量

270 kgRyker 600

乾燥重量
280 kgRyker 900

285 kg
Ryker 900
ラリーエ
ディショ
ン

2 kgグローブボックス

10 kg
Ryker 900
ラリーエ
ディショ
ン

リア構造部（最大マウント）

207 kg許容車両総積載量（運転者、その他すべての貨物、
追加されたアクセサリを含む）

489 kgRyker 600
車両総重量 (GVWR)

499 kgRyker 900

239 kgRyker 600フロン
ト

車軸総重量（GVWR）
248 kgRyker 900

250 kgRyker 600
リア

251 kgRyker 900
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BRP限定保証‒カナダおよび米国、2020 CAN-AM®
RYKER®シリーズ
1.限定保証の範囲
Bombardier Recreational Products Inc.（以下「BRP」とします）* は、米国およ
びカナダの認定Can-AmOn-Roadディーラー（以下に定義）によって販売された
2020年型のCan-AmRykerRoadsters（以下、「製品」）について、指定の期間の
間、下記の条件のもとで素材または製造上の欠陥がないことを保証します。以下
の場合は、この限定保証は無効になります：(1)製品を、以前の所有者による行
為である場合も含めて、一度でもレースやその他の競技活動に使用した場合、ま
たは (2)オドメーターを取り外したり、改ざんした場合。(3)製品をオフロードで
使用した場合。(4)製品の動作、性能または耐久性に悪影響を与えるような方法
で改造、修正した場合、または、意図された仕様を変えるような改造、修正した
場合。

この限定保証は、工場以外で取り付けられた部品やアクセサリを保証しません。
該当する部品およびアクセサリの限定保証に関する文章を参照してください。
2.責任の範囲
この保証は明示的に付与されるものであり、商品性または特定の目的への適合性
の何らかの保証を含むがそれらのみには限定されない、明示的または黙示的な保
証その他のすべての保証に代わるものとして受諾されます。それらが否認され得
ない限りにおいて、黙示的保証は明示的保証の有効期限内のみに限定されます。
付随的および間接的損害は、この保証の範囲から除外されます。ただし、一部の
国では上述の否認、制限、除外が認められていないため、それらは所有者には適
用されない可能性があります。この保証は特定の権利を付与するものであり、所
有者は国ごとに異なるその他の法的権利を留保することができます。
ディストリビューター、ディーラー、そしていかなる個人は、この限定保証に含
まれていない確約、表明、または保証を提供する許可はされておらず、万が一提
供された場合は、それらの内容はBRPに対して強制できるものではありません。
BRPは、限定保証が有効である期間中は販売済みの製品に適用される保証条件が
変更されないことを前提として、この保証をいつでも変更する権利を留保しま
す。
3.除外規定（以下は保証修理の対象とはなりません）
以下は保証対象ではありません:
- オイル、潤滑剤、液体、フィルターおよびスパークプラグを含むがこれらの
限定されない、定期的にメンテナンスする必要のある部品の交換。

- タイヤ、バッテリー、発電機のブラシ、シールドビームおよび電球、クラッ
チプレートおよびフェーシング、駆動ベルト、ブレーキパッド、ブレーキラ
イニング、ローターおよびスプロケットを含む部品の通常の摩耗および消耗。

- ベルト、アラインメントおよび車輪バランスの調整を含む部品のチューンアッ
プおよび調整。

- シートカバーの素材の傷、へこみ、退色、剥離や損傷を含む製品の外観への
損傷。

- オペレーターズガイドに示されている適正なメンテナンスまたは保管を怠っ
たために発生した損害;

- 製品の正式仕様範囲を超える部品を取り外し、不適切な修理、扱いまたはメ
ンテナンス、および改造や改変による損傷、または認定ディーラーの一員で
はない人によって行われた修理によって生じた損傷。

- 異なるタイヤ、排気システム、車輪またはブレーキを含む純正部品とは異な
る仕様の部品の取り付けにより生じた損傷。

*米国内では、製品の流通とサービスはBRP US Inc.が行います。
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- 誤用、乱用、過失、またはオペレーターズガイドで説明されている推奨事項
に一致しない方法による製品の操作によって発生した損害。

- 水の吸い込み、事故、道路上の危険性、水没、火災、盗難、破壊行為、また
はあらゆる天災や不可抗力の結果として生じた損傷。

- オペレーターズガイドの推奨事項と異なる仕様の燃料、オイルまたは液体を
使って生じた損傷。

- オペレーターズガイドの説明とは異なる道路塩、バッテリー液または環境の
影響から生じた損傷。

- 間接的な損害、付随的な損害、つまり、牽引、保管、電話、レンタル、タク
シー、不便性、保険対象、ローンの支払い、時間の損失、所得喪失等それら
のみに限定されないその種の損害。

4.保証対象期間
この限定保証は、製品が最初の小売消費者に納品された日と、製品が初めて使用
された日のうちいずれか早い方に発効し、以下に定める期間中効力を有します。
1. 個人使用、レクリエーション用途、および業務使用の場合、以下の(2)から(5)
の状況以外では、連続する12ヶ月間。

2. バッテリーにおいては、連続する6ヶ月間。
3. タイヤにおいては、連続する6ヶ月間、または前輪が （2.38 mm）まで磨り
減った時点、または後輪が（3.97mm）まで磨り減った時点のいずれかが最
初に発生した時点。

4. 排出ガス関連のコンポーネントに関しては、本書に記載された米国EPA排出
ガス関連保証も参照してください。

5. カリフォルニア州の住民への販売、およびその後の保証はカリフォルニア州
の住民に登録されることを本来意図して製造され、カリフォルニア州での販
売を目的とした製品については、関連するカリフォルニア州の排出ガス制御
保証規定もご覧ください。

この保証による部品の修理もしくは交換、または整備の実施によって、保証の本
来の有効期限を超えてこの保証が延長されることはありません。
5.保証の適用を受けるための条件
この保証適用は、次の各条件が満たされたときにのみ適用されます。
- 製品は、その販売が行われた国において製品の販売を許可されているCan-Am
On-Roadディーラー（以下「ディーラー」）から、新品で未使用の製品とし
て最初の所有者により購入される必要があります。

- BRPが指定する納入前点検を完全に実施し、文書化し、購入者がそれを署名
する必要があります。

- 製品が、認定Can-Am On-Roadディーラーによって正しく保証登録手続きさ
れていること。

- 製品は、購入者が居住する国で購入される必要があります。
- オペレーターズガイドにしたがって定期的なメンテナンスを行う必要があり
ます。BRPは、この保証を適用する際の条件として、適切なメンテナンス実
施の証明を求める権利を留保します。

BRPは、上記条件が満たされない場合、個人使用の所有者または業務用に使用す
る所有者に対して限定保証を与えません。このような制限は、BRPが製品の安全
ばかりでなく、消費者と一般の人々の安全を確保するためにも必要です。
6.保証を受けるためにしていただくこと
お客様は、異常が発生した直後に製品の使用を中断しなければなりません。お客
様は欠陥の発見から3日以内に、整備を行うディーラーにその旨を通知し、ディー
ラーが修理を行うために必要とする期間をディーラーに与える必要があります。
また、お客様は製品の購入を証明するものをディーラーに提示しなければなら
ず、保証修理を有効にするため、その修理の開始に先立って修理／作業注文書に
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署名しなければなりません。この限定保証に基づいて交換された部品は、すべて
BRPの所有となります。
7. BRPが行うこと
この保証に基づくBRPの義務は、保証期間中、通常の使用、メンテナンス、およ
び整備が行われたにもかかわらず故障した部品を、部品代および工賃を請求する
ことなく、任意の 認定ディーラーにおいて、当社の判断により修理するかまた
は新しい純正部品と交換することです。BRPの責任は、部品の必要な修理または
交換を行うことだけに限定されます。保証の不履行に対する請求は、製品の払い
戻しや販売の撤回の理由とはなりません。
最初の販売の国以外でサービスが必要である場合には、例えば輸送料金、保険、
税金、ライセンス料、関税、および、いかなるそして全ての他の金融手数料に関
して、これらに限定せず、国、州、地域やそれぞれの機関によって課される場合
も含めて、所有者は地域の慣習や状況による全ての追加料金に関する責任を負い
ます。
BRPは、製造されたいかなる製品に同様の改良を加える義務を負うことなく、製
品の改良または変更を継続して行う権利を留保します。
8.所有権の譲渡
保証期間中に製品の所有権が譲渡された場合、この限定保証もその諸条項に基づ
いて譲渡され、BRPまたは認定ディストリビューター/ディーラーが、もとの所有
者が所有権の譲渡に同意したことの証明書、および新しい所有者の連絡先を受領
することを条件に、残りの保証期間中も有効になります。
9.お客様への支援
本限定保証に関して論争または紛争が生じた場合、まずはディーラーレベルで問
題解決を試みてください。その問題について、認定ディーラーのサービスマネー
ジャーまたは店主とよく話し合ってください。
解決されない問題がまだ存在する場合、www.brp.comにあるお客様連絡先フォー
ムに記入してBRPに連絡するか、このガイドの「お客様窓口」のセクションに記
載されている所在地のいずれかに郵便でご連絡ください。
米国EPA排出ガス性能保証
Bombardier Recreational Products Inc. (「BRP」)は、以下の条件をすべて満たし
ている場合に保証致します。
1. 車両は、正しいメンテナンスと使用に関する文書による指示に従い整備、操
作されている。

2. 車両が、使用耐用期間中に、EPA承認排出ガステストにより決められた通り、
適用される排出ガス基準またはファミリー排出ガス限度に適応できなくなっ
た。

3. 非準拠により、車両の所有者が、地域、州または連邦の法律に基づき、罰金
その他の制裁（車両を使用する権利の否定を含む）を負う、または負うであ
ろう結果を招いた際、車両が5年以上または30,000キロメートル以上使用され
ている場合を除き、BRPは所有者への費用なしで非準拠を補修します。BRPに
は、車両の排出ガスを減少させることを唯一または主要な目的として取り付
けられたコンポーネントで、1968年型以前には一般的に使用されていなかっ
たものの故障から生じた非準拠の矯正のみが義務付けられます。

保証期間は、車両が最終購入者に納品された日に、または車両が最初に「展示
品」または「会社」のモーターサイクルとして使用された場合には最初に使用さ
れた日に開始します。
排気ガス性能保証によって使用耐用期間中の全期間保証されているアイテムは以
下の通りです。
*米国内では、製品の流通とサービスはBRP US Inc.が行います。
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燃料システムおよび給気システム
- 燃料インジェクター、燃料ポンプモジュール、燃料フィルターアセンブリ、
スロットルボディ（スロットルポジションセンサーを含む）、インテークマ
ニホールド

イグニションコンポーネントおよびセンサー
- エンジンコントロールモジュール（ECM）、エンジン配線ハーネス、イグニ
ションコイル、スパークプラグ（保証されるのは最初の整備交換まで）、騒
音センサー（ノックセンサー）、カムシャフトポジションセンサー、クラン
クシャフトポジションセンサー、温度センサー、圧力および温度センサー、
酸素センサー

排気システム
- プライマリマフラー（触媒コンバーターを含む）、排気マニフォールド
- クランプ、ガスケットおよびシール（エンジンからプライマリマフラーまで）
クランクケースベンチレーションシステム
- クランクケースベントブリーザー、クランクケースベントホース、オイルフィ
ルターキャップ

蒸気ガスエミッションコントロールシステム
- 燃料タンク、燃料キャップ、燃料ホース、蒸気キャニスター、蒸気キャニス
ターのマウンティングブラケット、ブリード弁（パージバルブ）、チェック
バルブ、フィルター、蒸発用コンポーネント、マウンティングブラケット

- クランプ、シール、ガスケットおよびフィッティング（燃料システムアセン
ブリに関係するもの）

適切なメンテナンスについては、このオペレーターズガイドのメンテナンス情報
セクションをご覧ください。このオペレーターズガイドには、車両の適切な使用
に関する情報が含まれています。
排気ガス性能保証によると、以下のリストの項目2により要求される緊急修理を
除き、BRPは認定Can-Am On-Roadディーラーに修理のために正当に持ち込まれ
たいかなる車両の補修費用全額を支払う責任があります。故障した車両の所有者
に課される罰金または制裁の程度に関する州または地域の法律は、この責務には
関係しません。
以下の理由を根拠に、BRPが排気ガス性能保証の請求を拒否することはありませ
ん。
1. BRPによって認定された施設でそういった作業またはサービスを行うために
実施された保証作業または納入前サービス

2. 車両の所有者が車両が規格に合致するよう迅速に対処した場合に限り、BRP
が原因の、運転が危険な状態を含む危険状態を修正するために緊急状況で行
われた作業

3. 適用される排出ガス基準に車両が適応できない理由とは無関係な、保証され
ていない部品の使用、または適切なメンテナンスおよび使用に関する文書に
よる指示の不履行

4. BRPに責任があるあらゆる原因
5. 適切なメンテナンスおよび使用に関する文書による指示で特にその燃料の使
用が車両の排気ガス制御装置およびシステムに悪影響を及ぼすと明記され、
使用に適切な燃料の識別方法に関する一般的に良く知られている情報を所有
者が得られる場合を除き、車両が存在する地域で一般的に使用されているい
かなる燃料の使用メンテナンス情報のセクションおよび給油のセクションに
ある燃料に関する要件を参照してください。

前の項目に記されている場合を除き、保証されていない部品の使用が原因で車両
が排気ガス基準を満たせなくなった場合に、BRPは、車両のメンテナンスまたは
修理で使用された保証されていないアフターサービス部品に基づいて、排気ガス
性能保証の請求を拒否することがあります。純正部品と同等ではない部品または
保証されていないアフターサービス部品の使用は、排気ガス制御システムの効率
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に悪影響を及ぼす可能性があり、車両が排気ガス基準を満たさなくなります。保
証部品の使用は排気ガス性能保証に影響しません。排出ガス制御装置およびシス
テムのメンテナンス、交換、または修理は、モーターサイクルの修理店または保
証部品を使用する個人なら誰でも実施できます。
お客様は、欠陥に気がついたらすぐに、認定Can-AmOn-Roadディーラーに車両
を持ち込む責任があります。認定Can-AmOn-Roadディーラーが保証請求の手続
きをします。
認定Can-Am On-Roadディーラーが、（車両の所有者、あるいはBRPまたは認定
Can-AmOn-Roadディーラーのコントロール外の出来事が原因ではない理由で）
最初に車両が認定Can-AmOn-Roadディーラーに持ち込まれて30日以内に車両を
修理できない場合は、所有者には、所有者が選んだ修理店で、BRPが費用を負担
して、保証補修を行う権利があります。
この保証に基づいて交換された欠陥部品は、すべてBRPの所有となります。
連絡先：Director, Field Operations and Support Division (6406J), Environmental
Protection Agency, 401 「M」 Street, SW., Washington, DC 20460
(Attention:WarrantyClaim)。排気ガス性能保証に関する詳細について、または排
気ガス性能保証条項の違反の報告は、この連絡先に問い合わせてください。
また、BombardierRecreational Products Inc（以下「BRP｣とします）は、最終購
入者および各二次購入者に対して、排気エミッション制御システムおよび蒸発ガ
ス制御システムのすべての部品を含み、この新しいエンジンが二つの条件を満た
すことを保証します。
- 最終購入者への販売時に、オンロードモーターサイクルに適用される40 CFR
86および蒸気ガス排出基準40 CFR 1051の要件に準拠するよう設計、組み立
て、装備されています。

- オンロードモーターサイクルに適用される40CFR86および蒸気ガス排出基準
40CFR1051の要件への準拠を妨げるような素材および製造上の欠陥はありま
せん。

保証の対象となるものがある場合は、BRPは表示された保障期間中、エンジンか
らの規制汚染物質の排出量を増加させる部材または製造上の欠陥がある部品やコ
ンポーネントの修理または取り換えを、排出ガス関連部品の診断、修理または取
り換の費用を含み、無償で行います。
排出ガス関連保証は、以下の期間のうち最も短い期間となります。

推奨キロメーター

530,000排出ガスおよび蒸気ガス関連コンポーネント:

米国EPA連邦騒音エミッション保証
また、BombardierRecreational Products Inc（以下「BRP｣とします）は、最終購
入者および各二次購入者に対して、以下の期間で最も先に訪れた期間、この新し
い車両が販売時にすべての適用される米国 EPA 連邦騒音コントロール基準を満
たすよう設計、組み立て、装備されており、適切に整備および使用されている場
合には、すべての適用される米国 EPA 連邦騒音基準への準拠を妨げるような素
材および製造上の欠陥がないことを保証します。

年キロメーター

16,000

カリフォルニア州の排出ガス制御保証規定
* 米国内では、製品の流通とサービスはBRP US Inc.が行います。
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保証の権利と義務
これよりカリフォルニア州大気資源委員会およびBombardierRecreationalProducts
Inc.を代表してBRP US Inc.（以下「BRP」）* は、2020年型のCan-Am Rykerの排
出ガス制御システム保証に関する説明をします。カリフォルニアでは、新しい自
動車は州のスモッグ防止基準を満たすように設計、組み立て、装備されてなけれ
ばなりません。BRPは、酷使や不注意、そして不適切なメンテナンスが行われな
いない限り、使用されている車両を下記の期間以上、車両の排出ガス制御システ
ムを保証しなければなりません。
排出ガス制御システムには、噴射装置、イグニッションシステム、触媒コンバー
ターおよびエンジンコンピューター等の部分が含まれます。またホース、コネク
ターおよびその他の排出関連のアッセンブリーが含まれます。保証の対象となる
ものがある場合は、BRPは診断、部品および労働費を含めて、無料で車両を修理
いたします。

製造業者の補償範囲
- 5年間または30,000 km走行まで（いずれか早い方）。

所有者の保証における責任
車両の所有者として、オペレーターズガイドに記載されている必要なメンテナン
スを実施する責任があります。BRPは車両の保証に関するすべての受領書を安全
な場所に保管しておくことを推奨しますが、BRPは受領書の紛失またはすべての
メンテナンスをお客様が行わなかったとしても、保証の提供をいたします。
問題が発生した場合は、車両をBRP認定ディーラーにできるだけ早く持ち込んで
ください。保証修理期間は、30日以下とする妥当な時間を用します。
また、車両の所有者として、BRPは酷使、不注意、不適切なメンテナンス、不適
切な改変により生じた車両または部品の故障に対する一切の保証をいたしかるこ
とを考慮してください。
保証の権利と義務に関してご質問がありましたら、BRPのお客様相談室（1-888-
272-9222）またはCalifornia Air Resource Board (9528 Telstar Avenue, El Monte,
CA 91731)までお問い合わせください。

*米国内では、製品の流通とサービスはBRP US Inc.が行います。
© 2019 ボンバルディエレクリエーショナルプロダクツ無断複写転載を禁じま
す。
®™ボンバルディエレクリエーショナルプロダクツまたはその関連会社の商標で
す。
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BRP国際限定保証：2020CAN-AM®RYKER®シリーズ
1.限定保証の範囲
ボンバルディエレクリエーショナルプロダクツ（以下「BRP」）*は、米国、カ
ナダ、欧州経済地域（「EEA」）の国々（欧州連合にノルウェー、アイスランド
およびリヒテンシュタインを加えて構成される）、独立国家共同体（ウクライ
ナ、トルクメニスタンを含む）の加盟国（「CIS」）以外の地域にCan-Am On-
Road製品を供給するためにBRPが認定したディーラー（以下「Can-AmOn-Road
ディストリビューター/ディーラー」）によって販売された 2020 年型Can-Am
Ryker（以下「製品」）について、指定された期間、下記の条件の下で部材また
は製造上の欠陥がないことを保証します。以下の場合は、この限定保証は無効に
なります：(1)製品を、以前の所有者による行為である場合も含めて、一度でも
レースやその他の競技活動に使用した場合、または (2)オドメーターを取り外し
たり、改ざんした場合。(3)製品をオフロードで使用した場合。(4)製品の動作、
性能または耐久性に悪影響を与えるような方法で改造、修正した場合、または、
意図された仕様を変えるような改造、修正した場合。
この限定保証は、工場以外で取り付けられた部品やアクセサリを保証しません。
該当する部品およびアクセサリの限定保証に関する文章を参照してください。
2.責任の範囲
法律の許す範囲内における管轄で、この保証は明示的に付与されるものであり、
商品性または特定の目的への適合性の何らかの保証を含むがそれらのみには限定
されない、明示的または黙示的な保証その他のすべての保証に代わるものとして
受諾されます。それらが否認され得ない限りにおいて、黙示的保証は明示的保証
の有効期限内のみに限定されます。この保証は、偶然による、必然的、直接的、
間接的またはその他のいかなるすべての損害を保証しません。特定の管轄では、
上記の偶発による、または必然的な損傷やその他の除外規定における制限や免責
事項は適用されない場合があります。そのため、上記の規定はお客様に適用され
ない場合があります。この保証は特定の権利を付与するものであり、あなたは国
または法域ごとに異なるその他の法的権利を留保することができます。（オース
トラリアで購入された製品については、以下の第4項を参照してください）。
認定ディストリビューターまたはディーラーや、その他の人物のいずれにおいて
も、この限定保証に含まれるもの以外に、製品に関する確認、表示、保証を行う
権限は与えられておらず、それが行われた場合にもBRPに対する強制力はありま
せん。BRPはこの保証をいつでも変更する権利を留保します。ただし、すでに販
売された製品に適用される保証条件は、その保証が有効な間は変更されないこと
に同意します。
3.除外規定（以下は保証修理の対象とはなりません）
どの状況においても、以下はこの限定的保証の対象ではありません。
- オイルおよび潤滑剤、フィルターおよびスパークプラグを含む、定期的なメ
ンテナンスが必要な部品の交換。

- タイヤ、バッテリー、発電機のブラシ、シールドビームおよび電球、クラッ
チプレートおよびフェーシング、駆動ベルト、ブレーキパッド、ブレーキラ
イニング、ローターおよびスプロケットを含む部品の通常の摩耗および消耗。

- ベルト、アラインメントおよび車輪バランスの調整を含む部品のチューンアッ
プおよび調整。

- シートカバーの素材の傷、へこみ、退色、剥離や損傷を含む製品の外観への
損傷。

- オペレーターズガイドに示されている過失または適正なメンテナンス／保管
を怠ったために発生した損害。
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- 製品の正式仕様範囲を超える部品を取り外し、不適切な修理、扱いまたはメ
ンテナンス、および改造や改変による損傷によって生じた損傷、またはBRP
によって製造または承認されず、BRPによって製品に適格ではない、または
製品の操作に不利に影響すると合理的に判断された部品やアクセサリの使用
によって生じた損傷、または認定ディストリビューターまたはディーラーに
よって行われなかった修理から生じた損傷。

- 異なるタイヤ、排気システム、車輪またはブレーキを含む純正部品とは異な
る仕様の部品の取り付けにより生じた損傷。

- 誤用、乱用、過失、レースでの使用、またはオペレーターズガイドで説明さ
れている推奨事項に一致しない方法による製品の操作によって発生した損害。

- 水の吸い込み、事故、道路上の危険性、水没、火災、盗難、破壊行為、また
はあらゆる天災や不可抗力の結果として生じた損傷。

- オペレーターズガイドの推奨事項と異なる仕様の燃料、オイルまたは潤滑剤
を使って生じた損傷。

- オペレーターズガイドの説明とは異なる道路塩、バッテリー液または環境の
影響から生じた損傷。

- ガソリンの費用、認定ディストリビューターまたはディーラーに製品を回送、
回収するための費用、メカニック’の出張費、トレーラーまたは牽引による移
送、保管、携帯、ファックスまたは電報の料金、保証の施行期間における代
替製品のレンタル、タクシー、旅費、宿泊費、私物の損失または欠損、不便
性、保険の費用、ローンの支払い、時間の損失、所得、収入や利益の損失、
または製品の使用または使用の楽しみの損失などを含むが、これらに限定さ
れない偶発的または必然的な損害。

4.保証対象期間
この保証は、最初に購入した消費者に納入された日、またはその製品が最初に使
用された日のいずれか早い日から、次の期間有効です。
1. 個人使用、レクリエーション用途、および業務使用の場合、以下の(2)および
(3)の状況以外では、連続する12ヶ月間。

2. バッテリーにおいては、連続する6ヶ月間。
3. タイヤにおいては、連続する6ヶ月間、または前輪が （2.38 mm）まで磨り
減った時点、または後輪が（3.97mm）まで磨り減った時点のいずれかが最
初に発生した時点。

この保証による部品の修理もしくは交換、または整備の実施によって、保証の本
来の有効期限を超えてこの保証が延長されることはありません。
保証期間および保証の他の条件は、お客様の国で適用される関連する法令に従い
ます。
オーストラリアで販売された製品のみに適用
これらの保証の利用規約は、オーストラリアの消費者法またはその他の法律を含
む、Competition and Consumer Act 2010 (Cth)（2010 年競争消費者法）によっ
て授与または黙示されるいかなる条件、保証、請け合い、権利または善後策の適
用を除外、制限または変更しないものとし、法律を違反しないものとします。違
反する利用規約がある場合、それは無効となります。この限定的保証で得られる
メリットは、オーストアリアの法律で守られている権利および善後策に加えて与
えられます。
当社の製品の保証は、オーストラリアの消費者法によって守られています。重故
障に対する交換または払い戻し、またはその他のいかなる合理的に予見可能な損
失または損害に対する補償が約束されます。お客様には、製品が許容される品質
を満たせず、その故障が重故障とならない場合、その製品を修理または交換する
権利があります。
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5.保証の適用を受けるための条件
この保証適用は、次の各条件が満たされたときにのみ適用されます。
- 製品は、その販売が行われた国または連邦国において製品の販売を許可され
ているディストリビューターまたはディーラーから、新品で未使用の製品と
して最初の所有者により購入される必要があります。

- BRPが指定する納入前点検が購入者および認定ディストリビューターまたは
ディーラーによって完了および文書化され、購入者によって署名されている。

- 製品は、認定ディストリビューター／ディーラーによって正しく保証登録さ
れなければなりません。

- 製品は、購入者が居住する国または連邦国で購入される必要があります。
- オペレーターズガイドに記載されている定期的メンテナンスは時宜に即して
行う必要があります。BRPは、この保証を適用する際の条件として、適切な
メンテナンス実施の証明を求める権利を留保します。

BRPは、上記条件が満たされない場合、個人使用の所有者または業務用に使用す
る所有者に対して限定保証を与えません。このような制限は、BRPが製品の安全
ばかりでなく、消費者と一般の人々の安全を確保するためにも必要です。
6.保証を受けるためにしていただくこと
お客様は、異常が発生した直後に製品の使用を中断しなければなりません。お客
様は欠陥の発現から2日以内に、整備を行うディストリビューターまたはディー
ラーにその旨を通知し、合理的と認められる製品へのアクセスと修理の機会を
ディーラーにあたえなければなりません。また、お客様は製品の購入を証明する
ものをディストリビューターまたはディーラーに提示しなければならず、保証修
理を有効にするため、その修理の開始に先立って修理／作業注文書に署名しなけ
ればなりません。この限定保証に基づいて交換された部品は、すべてBRPの所有
となります。通知期間はお客様の国で適用される関連する法令に従うことに留意
ください。
7. BRPが行うこと
法律が許す範囲内において、この保証に基づくBRPの義務は以下に記載する条件
の下で、保証期間中、通常の使用、メンテナンス、および整備が行われたにもか
かわらず故障した部品を、部品代および工賃を請求することなく、任意の認定
ディストリビューターまたはディーラーにおいて、当社の判断により修理するか
または新しい純正部品と交換することに限定されます。BRPの責任は、部品の必
要な修理または交換を行うことだけに限定されます。保証の不履行に対する請求
は、製品の払い戻しや販売の撤回の理由とはなりません。権利者は国ごとに異な
るその他の法的権利を留保することができます。
最初の販売の国以外でサービスが必要である場合には、例えば輸送料金、保険、
税金、ライセンス料、関税、および、いかなるそして全ての他の金融手数料に関
して、これらに限定せず、国、州、地域やそれぞれの機関によって課される場合
も含めて、所有者は地域の慣習や状況による全ての追加料金に関する責任を負い
ます。
BRPは、それ以前に製造されたすべての製品に同様の改良を加える義務を負うこ
となく、製品の改良または変更を継続して行う権利を留保します。
8.所有権の譲渡
保証期間中に製品の所有権が譲渡された場合、この限定保証もその諸条項に基づ
いて譲渡され、BRPまたは認定ディストリビューター/ディーラーが、もとの所有
者が所有権の譲渡に同意したことの証明書、および新しい所有者の連絡先を受領
することを条件に、残りの保証期間中も有効になります。
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9.お客様への支援
本限定保証に関して論争または紛争が生じた場合、まずはディストリビューター
／ディーラーレベルで問題解決を試みてください。その問題についてBRP認定
ディストリビューター／ディーラーのサービスマネージャーまたは店主とよく話
し合ってください。
解決されない問題がまだ存在する場合、www.brp.comにあるお客様連絡先フォー
ムに記入してBRPに連絡するか、このガイドの「お客様窓口」のセクションに記
載されている所在地のいずれかに郵便でご連絡ください。

*この限定保証が適用される地域では、製品の流通とサービスはボンバルディエ
レクリエーショナルプロダクツまたは子会社が行います。
© 2019 ボンバルディエレクリエーショナルプロダクツ無断複写転載を禁じま
す。
®™ボンバルディエレクリエーショナルプロダクツまたはその関連会社の商標で
す。
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欧州経済地域、独立国家共同体の加盟国およびトル
コ向けBRP限定保証：2020CAN-AM®RYKER®シリー
ズ
1.限定保証の範囲
ボンバルディエレクリエーショナルプロダクツ（以下「BRP」とします）*は、
米欧州経済地域（「EEA」）の加盟国（欧州連合にノルウェー、アイスランドお
よびリヒテンシュタインを加えて構成される）、独立国家共同体（ウクライナ、
トルクメニスタンを含む）の加盟国（「CIS」）、およびトルコの地域に、Can-
Am On-Road製品を供給するためにBRPが認定したディストリビューターまたは
ディーラー（以下「Can-Am On-Roadディストリビューター/ディーラー」）に
よって販売された2020年型のCan-Am Ryker（以下「製品」）について、指定さ
れた期間、下記の条件の下で素材または製造上の欠陥がないことを保証します。
以下の場合は、この限定保証は無効になります：(1)製品を、以前の所有者によ
る行為である場合も含めて、一度でもレースやその他の競技活動に使用した場
合、または(2)オドメーターを取り外したり、改ざんした場合。(3)製品をオフロー
ドで使用した場合。(4)製品の動作、性能または耐久性に悪影響を与えるような
方法で改造、修正した場合、または、意図された仕様を変えるような改造、修正
した場合。
この限定保証は、工場以外で取り付けられた部品やアクセサリを保証しません。
該当する部品およびアクセサリの限定保証に関する文章を参照してください。
2.責任の範囲
法律の許す範囲内における管轄で、この保証は明示的に付与されるものであり、
商品性または特定の目的への適合性の何らかの保証を含むがそれらのみには限定
されない、明示的または黙示的な保証その他のすべての保証に代わるものとして
受諾されます。それらが否認され得ない限りにおいて、黙示的保証は明示的保証
の有効期限内のみに限定されます。この保証は、偶然による、必然的、直接的、
間接的またはその他のいかなるすべての損害を保証しません。特定の管轄では、
上記の偶発による、または必然的な損傷やその他の除外規定における制限や免責
事項は適用されない場合があります。そのため、上記の規定はお客様に適用され
ない場合があります。この保証は特定の権利を付与するものであり、あなたは国
または法域ごとに異なるその他の法的権利を留保することができます。（オース
トラリアで購入された製品については、以下の第4項を参照してください）。
認定ディストリビューターまたはディーラーや、その他の人物のいずれにおいて
も、この限定保証に含まれるもの以外に、製品に関する確認、表示、保証を行う
権限は与えられておらず、それが行われた場合にもBRPに対する強制力はありま
せん。BRPはこの保証をいつでも変更する権利を留保します。ただし、すでに販
売された製品に適用される保証条件は、その保証が有効な間は変更されないこと
に同意します。
3.除外規定（以下は保証修理の対象とはなりません）
どの状況においても、以下はこの限定的保証の対象ではありません。
- オイルおよび潤滑剤、フィルターおよびスパークプラグを含む、定期的なメ
ンテナンスが必要な部品の交換。

- タイヤ、バッテリー、発電機のブラシ、シールドビームおよび電球、クラッ
チプレートおよびフェーシング、駆動ベルト、ブレーキパッド、ブレーキラ
イニング、ローターおよびスプロケットを含む部品の通常の摩耗および消耗。

- ベルト、アラインメントおよび車輪バランスの調整を含む部品のチューンアッ
プおよび調整。

- シートカバーの素材の傷、へこみ、退色、剥離や損傷を含む製品の外観への
損傷。

- オペレーターズガイドに示されている過失または適正なメンテナンス／保管
を怠ったために発生した損害。
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- 製品の正式仕様範囲を超える部品を取り外し、不適切な修理、扱いまたはメ
ンテナンス、および改造や改変による損傷によって生じた損傷、またはBRP
によって製造または承認されず、BRPによって製品に適格ではない、または
製品の操作に不利に影響すると合理的に判断された部品やアクセサリの使用
によって生じた損傷、または認定ディストリビューターまたはディーラーに
よって行われなかった修理から生じた損傷。

- 異なるタイヤ、排気システム、車輪またはブレーキを含む純正部品とは異な
る仕様の部品の取り付けにより生じた損傷。

- 誤用、乱用、過失、レースでの使用、またはオペレーターズガイドで説明さ
れている推奨事項に一致しない方法による製品の操作によって発生した損害。

- 水の吸い込み、事故、道路上の危険性、水没、火災、盗難、破壊行為、また
はあらゆる天災や不可抗力の結果として生じた損傷。

- オペレーターズガイドの推奨事項と異なる仕様の燃料、オイルまたは潤滑剤
を使って生じた損傷。

- オペレーターズガイドの説明とは異なる道路塩、バッテリー液または環境の
影響から生じた損傷。

- ガソリンの費用、認定ディストリビューターまたはディーラーに製品を回送、
回収するための費用、メカニック’の出張費、トレーラーまたは牽引による移
送、保管、携帯、ファックスまたは電報の料金、保証の施行期間における代
替製品のレンタル、タクシー、旅費、宿泊費、私物の損失または欠損、不便
性、保険の費用、ローンの支払い、時間の損失、所得、収入や利益の損失、
または製品の使用または使用の楽しみの損失などを含むが、これらに限定さ
れない偶発的または必然的な損害。

4.保証対象期間
この保証は、最初に購入した消費者に納入された日、またはその製品が最初に使
用された日のいずれか早い日から、次の期間有効です。
1. 個人使用、レクリエーション用途の場合、以下の(3)および(4)の状況以外で
は、連続する24ヶ月間。

2. 業務使用の場合、以下の(3)および(4)の状況以外では、連続する12ヶ月間。

保証期間中であっても、製品による収入の発生、または製品が何らかの業務
または職業で用いられた場合、製品は商業的用途で使用されたものと見なさ
れます。また、保証期間中に製品が商業用として登録されたり、商業用途の
使用許可を受けた場合も、Roadsterは商業的用途で使用されたものと見なさ
れます。

3. バッテリーにおいては、連続する6ヶ月間。
4. タイヤにおいては、連続する6ヶ月間、または前輪が （2.38 mm）まで磨り
減った時点、または後輪が（3.97mm）まで磨り減った時点のいずれかが最
初に発生した時点。

この保証による部品の修理もしくは交換、または整備の実施によって、保証の本
来の有効期限を超えてこの保証が延長されることはありません。
保証期間および保証の他の条件は、お客様の国で適用される関連する法令に従い
ます。
5.保証の適用を受けるための条件
この保証適用は、次の各条件が満たされたときにのみ適用されます。
- 製品は、その販売が行われた国または連邦国において製品の販売を許可され
ているディストリビューターまたはディーラーから、新品で未使用の製品と
して最初の所有者により購入される必要があります。

- BRPが指定する納入前点検が購入者および認定ディストリビューターまたは
ディーラーによって完了および文書化され、購入者によって署名されている。

- 製品は、認定ディストリビューター／ディーラーによって正しく保証登録さ
れなければなりません。
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- 製品は、購入者が居住する国または連邦国で購入される必要があります。
- オペレーターズガイドに記載されている定期的メンテナンスは時宜に即して
行う必要があります。BRPは、この保証を適用する際の条件として、適切な
メンテナンス実施の証明を求める権利を留保します。

BRPは、上記条件が満たされない場合、個人使用の所有者または業務用に使用す
る所有者に対して限定保証を与えません。このような制限は、BRPが製品の安全
ばかりでなく、消費者と一般の人々の安全を確保するためにも必要です。
6.保証を受けるためにしていただくこと
お客様は、異常が発生した直後に製品の使用を中断しなければなりません。お客
様は欠陥の発現から2ヶ月以内に、整備を行うディストリビューターまたはディー
ラーにその旨を通知し、合理的と認められる製品へのアクセスと修理の機会を
ディーラーにあたえなければなりません。また、お客様は製品の購入を証明する
ものをディストリビューターまたはディーラーに提示しなければならず、保証修
理を有効にするため、その修理の開始に先立って修理／作業注文書に署名しなけ
ればなりません。この限定保証に基づいて交換された部品は、すべてBRPの所有
となります。通知期間はお客様の国で適用される関連する法令に従うことに留意
ください。
7. BRPが行うこと
法律が許す範囲内において、この保証に基づくBRPの義務は以下に記載する条件
の下で、保証期間中、通常の使用、メンテナンス、および整備が行われたにもか
かわらず故障した部品を、部品代および工賃を請求することなく、任意の認定
ディストリビューターまたはディーラーにおいて、当社の判断により修理するか
または新しい純正部品と交換することに限定されます。BRPの責任は、部品の必
要な修理または交換を行うことだけに限定されます。保証の不履行に対する請求
は、製品の払い戻しや販売の撤回の理由とはなりません。権利者は国ごとに異な
るその他の法的権利を留保することができます。
最初の販売の国以外でサービスが必要である場合には、またはEEA居住者がEEA
外で、例えば輸送料金、保険、税金、ライセンス料、関税、および、いかなるそ
して全ての他の金融手数料に関して、これらに限定せず、政府、州、領域やそれ
ぞれの機関によって課される場合も含めて、オーナーは地域の慣習や状況による
全ての追加料金に関する責任を負います。
BRPは、それ以前に製造されたすべての製品に同様の改良を加える義務を負うこ
となく、製品の改良または変更を継続して行う権利を留保します。
8.所有権の譲渡
保証期間中に製品の所有権が譲渡された場合、この限定保証もその諸条項に基づ
いて譲渡され、BRPまたは認定ディストリビューター/ディーラーが、もとの所有
者が所有権の譲渡に同意したことの証明書、および新しい所有者の連絡先を受領
することを条件に、残りの保証期間中も有効になります。
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9.お客様への支援
本限定保証に関して論争または紛争が生じた場合、まずはディストリビューター
／ディーラーレベルで問題解決を試みてください。その問題についてBRP認定
ディストリビューター／ディーラーのサービスマネージャーまたは店主とよく話
し合ってください。
解決されない問題がまだ存在する場合、www.brp.comにあるお客様連絡先フォー
ムに記入してBRPに連絡するか、このガイドの「お客様窓口」のセクションに記
載されている所在地のいずれかに郵便でご連絡ください。

*EEAおよびその他の国では、製品の流通とサービスはBRPEuropeanDistribution
S.A.およびBRPの子会社によって行われます。
© 2019 ボンバルディエレクリエーショナルプロダクツ無断複写転載を禁じま
す。
®™ボンバルディエレクリエーショナルプロダクツまたはその関連会社の商標で
す。
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フランスのみに適用する追加利用規約
次の諸条項はフランスで販売されている製品だけに適用されます。
販売者は契約に適合する製品を納品し、納品時に認められる瑕疵の責任を負いま
す。販売者は、契約による自らの責任で、または自らの責任で行われたパッケー
ジング、組み立て指示または取り付けに起因する欠陥の責任を負います。契約を
成立させるには、製品は次の条件をクリアする必要があります。
1. 製品は同等製品における通常の操作を行える必要があり、該当する場合は、

次の条件もクリアする必要があります。
1.1 製品の特性は販売者の説明と一致し、特性はサンプルまたは模型に

より購入者に説明されていること。
1.2 製品は、広告やラベルを含めた販売者および製造業者の公共宣言に

より合法的に購入者によって期待される性能を提供できること。ま
たは、

2. 製品は、当事者間で相互に合意された特性を持っている、または購入者が
事前に販売者に特定の使用目的を相談し、販売者が目的を満たせると承諾
した特性を持っていること。

不適合に関する措置は、納品から2年間と定められています。販売者は、製品に
購入者の使用目的を満足できなくなるほどの潜在的な欠陥がある場合、またはそ
の欠陥を事前に知っていればより安価で購入していた可能性がある場合、その潜
在的欠陥に対する保証の責任を負います。そのような潜在的欠陥に対する賠償要
求は、欠陥の発見から2年以内に購入者によって行われる必要があります。
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顧客情報
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個人情報
お客様の連絡先情報は、安全性の確保と保証に関する目的で使わせていただきま
す。また、BRPおよびその子会社は、顧客リストを使用してBRPおよび関連製品
のマーケティングおよびプロモーション情報を配布させていただくことがありま
す。
お客様のデータに関するご相談、訂正またはダイレクトマーケティング用のアド
レスリストからの削除については、BRPまでご連絡ください。

privacyofficer@brp.comEメール：

BRP
Senior Legal Counsel-Privacy Officer
726 St-Joseph
Valcourt QC
Canada,
J0E 2L0

郵便：
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お客様窓口
www.brp.com
アジア
Room 4609, Tower 2,
Grand Gateway 3 Hong Qiao
Road Shanghai,
China 200020
〒108-0075東京都港区
港南2丁目16-1
品川イーストワンタワー21階

ヨーロッパ
Skaldenstraat 125
B-9042 Gent
Belgium
Itterpark 11
D-40724 Hilden
Germany
ARTEPARC Bâtiment B
Route de la côte d'Azur, Le Canet
13590 Meyreuil
France
Ingvald Ystgaardsvei 15
N-7484 Trondeim
Norway
Isoaavantie 7
PL 8040
96101 Rovaniemi
Spinnvägen 15
903 61 Umeå
Sweden
Avenue d’Ouchy 4-6
1006 Lausanne
Switzerland
北米
565 de la Montagne Street
Valcourt (Québec) J0E 2L0
Canada
Sa De Cv, Av. Ferrocarril 202
Parque Ind. Querétaro, Lote2-B
76220
Santa Rosa Jáuregui, Qro., Mexico
Sturtevant, Wisconsin, U.S.A.
10101 Science Drive
Sturtevant, Wisconsin
53177
U.S.A.

163



オセアニア
6 Lord Street
Lakes Business Park
Botany, NSW 2019
Australia
3B Echelon Place, East Tamaki,
Auckland 2013,
New Zealand
南米
Rua James Clerck Maxwell, 230
TechnoPark Campinas SP 13069-380
Brazil
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住所と所有者の変更
お客様が住所を変更された場合または車両の新しい所有者になった場合は、以下
のいずれかの方法でBRPにご連絡ください。
- 認定Can-Am On-Roadディーラーへ問い合わせる。
- 北米のみ：連絡先：1-888-272-9222
- このガイドのお客様窓口のセクションに記載されているBRPの住所のいずれ
かに、以降のページにある住所変更カードを郵送してください。

所有権の変更の場合は、以前の所有者が譲渡に合意している証明書を添付してく
ださい。
例えば、安全上のリコールを開始した場合など、BRPが必要に応じて車両の所有
者に連絡できるように、限定保証の期間が終了した後でも、BRPに連絡すること
が重要です。BRPに通知するのは、所有者の責任です。
盗難に遭った場合：車両が盗まれた場合は、BRPまたは認定Can-Am On-Road
ディーラーにお問い合わせください。お客様の氏名、ご住所、電話番号、車両識
別番号、そして盗難が起きた日付をお知らせください。
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